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　鹿児島県教育委員会は，文化財の保護・活用を図るた

め，各開発関係機関との間で，事業区域内における文化

財の有無及びその取扱いについて協議し，諸開発との調

整を図っている。

　この事前協議制に基づき，日本道路公団九州支社鹿児

島工事事務所は，東九州自動車道の建設を計画し，末吉

財部ＩＣ～志布志ＩＣ区間の事業に先立って，事業地内

における埋蔵文化財の有無について，鹿児島県教育庁文

化財課（以下，文化財課）に照会した。

　この計画に伴い，これを受けて文化財課は，平成１１年

１１月に末吉財部ＩＣ～鹿屋串良ＩＣ間を，平成１２年２月

には鹿屋串良ＩＣ～志布志ＩＣ間の埋蔵文化財の分布調

査を実施し，５０か所の遺跡（８５４，１００�）が存在するこ

とが明らかになった。その結果をもとに，事業区間内の

埋蔵文化財の取り扱いについては，日本道路公団九州支

社鹿児島工事事務所，鹿児島県土木部高速道路対策室，

文化財課，県立埋蔵文化財センターの４者で協議を重ね

対応を検討してきた。

　その後，日本道路公団民営化の政府方針が提起され，

事業の見直しと建設コストの削減も検討することとなっ

た。このような社会情勢の変化に伴い，遺跡の緻密な把

握が要求されることとなり，埋蔵文化財の詳細分布調査

や確認調査が実施されることとなった。

　そこで，鹿児島県は平成１３年７月１０日から７月２６日に

おいて，末吉財部ＩＣ～鹿屋串良ＩＣ間の工事計画図を

もとに３３の遺跡についての詳細分布調査と，平成１３年９

月１７日から１０月２６日までと平成１３年１２月３日から１２月２５

日において遺跡の調査範囲及び遺物包含層の層数を把握

するための試掘調査を実施した。

　これらの詳細分布調査や試掘調査に加えて，既に合意

されていた本線工事用道路及び側道部分の確認調査も実

施することとなり，関山西遺跡，関山遺跡，狩俣遺跡の

３遺跡を対象に平成１３年１０月１日から平成１４年３月２２日

（実働８５日）の間に確認調査を実施した。

　平成１４年４月には，鹿屋串良ＩＣから志布志ＩＣにつ

いて再分布調査を実施した結果，遺跡の調査対象面積が

６７８，７００�なった。

　その後，日本道路公団の民営化の閣議決定（現：西日

本高速道路株式会社）と新直轄方式に基づく道路建設が

確定し，平成１５年１１月に暫定２車線施行に伴う議事確認

書締結，同年１２月には末吉財部ＩＣから大隅ＩＣ間の発

掘調査協定書締結の運びとなり，本格的な埋蔵文化財の

発掘調査が開始されることとなった。

　平成１６年１月から３月には，井手山遺跡，定段遺跡，

稲村遺跡の工事用道路建設予定地について本調査を実施

した。

　平成１６年３月には，国土交通省九州地方整備局長，日

本道路公団九州支社長，鹿児島県知事により新直轄方式

施行に伴う確認書締結が結ばれ，工事は日本道路公団が

国土交通省から受託し，発掘調査は日本道路公団が鹿児

島県に再委託することとし，今までの確認書，協定書は

そのまま生きるという内容であった。

　その結果，平成１６年度には，中之迫遺跡の確認調査と

本調査，菅牟田遺跡の確認調査，前年度に引き続いて定

段遺跡の確認調査及び唐尾遺跡の確認調査と本調査を

行った。

　中之迫遺跡は，平成１６年５月１０日から７月２７日までに

工事用道路予定地の確認調査及び本線部分の確認調査及

び本調査を実施し，調査面積は４，４９８�であった。

　調査の結果，縄文時代早期と晩期の包含層が残存して

いることが判明し，早期の石坂式土器や石鏃，磨石など

の遺物が出土した。

　菅牟田遺跡は，平成１６年５月１７日から５月２１日までに

菅牟田遺跡の確認調査を実施し，調査面積は１５４�で

あった。

　調査の結果，良好と思われた台地も後世の土地改良な

どの影響によるもので，旧地形は起伏に富み入れ込んだ

地形で，遺物包含層は確認されなかった。

　定段遺跡は，平成１６年８月３日から１０月２７日まで本線

部分において確認調査を実施し，調査面積は５００�で

あった。

　調査の結果，縄文時代早期前葉の竪穴住居跡，土坑，

集石遺構などの遺構や前平式土器をはじめとする土器や

石器などの遺物も出土した。

　唐尾遺跡は，平成１６年１１月１日から平成１７年３月１８日

までに本線部分において確認調査を実施し，調査面積は

３，２８０�であった。

　調査の結果，縄文時代早期，中期，晩期をはじめ古代

の包含層が確認され，中期の落とし穴，晩期の竪穴住居

跡，古代の掘立柱建物跡などを検出し，早期の塞ノ神式

土器や晩期の入佐式土器，土師器，須恵器，墨書土器，

焼塩壺などの遺物が出土した。

　その後，平成１７年度は，昨年度に引き続いて唐尾遺跡

の本調査，関山西遺跡・関山遺跡・定段遺跡・稲村遺跡

の本調査及び建山遺跡・狩俣遺跡の確認調査と本調査，

高古塚遺跡の確認調査を行った。

　平成１８年度は，建山遺跡・狩俣遺跡・高古塚遺跡の本

調査，鳥居川遺跡・チシャノ木遺跡・西原段Ⅰ遺跡の確

認調査及び本調査，野鹿倉遺跡の確認調査，西原段Ⅰ遺

跡周辺の試掘調査，唐尾遺跡の整理作業を行った。

　平成１９年度は，西原段Ⅰ遺跡（一部）・野鹿倉遺跡の

本調査・関山西遺跡・関山遺跡・唐尾遺跡・高古塚遺

跡・菅牟田遺跡・中之迫遺跡・鳥居川遺跡・チシャノ木
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遺跡の整理作業及び報告書刊行，建山遺跡，定段遺跡の

整理作業を実施した。一方，大隅ＩＣから鹿屋串良ＩＣ

間の宮ケ原遺跡・天神段遺跡・野方前段遺跡・宮ノ本遺

跡・加治木堀遺跡の確認調査及び本調査，椿山遺跡・柿

木段遺跡・石縊遺跡・十三塚遺跡の確認調査を実施した。

　なお，事業区間内の遺跡の概要については，以下の通

りである。
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　　本遺跡は，曽於市末吉町諏訪方関山西にあり，末吉

町の西方で標高約２９３�の台地に位置し，遺跡の近隣

には光神集落が所在している。

　　遺跡は，集落内を東西方向に国道１０号線が走り，集

落の西方端で，国道１０号線を起点とする一般地方道光

神・諏訪方線が末吉町市街地へ向かっている。遺跡は，

国道１０号と県道とに挟まれた複数の谷が混在入するそ

の台地のひとつに所在している。

　　遺跡へのアクセスは，国道１０号線沿い光神小学校隣

接を起点として集落内を南側へ走り県道と交差してい

る市道から略西側方向へ農道が縦走し，遺跡へ至って

いる。

　　遺跡の立地している台地は，東側に向かって八つ手

状にのびる台地のひとつで，宮崎県の日向灘に流れ込

む大淀川の支流である村上川に開析されており，その

ために南の谷に挟まれ，台地と谷の底部との比高差は

約３０ｍである。

　　遺跡の周辺には，２つの大きい谷を挟んで北側に桐

木遺跡，耳取遺跡，北側の谷を挟んで南側には関山遺

跡などがあり，周辺には大規模な遺跡がみられる。

　　本遺跡は，平成１３年度に確認調査，平成１７年には本

調査を実施し，調査面積は５，０９０�（延１１，７２０�）で

ある。調査の結果，縄文時代早期・晩期，弥生時代，

古墳時代，古代，中世にかけての複合遺跡であること

が判明した。

　　遺跡は，西側から東側へ緩やかに傾斜し，調査区全

体に中世から縄文時代晩期にかけての包含層が確認さ

れⅩ層上面の地形は北側尾根状の丘陵２地があり東側

へ大きく傾斜していたが，縄文時代早期の包含層が存

在している。

　　調査の結果，縄文時代早期該当層では，集石遺構２５

基，土坑８基が検出され，塞ノ神式土器，吉田式土器，

押型文土器，石鏃，磨石，石皿などが出土した。

　　縄文時代晩期該当層では，竪穴状遺構２基が検出さ

れ，入佐式土器や石鏃，チップやフレークなどが出土

した。

　　弥生時代該当層では，弥生時代初頭のものと考えら

れる刻目突帯文土器や磨製石が出土した。

　　古墳時代該当層では，成川式土器，鉄鏃（圭頭鏃）

や刀子などの土器や鉄製品が出土した。

　　古代該当層では，土坑２００基，焼土，土師器と軽石

を中心とした土器集中あり，土師器や須恵器などか出

土した。

　　中世該当層では，掘立柱建物跡２棟，溝状遺構４条，

畝状遺構，土師器埋納遺構１基，土坑墓１基，大型土

坑５基が検出された。２条の溝状遺構は幅が１ｍを越

える大型の溝で，その形状はＵ字状やＶ字状を呈し，

埋土には文明ボラ（１４７１年の桜島起源の噴出物）の堆

積が確認された。
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　　本遺跡は，曽於市末吉町諏訪方関山にあり，末吉町

の西方で標高約２９６ｍの台地上に位置している。

　　遺跡の所在している台地は，光神集落内を東西方向

に国道１０号線が走っている。光神集落の西方端には，

国道１０号線を起点とし，末吉町市街地へ延びる一般地

方道光神・諏訪方線により分断されている。

　　遺跡の位置する台地は，北側に谷部をもち，南側は

東側に延びる台地上の畑地にあり，北側谷の底部と遺

跡の立地する台地との比高差は約３０ｍである。

　　本遺跡は，旧石器時代から縄文早期・後期～晩期，

古代～中世にかけての複合遺跡で，周辺には関山西遺

跡・桐木遺跡・耳取遺跡などが谷を隔てて連なり，同

じ台地の南側には唐尾遺跡が所在し，周辺には大規模

な遺跡がみられる。

　　本遺跡の確認調査は，平成１３年１０月１日から１２月２１

日（実働は４４日間）までに関山西遺跡と並行して実施

し，古代から縄文時代晩期（９，７００�），縄文時代中期

（４，３００�），縄文時代早期（１０，６００�），縄文時代草創

期・旧石器時代（７，８５０�）の範囲で確認された。

　　その後，本遺跡は平成１７年度に本調査を実施し，調

査面積は９，７８０�（延３０，１８２�）に及んでいる。調査

の結果，旧石器時代，縄文時代早期から晩期，古代か

ら近世にかけての複合遺跡であることが判明した。

　　本遺跡の現地形は，緩やかな起伏のある台地で，旧

地形は調査区のほぼ中央部を南北に走る尾根から東西

方向に細かくいくつかの谷が連なる地形であったこと

が判明された。

　　旧石器時代該当層では，被熱を受け散礫した礫群２

基が検出され，削器，剥片，チップなどが出土した。

　　縄文時代早期該当層では，集石遺構９基，落とし穴

１９基，土坑２基が検出され，押型文土器，変形撚糸文

土器，吉田式土器，前平式土器などや石鏃，石匙，磨

石，石斧などが出土した。

　　縄文時代中期該当層では，落とし穴５基が検出され，

底面に逆茂木痕と考えられる痕跡も確認された。

　　縄文時代後期から晩期該当層では，竪穴住居跡１軒

が検出され，黒川式土器の深鉢形土器や浅鉢形土器，
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石鏃，磨石などが出土した。

　　古代から中世該当層では，溝状遺構８条が検出され，

幅は約５０�で，最長約２４ｍもあり，底面には踏み固め

られた硬化面の痕跡も確認され，少量の土師器が出土

した。

　　近世では，掘立柱建物跡４棟を検出し，２間×３間

２棟，２棟は調査区外へ延びている。
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　　本遺跡は，曽於市末吉町諏訪方唐尾にあり，末吉町

の西方で関山遺跡と同台地に位置し，一般地方道光神

・諏訪方線南側に接する標高約２９３�の広大な台地上に

ある。

　　遺跡は，関山西遺跡，関山遺跡と遺跡の立地は類似

した環境にあり，縄文早期・中期・晩期，古代の時期

の遺構や遺物などがみられる複合遺跡である。

　　また，本遺跡の位置している台地は，後世において

圃場整備等により大きく削平を受けており，遺跡の中

心は南側台地縁辺部付近を中心に存在し，周辺の三方

部は谷に取り囲まれている。特に，南側の谷は比高差

が大きい谷が貫入している。

　　調査は，平成１６年度に確認調査と本調査，平成１７年

度には本調査を実施し，調査面積は７，８００�（延

１４，０４０�）で，縄文時代早期・中期・晩期，古代など

の複合遺跡である。

　　本遺跡の縄文時代早期該当層では，集石遺構１基が

検出され，前平式土器，石坂式土器，山形押型文土器，

敲石，磨石などが出土した。

　　縄文時代中期該当層では，落とし穴８基が検出され

た。

　　縄文時代晩期該当層では，竪穴住居跡１軒が検出さ

れ，入佐式土器，石鏃，フレーク，磨石などが出土し

た。

　　古代該当層では，軽石集積２基，掘立柱建物跡４棟，

焼土跡３か所が検出され，土師器，墨書土器，刻書土

器，鉄器などが出土した。
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　　本遺跡は，曽於市大隅町中之内西原段にあり，大隅

町のほぼ中央北側で，標高約２９０ｍの台地上に位置し

ている。遺跡には主要地方道志布志福山線の坂元を起

点とする市道桂・二重堀線が走り，市道沿いにある折

田と梶ケ野との集落間の台地の畑地及び宅地に所在し

ている。遺跡は，西梶ケ野集落側の台地で，周辺部に

は谷部をもち，北西側の台地縁辺部の畑地には西原段

Ⅱ遺跡があり，平成８年度には調査を実施されている。

遺跡の周辺には，台地西側端にある宮岡遺跡，東原遺

跡をはじめ，東側谷を隔てて梶ケ野集落周辺に前畑遺

跡，打込遺跡，ノトロ遺跡，前岡遺跡，重ケ迫遺跡な

どがあり，周辺には縄文時代，弥生時代・古代にかけ

ての多くの遺跡が周知されている。本遺跡は，平成１８

年度に確認調査，本調査，隣接地の試掘調査を実施し，

調査面積は６，００４�（延１０，８０７�），試掘調査１１０�に

及んでいる。その結果，旧石器時代，縄文時代，古代

から中世にかけての複合遺跡である。

　　本遺跡の旧石器時代該当層では，削器が１点出土し

た。

　　縄文時代早期該当層では，集石遺構３基が検出され

た。

　　縄文時代中期～後期該当層では，土坑２基が検出さ

れ，土器片が出土した。

　　縄文時代晩期該当層では，集石遺構１基が検出され，

１個体分と考えられる土器片や磨製石斧など出土した。

　　古代～中世該当層では，底面に複数の小穴をもつ落

とし穴１基が検出され，土師器が出土した。
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　　本遺跡は，曽於市大隅町中之内野鹿倉にあり，大隅

町の西方で，複雑に谷の入り込んだ狭少な標高約２８７

ｍの台地縁辺端部に位置している。遺跡は，主要地方

道志布志・福山線八木塚と同線坂元を起点とする市道

桂・二重堀線の西原段Ⅰ遺跡との，ほぼ中間地点付近

で，養豚場や養鶏場のある台地に所在し，遺跡の周辺

は３０ｍから６０ｍの谷が複雑に貫入している。

　　本遺跡は，平成１８年度に確認調査を実施し，調査面

積は２０�で，縄文時代早期と弥生時代から古代まで遺

物が確認された。平成１９年度には，８月１日から１０月

２６日まで調査した。

　　その結果，旧石器時代該当層では細石刃，石核，剥

片が出土した。

　　縄文時代早期該当層では，集石遺構１２基が検出され，

変形撚糸文土器，下剥峰式土器，押型文土器が出土し

た。

　　古代該当層では，土師器が出土している。

�������

　　本遺跡は，曽於市大隅町岩川建山にあり，大隅町の

ほぼ中央北側で，八木塚の集落に近隣し，南西方向に

谷を持つ標高約２８２ｍ～２７０ｍの台地縁辺部に位置して

いる。遺跡の一部は，主要地方道志布志福山線により

２分されている。遺跡の南西側の谷部には，志布志湾

に注ぐ菱田川の支流である前川が流れ，さらにその支

流となる川の開析によって南東から北西に延びるやせ

尾根状の台地が形成されている。遺跡の立地する台地

と谷の底面との比高差は約６０～７０ｍで，現地形は緩や

かな起伏のある台地である。

　　しかし，調査の結果では旧地形が調査区域のほぼ中

央部を南北に走る屋根から東西方向に細かい谷がいく

つか連なる地形であったことが判明している。

　　本遺跡の周辺には狩俣遺跡，高古塚遺跡，西原段
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Ⅰ・Ⅱ遺跡，野鹿倉遺跡などがあり，旧石器時代，縄

文時代早期から晩期，古代にかけての遺跡などが判明

している。本遺跡は，平成１７年度に確認調査，遺跡南

端部及び県道６３号北側部分（一部）の本調査を実施し，

旧石器時代，縄文時代早期から晩期，古代～中世にか

けての複合遺跡であることが判明した。

　　その後，平成１８年度に本調査を実施し，調査面積は

１８，９８３�（延３４，１７０�）である。

　　本調査の結果，旧石器時代ナイフ型石器文化期では，

ブロック１基が検出され，ナイフ型石器，剥片尖頭器，

フレーク，チップなどが出土した。

　　旧石器時代細石刃文化期では，ブロック１９基，うち

石器製作所が考えられるブロック１か所が検出され，

細石刃核，細石刃などが出土し，石材は西北九州系・

中九州系・霧島系などの黒曜石が混在して出土した。

　　縄文時代早期該当層では，竪穴住居跡２軒，集石遺

構，土坑，連穴土坑１基，落とし穴４基が検出され，

吉田式土器，石坂式土器，手向山式土器，塞ノ神式土

器，押型文土器，石鏃，石匙，スクレイパー，磨石，

石皿などが出土した。

　　縄文時代前期～晩期該当層では，竪穴住居跡が１軒

検出され，黒川式土器，磨製石斧，打製石斧が出土し

た。

　　古代～中世該当層では，掘立柱建物跡が５棟検出さ

れ，規模は２間×２間のものが２棟，２間×３間のも

のが２棟，不明のものが１棟である。他に，溝状遺構

が５条，焼土跡６基検出された。
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　　本遺跡は，曽於市大隅町岩川狩俣にあり，大隅町の

ほぼ中央北側で，標高約２７０ｍの台地上に位置してい

る。

　　遺跡の南西側の谷部には，志布志湾に注ぐ菱田川の

支流である前川が流れ，さらにその支流となる川の開

析によって南東から北西に延びるやせ尾根状の台地が

形成されている。また，台地は北側と南側に開析する

谷により，南北にはさらに小さな舌状台地が形成され

ている。遺跡の立地する台地と谷の底面との比高差は

約３０ｍで，周辺には，西原段Ⅰ遺跡，建山遺跡，高古

塚遺跡など旧石器時代～古代の遺跡が存在している。

　　本遺跡は，平成１３年度の確認調査において，縄文時

代早期～近世にかけての複合遺跡であることが判明し，

平成１７年・平成１８年度には本調査を実施した。調査面

積は１８，６４７�（延３３，５６４�）である。

　　調査の結果，縄文時代早期該当層では，集石遺構２３

基，土坑が検出され，前平式土器，石坂式土器，押型

文土器，手向山式土器，打製石斧，石鏃，石匙，磨石，

敲石，石皿，チップ等が出土した。縄文時代中期～晩

期該当層では，落とし穴，焼土，土坑等が検出され，

黒川式土器，磨製石斧，石鏃，チップ等が出土した。

　　古代該当層では，掘立柱建物跡，畝状遺構，溝状遺

構，土坑が検出され，土師器，須恵器，紡錘車等が多

く出土した。

　　中世該当層では，掘立柱建物跡，畝状遺構，溝状遺

構，土坑が検出され，土師器等が出土した。

　　近世該当層では，畝状遺構，土坑等が検出され，薩

摩焼等が出土した。
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　　本遺跡は，曽於市大隅町岩川高古塚にあり，大隅町

のほぼ中央北側の標高約２５０ｍで，四方を谷に囲まれ

た台地上に位置している。

　　遺跡の南側谷部には，志布志湾に注ぐ菱田川の支流

である前川が流れ，さらにその支流となる川の開析に

よって南東から北西に延びるやせ尾根状の台地が形成

されている。遺跡の立地する台地は，周辺と谷の底面

との比高差約３０ｍを測る。

　　周辺には谷を隔てた北側に，狩俣遺跡，西原段Ⅰ遺

跡，建山遺跡など旧石器時代～古代の遺跡が存在して

いる。

　　本遺跡は，平成１７年度に確認調査を行い，縄文時代

早期と古代の複合遺跡であることが判明した。平成１８

年度に本調査を実施し，調査面積は６，４１０�（延

１１，７７８�）である。

　　調査の結果，縄文時代早期該当層では，集石遺構１３

基，落とし穴３基が検出され，前平式土器，吉田式土

器，下剥峯式土器，石坂式土器，押型文土器，スクレ

イパー，剥片，磨石が出土した。

　　縄文時代中期～後期該当層では，中期のものと思わ

れる落とし穴が６基，集石遺構が２基検出され，後期

の指宿式土器が出土した。

　　古代該当層では，掘立柱建物跡２棟が検出され，土

師器や須恵器が出土した。
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　　本遺跡は，曽於市大隅町岩川菅牟田にあり，大隅町

のほぼ中央南側で，市道を挟み標高約２２５ｍの台地北

側縁辺部と谷に挟まれた馬の背状の台地南側辺部とに

分かれ，四方を谷に囲まれた台地上に位置している。

　　遺跡の西側から北側の谷部には，志布志湾に注ぐ菱

田川の支流である前川が流れ，北東側眼下には菅牟田

の集落や菅牟田小学校を望むことができる。

　　遺跡の立地する台地は，周辺の低地との比高差約７０

ｍを測り，周辺には高古塚遺跡や定段遺跡など旧石器

時代から古代の遺跡が存在している。

　　本遺跡は，平成１６年５月に確認調査を実施した。そ

の結果，良好な台地と思われた北側台地の旧地形は起

伏に富んだ地形で，さらに，南側尾根部でも包含層は

消失されており，本調査を実施するまでには及ばな
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かった。
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　　本遺跡は，曽於市大隅町岩川定段にあり，大隅町の

ほぼ中央南側の標高約２２０ｍで，三方を谷に囲まれた

台地上に位置している。

　　遺跡のはるか北側谷部には，志布志湾に注ぐ菱田川

の支流である前川が流れ，菅牟田の集落や菅牟田小学

校があり，菅牟田遺跡に近隣した位置にある馬の背状

台地の畑地に所在し，周辺の底面との比高差は，約６０

ｍを測る。

　　周辺には隣接した稲村遺跡をはじめとして，菅牟田

遺跡・イチノ木遺跡・上山遺跡・船窪迫遺跡・久木山

遺跡など縄文時代，古代の遺跡が存在している。

　　本遺跡の調査は，平成１３年９月，１０月，１２月に試掘

調査，平成１６年１月１５日から３月１２日までに工事用道

路部分の本調査を行い，縄文時代早期前葉（約１万～

９千５百年前）の集落跡の存在が想定される遺構（竪

穴住居跡９軒以上，土坑１４基以上，集石遺構６基）と

ともに，多量の土器（前平式土器）や石器（磨石，石

皿，石鏃）などが出土した。

　　そこで，より詳細な遺跡の情報を得るために，平成

１６年８月３日～１０月２７日，平成１７年１月１９日～１月２６

日の２回にわたり本線部分における包含層内の遺物の

把握と遺構の広がり（集落跡の範囲）を確認するため

の調査を実施した。

　　その結果，竪穴住居跡，土坑，大型竪穴住居跡など

の遺構や多くの遺物が発見され，遺構検出の配置から

集落跡と考えられる範囲がほぼ把握された。また，遺

構の検出面，遺構の埋土，遺構内遺物をはじめとする

出土遺物等を総合的に検討した結果，上野原遺跡より

一様式先行する時期で，縄文時代草創期の栫ノ原遺跡

と縄文時代早期前葉の上野原遺跡をつなぐ時期の集落

をもつ，極めて重要な遺跡であると判断した。

　　本調査は，平成１７年５月９日から平成１８年３月３１日

まで実施し，調査面積は７，３００�（延１５，８９４�）であっ

た。

　　遺跡の取り扱いについては，極めて重要な遺跡であ

ると判断したことから，定期的に関係機関へ調査成果

を報告し，協議・調整を行い，最終的に「記録保存」

と決定した。この決定を受け，定住集落の解明のため

多角的な分析を行えるように，より一層慎重に調査を

行った。

　　また，下層の旧石器時代の範囲確認を進めながら１

月末を目途に調査終了との報告を行ったが，調査範囲

の拡大や縄文時代早期の遺構が広範囲で高密度で検出

され，期間内終了が困難と判断し，３月末日まで調査

期間を延長した。

　　全ての調査の結果，竪穴住居跡約４０軒，土坑約２２０

基，集石遺構約３０基が，東西１３０ｍ，南北約６０ｍの範

囲に検出された。これらの遺構は，埋土内に含まれて

いる火山灰等の状況から３つのパターンに分類でき，

遺構内遺物と関連させながら縄文時代早期前葉の集落

の変遷を伺い知ることが期待できる。また，縄文時代

前期から中期該当層では，落とし穴約３０基を検出し，

土坑底面には小穴などの杭跡が確認された。

��������

　　本遺跡は，曽於市大隅町岩川稲村にあり，大隅町の

ほぼ中央南側の標高約２２７ｍで，三方を谷に囲まれた

定段遺跡と同一台地で，隣接した畑地に位置している。

　　遺跡の調査は，定段遺跡と並行して平成１６年１月１５

日から３月１２日までに工事用道路部分の農道に沿う形

で確認調査を実施した。

　　その結果，縄文時代晩期の包含層が南側において部

分的に残存していることが判明した。

　　本遺跡では，平成１７年５月９日から平成１８年３月３１

日までに確認調査の結果を受けて，縄文時代晩期の遺

物が出土した南側のトレンチを拡張，新たに５か所に

トレンチを設定し，旧地形の確認や遺物出土状況に応

じてトレンチを広げながら調査を進めた。

　　調査面積は，３，９８７�（延５，７４６�）であった。その

結果，遺構としては中世から近世のものと思われる硬

化面を伴う道路状遺構や畠跡を検出し，遺物は縄文時

代早期及び晩期の土器片，石鏃，大分県の姫島産の黒

曜石などが出土した。
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　　本遺跡は，曽於市大隅町岩川中之迫にあり，大隅町

のほぼ中央南側で，市道を挟み標高約２２５ｍの台地北

側縁辺の北側と谷に挟まれた馬の背状の台地南側辺部

とに分かれ，四方を谷に囲まれた台地上に位置してい

る。

　　遺跡の北西側から東側の低地には，志布志湾に注ぐ

菱田川の支流である前川が流れ，東側や南東眼下には

上諏訪の集落や岩川高校等を経て岩川の市街地へと続

いている。

　　遺跡の立地する台地は，周辺の低地との比高差約９０

ｍを測り，周辺には中迫Ⅰ遺跡，中迫Ⅱ遺跡，所迫遺

跡，池ノ段遺跡，諏訪迫遺跡などがあり，縄文時代早

期，晩期，古代などの遺跡が周知されている。本遺跡

では，平成１６年４月３０日から平成１６年７月２８日までに

確認調査を受け，本調査では遺構検出はなかったが，

縄文時代早期の石坂式土器，石鏃，磨石をはじめ組織

痕文土器，磨石，石皿などが出土した。遺跡調査面積

は５，５９８�（延１０，０７６�）であった。
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　　鳥居川遺跡・チシャノ木遺跡は，曽於市大隅町岩川

鳥居川及びチシャノ木にあり，大隅町のほぼ中央南側
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で，県道垂水～南之郷線の新原集落に隣接する県道沿

いの大隅インター内に位置する。

　　チシャノ木遺跡は，深さ２０ｍ，幅８０ｍの谷を挟んで

鳥居川遺跡と向かい合う標高２１５ｍの台地の畑地内に

ある。

　　チシャノ木遺跡は，平成１８年５月９日から平成１８年

９月２８日まで，鳥居川遺跡は平成１８年１０月３日～１１月

２８日まで調査を実施した。それぞれの遺跡では，確認

調査を先行して調査を実施した。

　　その結果，畑地改良やごぼう等の栽培，圃場整備事

業などにより攪乱を受けた部分が多かった。両遺跡と

もに遺物包含層が確認された地区について本調査を実

施した。

　　調査の結果，鳥居川遺跡は，縄文時代早期，縄文時

代晩期の複合遺跡であることが判明した。遺構は確認

されなかったが，縄文時代早期及び縄文時代晩期の土

器片が出土し，各期１個体ずつ完形復元できた。

　　チシャノ木遺跡は，旧石器時代，縄文時代早期，縄

文時代中期～後期，縄文時代晩期，古代～中世，近世

の複合遺跡であることが判明した。

　　旧石器時代ナイフ形石器文化期の層から，削器１点

が出土したが，路線外に本体部分が想定される。

　　縄文時代早期該当層では，集石遺構２基，落とし穴

２基，土坑３基が検出され，土器片や水晶製石鏃など

が出土した。

　　縄文時代中期から後期は，土坑１基が検出され，阿

高式土器，西平式土器，石鏃，スクレイパー，敲石，

磨石などが出土した。

　　古代～中世該当層では，落とし穴１基が検出され，

遺構の攪乱された埋土内から縄文時代晩期の黒川式土

器に比定できる土器片が１点出土した。

　　他に，近世の溝状遺構が２条検出され，遺構の埋土

内から陶器，火打ち石，寛永通宝，軽石製品，縄文時

代晩期の黒川式土器に比定できる土器が出土した。
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　この報告書は，東九州自動車道１３次区間（大隅ＩＣ～末吉財部ＩＣ間）の建設に

伴って，平成１７年度に実施した曽於市末吉町（旧曽於郡末吉町）に所在する関山遺

跡と，平成１８年度に実施した同市大隅町（旧曽於郡大隅町）に所在する鳥居川遺跡，

チシャノ木遺跡の発掘調査の記録です。

　関山遺跡は，旧石器時代ナイフ形石器文化期と細石器文化期，そして縄文時代早

期から晩期，古代から中世，近世の複合遺跡です。特に，縄文時代早期において，

１９基の落とし穴が検出され，前平式土器，吉田式土器，石鏃などが出土しました。

なかでも，縄文時代早期後葉で，赤色顔料が詰まったまま入れ子状で発見された変

形撚糸文土器は，この時代の類例が少なく大変注目されます。

　鳥居川遺跡は，縄文時代早期及び晩期の複合遺跡です。

　チシャノ木遺跡は，旧石器時代ナイフ形石器文化期，縄文時代早期，後期，晩期，

古代から中世，近世の複合遺跡です。なかでも，古代から中世の落とし穴は，形状

が細長い箱形をしており，類例が少なく今後の研究に貴重な資料となりました。

　本報告書が，県民の皆様はじめ多くの方々に活用され，埋蔵文化財に対する関心

とご理解をいただくとともに，文化財の普及・啓発の一助となれば幸いです。

　最後に，調査に当たりご協力をいただいた国土交通省大隅河川工事事務所や曽於

市教育委員会及び発掘調査に従事された地域の方々に厚く御礼申し上げます。

平成２０年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所長　宮　原　景　信

序　　　文
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縄文時代
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散布地チシャノ木遺跡

　関山遺跡は，旧石器時代から近世にかけての複合遺跡である。特に，縄文時代早期
の落とし穴が１９基検出されたことと，赤色顔料の詰まった縄文時代早期の変形撚糸文
土器が入れ子状で出土したことは，今後の研究に貴重な資料となると思われる。
　鳥居川遺跡では，遺構は確認されなかったが，縄文時代晩期の土器が，深鉢と浅鉢
がセットで出土している。
　チシャノ木遺跡は，関山遺跡と同じく旧石器時代から近世にかけての複合遺跡であ
る。特に，縄文時代晩期の遺物が主体を占め，組織痕土器も出土している。また，古
代～中世の細長い箱形をした落とし穴も検出されており，注目される。

遺跡の概要
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１　本報告書は，東九州自動車道建設（大隅

ＩＣ～末吉財部ＩＣ間）に伴う埋蔵文化財

発掘調査報告書である。

２　本報告書の，関山遺跡は鹿児島県曽於市

末吉町諏訪方９０５番地ほか，鳥居川遺跡・

チシャノ木遺跡は同県同市大隅町岩川鳥居

川１４４１－１ほかに所在する。

３　発掘調査は，日本道路公団鹿児島工事事

務所（現西日本高速道路株式会社）から鹿

児島県教育委員会が受託し，鹿児島県立埋

蔵文化財センターが調査を担当した。

４　発掘調査事業は，関山遺跡を平成１７年５

月９日から平成１７年１０月２８日にかけて実施

し，鳥居川遺跡・チシャノ木遺跡を平成１８

年５月９日から平成１８年１１月２８日にかけて

実施し，整理作業及び報告書作成は平成１９

年度に実施した。本報告書は，国土交通省

九州地方整備局大隅国道河川事務所の委託

を受けて作成したものである。

５　遺物番号は，関山遺跡と鳥居川遺跡・チ

シャノ木遺跡それぞれで通し番号とし，本

文・挿図・表・図版の番号は一致する。

６　挿図の縮尺は，各図ごとに示した。

７　本書で用いたレベル数値は，道路公団鹿

児島工事事務所が提示した工事計画図面に

基づく海抜絶対高である。

８　発掘調査における図面作成，写真撮影は，

各担当者が行った。

９　関山遺跡の遺構図のトレース及び出土状

況図の作成は，整理作業員の協力を得て長

�が行った。土器の実測・トレースは彌榮

久志と整理作業員の協力を得て長�が行っ

た。石器の実測・トレースは，馬籠亮道と

寒川と整理作業員の協力を得て岩下と立神

が行った。

　　鳥居川遺跡・チシャノ木遺跡の遺構図の

トレースは整理作業員の協力を得て寒川が

行った。出土状況図の作成は，内村光伸と

整理作業員の協力を得て松下が行った。土

器の実測・トレースは整理作業員の協力を

得て寒川と松下が行った。石器の実測・ト

レースは整理作業員の協力を得て寒川が

行った。

　　石器の実測・トレースの一部は，�九州

文化財研究所，国際航業�に委託した。

１０　参考資料として放射性炭素年代測定を依

頼し，その結果を掲載した。

１１　遺物の写真撮影・現像は，�岡康弘，福

永修一が行った。

１２　関山遺跡の遺物注記の記号はＳＹ，鳥居

川遺跡はトリ，チシャノ木遺跡のはチシャ

で表記してある。

１３　本報告書の執筆・編集は長�慎太郎，松

下建生，立神次郎，寒川朋枝，岩下直樹，

内山伸明，木内敏生が行った。各項目の執

筆分担は以下のとおりである。

　Ⅰ・・・・・・・・・・・・・・立神次郎

　Ⅱ・・・立神次郎・長�慎太郎・松下建生

　Ⅲ・・・立神次郎・長�慎太郎・松下建生

　Ⅳ・・・・・・・・長�慎太郎・松下建生

　Ⅴ・・・長�慎太郎・岩下直樹・立神次郎

　　　　　　　　　　　木内敏生・内山伸明

　Ⅵ・・・・松下建生・寒川朋枝・内山伸明

１４　本書で掲載した出土遺物・図面・写真等

は鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，

展示・活用する予定である。
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　鹿児島県教育委員会は，日本道路公団九州支社鹿児島

工事事務所より末吉財部ＩＣ～鹿屋串良ＩＣ間の埋蔵文

化財分布調査を実施したところ，当事業区内には，３３か

所の遺物散布地及び確認調査の必要な地点が所在するこ

とが判明した。

　事業区間内の埋蔵文化財の取り扱いについては，日本

道路公団九州支社鹿児島工事事務所，鹿児島県土木部高

速道路対策室，文化財課，県立埋蔵文化財センターの４

者で協議を重ね対応を検討してきたが，途中，日本道路

公団民営化の政府方針が提起され，事業の見直しと建設

コストの削減も検討することとなった。

　その結果，遺跡の緻密な把握が要求されることとなり，

埋蔵文化財の詳細分布調査や確認調査が実施されること

になった。

　そこで，平成１３年７月１０日～７月２６日にかけて分布調

査で判明した３３か所の遺跡についての詳細分布調査を，

平成１３年９月１７日～１０月２６日，平成１３年１２月３日～１２月

２５日の２回にかけて遺跡の調査範囲及び遺物包含層の層

数を把握するための試掘調査を，さらに，平成１３年１０月

１日～平成１４年３月２２日にかけて関山西遺跡，関山遺跡，

狩俣遺跡の３遺跡を対象に，既に合意されていた本線工

事用道路及び側道部分の確認調査を実施した。

　関山遺跡は，平成１３年１０月１日から１２月２１日（実働４４

日間）に関山西遺跡と並行して確認調査を実施した。

　調査は，トレンチを１３か所設定し行った。各トレンチ

ともに表土及び中間の火山灰層は重機で除去し遺物の出

土する可能性のある地層については人力による掘削で対

応した。一方，調査の過程で北側に遺跡範囲が拡大した。

　確認調査の結果，古代から縄文時代晩期が９，７００�，

縄文時代中期が４，３００�，縄文時代早期が１０，６００�，縄

文時代草創期・旧石器時代が７，８５０�の範囲で遺物包含

層が確認された。

　本遺跡については，現状保存や設計変更が不可能であ

ることから，記録保存のための緊急発掘調査（本調査）

を実施することとなった。

　本調査は，平成１７年５月９日から平成１７年１０月２８日ま

で，５，９３１�（延面積２０，３２５�）を対象として，埋蔵文

化財の記録保存を図ることになり，埋蔵文化財センター

が実施した。

　調査の結果，旧石器時代該当層からは，礫群２基をは

じめ削器・剥片・チップなどの遺物が出土した。

　縄文時代早期に該当する遺構は，集石９基，落とし穴

１９基，土坑２基が検出され，遺物は，吉田式土器，前平

式土器などの土器や石鏃・石匙・磨石・石斧などの石器

が出土している。

　縄文時代中期に該当する遺構は，落とし穴５基が検出

され，遺物は，少量の土器片が出土した。

　縄文時代後期～晩期に該当する遺構は，竪穴住居跡１

軒が検出され，遺物は，深鉢形土器や浅鉢形土器のほか

磨石等の石器が出土した。

　古代～中世に該当する遺構は，古道８条が検出され，

遺物は，土師器が出土した。

　近世の遺構は掘立柱建物跡４棟が検出された。

　鳥居川遺跡・チシャノ木遺跡の調査は，平成１８年５月

９日から平成１８年１１月２８日（実働１１０日）まで実施した。

両遺跡とも確認調査を行った後，本調査を実施した。工

事の関係上，チシャノ木遺跡の調査を平成１８年５月９日

から平成１８年９月２８日まで，鳥居川遺跡の調査を平成１８

年１０月３日から平成１８年１１月２８日まで実施し，道路建設

予定地内すべての調査を終了した。

　調査の結果，鳥居川遺跡は縄文時代早期から縄文時代

晩期にかけての複合遺跡，チシャノ木遺跡は，旧石器時

代から近世にかけての複合遺跡であることが判明した。

　鳥居川遺跡では，遺構は確認できなかったが，遺物は，

縄文時代早期の押型文土器，塞ノ神式土器や縄文時代晩

期の黒川式土器に比定できる土器や石鏃が出土した。

　チシャノ木遺跡では，旧石器時代該当層から削器が１

点出土した。

　縄文時代早期に該当する遺構は，集石２基，落とし穴

２基，土坑３基が検出され，遺物は，押型文土器，無文

土器，石鏃，スクレイパー，石斧片，磨石，敲石などが

出土した。

　縄文時代前期～後期に該当する遺構は，検出されな

かったが，遺物は，形式は不明だが前期の土器，後期の

阿高式土器や西平式に比定できる土器，石鏃，異形石器，

石斧片，磨石，石皿片などが出土した。

　縄文時代晩期に該当する遺構は，検出されなかったが，

遺物は，黒川式土器に比定できる深鉢形土器や浅鉢形土

器，組織痕をもつ中華鍋形をした鉢形土器，石鏃，スク

レイパー，異形石器，石斧片などが出土した。

　古代～中世に該当する遺構は，落とし穴１基が検出さ

れ，遺構の埋土内から縄文時代晩期の黒川式土器に比定

できる土器が１点出土した。

　他に，近世の溝状遺構が２条検出され，遺構の埋土内

から，陶器，軽石製品，火打ち石，寛永通宝，縄文時代

晩期の黒川式土器に比定できる土器片などが出土した。
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　確認調査は，平成１３年１０月１日から１２月２１日（実働４４

日間）に関山西遺跡と並行して１３か所にトレンチを設定

して実施した。

　調査の方法は，各トレンチともに表土及び中間の火山

灰層は重機で除去し遺物の出土する可能性のある地層に

ついては人力による掘削で対応した。一方，調査の過程

で北側に遺跡範囲が拡大した。以下，確認調査の経過は

日誌抄により週単位で略述する。

����

平成１３年１０月１日（月）～１０月５日（金）

　１～７トレンチの表層より掘り下げ。１トレンチはⅥ

層まで掘り下げ。縄文晩期の遺物が出土。２トレンチは

Ⅳ層まで掘り下げ。竪穴住居跡１軒を検出。３トレンチ

はⅤｂ層まで掘り下げ。４・５トレンチはⅥｂ層まで掘

り下げ。６トレンチはⅥａ層まで掘り下げ。溝・道跡ら

しい遺構を検出。

平成１３年１０月９日（火）～１０月１２日（金）

　１・３～８トレンチの掘り下げ。１・６トレンチはⅥ

層まで掘り下げ。３トレンチはⅤｂ層まで掘り下げ。４

トレンチはⅧ層まで掘り下げ。６トレンチは古道跡実測

作業。７トレンチはⅤ層まで掘り下げ。８トレンチはⅢ

層下面に溝・道跡らしい遺構を検出。

平成１３年１０月１５日（月）～１０月１９日（金）

　１・３～８トレンチの掘り下げ。１・３・５・７トレ

ンチはⅥ層及びⅥｂ層まで掘り下げ。３・５・７トレン

チはⅥ層まで掘り下げ。４トレンチはⅨ層まで掘り下げ。

６・７トレンチはⅥａ層掘り下げ。古道跡実測作業。８

トレンチは遺構検出及び実測。

平成１３年１０月２３日（火）～１０月２６日（金）

　１・３・５～７トレンチの掘り下げ。１トレンチはⅦ

層まで掘り下げ。３・５トレンチはⅨ層まで掘り下げ。

６トレンチは出土遺物取り上げ及びⅥａ層掘り下げ。７

トレンチはⅨ層掘り下げ。落とし穴遺構を検出。　

平成１３年１１月２日（月）～１１月９日（金）

　３・４・６・８～１０トレンチの掘り下げ。４トレンチ

はⅩⅡ層まで掘り下げ。ⅩⅠ層遺物取り上げ。６トレン

チはⅧ層掘り下げ。８トレンチはⅥｂ層掘り下げ。９ト

レンチはⅢ層掘り下げ。１０トレンチは古道（近代？）を

検出。

平成１３年１１月１２日（月）～１１月１６日（金）

　３・４・６～１０トレンチの掘り下げ。３トレンチはⅩ

Ⅳ層の掘り下げ。４トレンチはⅩⅡ層まで掘り下げ。土

坑写真撮影。６トレンチはⅨ層掘り下げ。落とし穴実測。

Ⅷ層の出土遺物取り上げ。８トレンチはⅧ層掘り下げ。

９トレンチはⅥ層掘り下げ。１０トレンチはⅩ層掘り下げ。

Ⅷ層より塞ノ神式（Ａａ）土器が出土。

平成１３年１１月１９日（月）～１１月２２日（木）

　１・３・６～１０トレンチの掘り下げ。１・３・６トレ

ンチはⅩⅣ層の掘り下げ。土層断面実側・完掘状況写真

撮影。１トレンチは埋め戻し。７トレンチはⅩ層掘り下

げ。落とし穴実測。Ⅷ層の出土遺物取り上げ。８トレン

チはⅩ層掘り下げ。Ⅶ層出土遺物取り上げ。９トレンチ

はⅧ層掘り下げ。１０トレンチはⅩⅠ層掘り下げ。

平成１３年１２月３日（月）～１２月７日（金）

　２～１１トレンチの掘り下げ。２トレンチは竪穴住居跡

実測後埋め戻し作業。３トレンチは埋め戻し作業。４ト

レンチは土坑？の掘り下げ及び実測。５・６・９トレン

チはⅩⅣ層の掘り下げ。７トレンチは完掘状況写真撮影。

８トレンチは土坑平面実測及び埋め戻し。９トレンチは

旧石器時代のマイクロブレード出土。１０トレンチはⅩⅢ

層掘り下げ。１１トレンチは表層よりⅦ層まで掘り下げ。

平成１３年１２月１０日（月）～１２月１４日（金）

　４～６・９・１１～１３トレンチの掘り下げ。４・５トレ

ンチはⅩⅦ層掘り下げ及び完掘状況写真撮影。土層断面

実測。６トレンチは旧石器時代の包含層掘り下げ。９ト

レンチⅩⅦ層掘り下げ。１１トレンチはⅧ層の掘り下げ。

７トレンチは完掘状況写真撮影。１１トレンチはⅩⅢ層の

掘り下げ。１２トレンチＡはⅧ層まで掘り下げ。１２トレン

チＢはⅤ層掘り下げ。出土遺物取り上げ。１３トレンチは

ⅩⅣ層の掘り下げ及び土層断面実測。

平成１３年１２月１７日（月）～１２月２０日（木）

　４～６・９・１１～１３トレンチの掘り下げ。４・５トレ

ンチは土層断面実測及び埋め戻し作業。６・９トレンチ

はⅩⅦ層掘り下げ及び埋め戻し。１１トレンチは土層断面

実側。１２トレンチＢはⅧ層掘り下げ及び埋め戻し作業。

１３トレンチは埋め戻し作業。調査終了。トレンチ位置図

及び調査成果のまとめ。

　確認調査の結果，古代から縄文時代晩期にかけては

９，７００�，縄文時代中期が４，３００�，縄文時代早期が

１０，６００�，縄文時代草創期・旧石器時代が７，８５０�の範

囲で遺物包含層が確認された。本遺跡については，現状

保存や設計変更が不可能であることから，記録保存のた

めの緊急発掘調査（本調査）を実施することとなった。
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　本調査は，平成１７年５月９日（月）から平成１７年１０月

２８日（金）に終了した。以下，本調査の調査概要は日誌

抄により週単位で略述する。

平成１７年５月９日（火）～５月１３日（金）

　調査器材等の確認，調査方針及び調査方法の確認。調

査区域の確認。重機による表土剥ぎ作業。南側（唐尾遺

跡側）確認トレンチ設定作業。グリッド杭打ち作業。作

業員へのオリエンテーション。環境整備。Ｆ・Ｇ－２６～

３１区の東壁の精査。表土残土層掘り下げ及び精査作業。

Ｈ－２５～２８区，Ｆ・Ｇ－２７区のⅠｂ層掘り下げ。Ｆ～Ｈ
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－２９～３１区の東壁の精査。表土層及びⅡ層の残土掘り下

げ。御池火山灰層まで作成部分の範囲図作成。Ｇ－３０・

３１区，Ｈ－２５～２７区のⅢ層掘り下げ。Ｆ・Ｇ－２６・２７区

のⅣ層掘り下げ。関山・南班：１～３トレンチ掘り下げ。

環境整備。

平成１７年５月１６日（月）～５月２０日（金）

　Ｈ－２５～２８区，Ｇ－３０・３１区のⅡ層黒色土上面の検出

及び掘り下げ作業。Ｆ・Ｇ－２５～２７区の御池火山灰層上

面の検出作業。Ｆ・Ｇ－２８・２９・３２区のⅢ層黒褐色土上

面の検出及び掘り下げ作業。Ｈ－２５～２７区のⅢ層遺物出

土状況実測作業。Ｆ～Ｈ－２５・２６・３１区，Ｈ－２７区，Ｆ

－３０区のⅢ層黒褐色土掘り下げ作業。Ｈ－２５～２７区のⅢ

層遺物出土状況実測作業。Ｆ～Ｈ－２４～２６区，Ｈ－２７区，

Ｆ・Ｇ－２８区，Ｆ～Ｈ－２９～３１区のⅢ層黒色土掘り下げ

作業及びⅣ層上面検出。

　関山・南班：１～３トレンチⅣ層掘り下げ。１トレン

チⅣ層より遺物出土。遺物出土状況平板実測。トレンチ

配置図作成。上今所長視察，新東次長，繁昌主任来跡

（５月１６日）

平成１７年５月２３日（月）～５月２７日（金）

　Ｇ・Ｈ－２１～２５区，Ｆ－２６・２７区，Ｆ～Ｈ－２８区，Ｆ

～Ｈ－２９・３０区，Ｇ・Ｈ－３１・３２区，Ｅ・Ｆ－２６・２７区，

Ｆ－２８区のⅢ層黒色土の掘り下げ及びⅣ層上面の検出作

業。Ｇ・Ｈ－２５区，Ｇ・Ｈ－３０～３２区のⅢ層遺物出土状

況実測作業及び遺物取り上げ。Ｆ～Ｈ－２０～２４区の表層

からⅢ層掘り下げ及びⅣ層上面の検出。Ｆ～Ｈ－２０～２２

区，Ｇ・Ｈ－２３区のⅣ層黒褐色土掘り下げ。Ｆ～Ｈ－２９

～３２区，Ｇ－２８区のⅣ層上部掘り下げ。縄文時代晩期の

遺物出土。Ｆ～Ｈ－１９～２１区，Ｇ・Ｈ－２１区Ⅳ層黒褐色

土掘り下げ。溝状遺構検出。一部硬化面を確認。Ｆ～Ｈ

－２８～３２区のⅣｂ層御池火山灰層掘り下げ。Ⅳａ層の残

存部分より縄文土器が出土。Ｈ－２７区土坑掘り下げ。関

山・南班：１（１４Ｔ）～３（１６Ｔ）トレンチⅣ～Ⅷ層掘り

下げ。有川次長視察，平野主幹，立神課長来跡（５月２４

日）。日本道路公団鹿児島工事事務所庶務課長，工務課

長来跡（５月２６日）。

平成１７年６月１日（水）～６月３日（金）

　Ｆ～Ｈ－２５区の北側に幅３ｍのトレンチを設定し，確

認トレンチのⅣｂ層～Ⅴａ層掘り下げ。Ｆ～Ｈ－２７・２９

区の北側に幅３ｍのトレンチを設定し，確認トレンチⅣ

ｂ層～Ⅴａ層掘り下げ。Ｆ～Ｈ－２８・２９区の北側に幅３

ｍの確認トレンチを設定し，Ⅳｂ層～Ⅴａ層掘り下げ。

Ｆ～Ｈ－２８・２９区のⅣｂ層上面のコンター図作成。Ｆ～

Ｈ－２５～３２区コンター図作成。Ｈ－２１～２３区のⅣｂ層上

面のコンター図作成。Ｆ～Ｈ－２５・２７・２９区の北側に幅

３ｍのトレンチを設定し，Ⅴ層及びⅥｂ層掘り下げ。Ｆ

～Ｈ－１９～２１区の古道精査後写真撮影・実測準備作業。

関山・南班：１４トレンチ薩摩層まで掘り下げ。１６・１７ト

レンチの縄文時代早期包含層掘り下げ。１６トレンチの縄

文時代早期の土器片出土。鷲東文化財課長視察，青�埋

蔵文化財係長，上今所長，立神課長来跡（６月３日）。

平成１７年６月６日（月）～６月１０日（金）

　Ｆ～Ｈ－２５・２７・２９区の北側に幅３ｍの確認トレンチ

のⅥａ層～Ⅶ層掘り下げ作業。薩摩層上面検出。２７区よ

り遺物出土。Ｆ～Ｈ－１９～２１区の古道の掘り下げ後実側

作業。断面実測のため掘り下げ。Ｇ・Ｈ－４区Ⅵａ層青

灰色土上面の精査作業。Ｅ～Ｇ－１５～１９区Ⅳ層上面検出

後精査，削平状況平板実測。Ｅ～Ｇ－１８・１９区Ⅳａ層の

掘り下げ。Ｆ・Ｇ－２２・２３区のⅣ層からⅥ層掘り下げ。

Ｆ～Ｈ－２５・２７・２９区のⅥ～Ⅷ層掘り下げ。Ｆ～Ｈ－２５

区北トレンチ東側部分のⅦ・Ⅷ層掘り下げ後出土状況実

測。精査後写真撮影。遺物取り上げ。Ｆ～Ｈ－２７区北ト

レンチのⅦ・Ⅷ層掘り下げ後出土状況実測。精査後写真

撮影。遺物取り上げ。Ｆ～Ｈ－２９区北トレンチのⅦ・Ⅷ

層遺物出土状況実測作業及び遺物取り上げ後Ⅸ層の掘り

下げ。Ｈ－２８区の竪穴住居跡精査後写真撮影。平面実測

及び埋土堆積状況断面実測作業。Ｆ～Ｈ－２６～２９区の

Ⅶ・Ⅷ層掘り下げ。Ｅ・Ｆ－１５・１６区のⅦ・Ⅷ層掘り下

げ。Ｅ～Ｇ－１７・１８区のⅣａ・Ⅳｂ層掘り下げ。Ｅ～Ｇ

－２０・２１区古道掘り下げ後実測。Ｆ～Ｈ－２２・２３・２４区

のⅦ・Ⅷ層掘り下げ。関山・南班：１６・１７トレンチの縄

文時代早期包含層の掘り下げ。１６トレンチを拡張し，縄

文時代早期包含層の掘り下げ。土坑検出及び半截し，埋

土掘り下げ。出土遺物取り上げ。１４・１６トレンチ縄文時

代草創期～旧石器時代細石器文化期の掘り下げ。１５トレ

ンチ完掘状況写真撮影後埋め戻し。

平成１７年６月１３日（月）～６月１７日（金）

　Ｅ・Ｆ－１５区のⅨ・Ⅹ層の掘り下げ。Ｄ・Ｅ－１５区の

旧石器時代の包含層掘り下げ。Ｄ～Ｆ－１６区のⅦ・Ⅷ層

の掘り下げ。Ｄ・Ｅ－１６区で変形撚糸文土器出土。精査

後出土状況写真撮影。Ｆ－１６区のⅦ・Ⅷ層掘り下げ。Ｅ

～Ｇ－１７・１８区のⅣａ～Ⅵ層の掘り下げ。Ｅ～Ｇ－１７区

のトレンチのⅦ・Ⅷ層掘り下げ。Ｅ～Ｇ－１９区のⅢ・Ⅳ

層の掘り下げ。Ｅ～Ｇ－２０・２１区の古道掘り下げ後実測。

Ｆ・Ｇ－２２・２３区のⅦ・Ⅷ層掘り下げ。Ｆ・Ｇ－１６区の

Ⅴ～Ⅶ層掘り下げ。Ｅ～Ｇ－１７区の北側に３ｍ幅のトレ

ンチⅣｂ層の掘り下げ。Ｆ・Ｇ－２６・２７区のⅥ・Ⅶ層の

掘り下げ。Ｇ－２８・２９区のⅣ・Ⅷ層の掘り下げ作業。Ｈ

－２８区の竪穴住居跡掘り下げ精査後写真撮影。Ｇ－２６・

２７区のⅦ・Ⅷ層掘り下げ。Ｇ－２９区の旧石器時代の包含

層掘り下げ。関山・南班：１４トレンチ旧石器時代細石器

文化期の掘り下げ。１６トレンチ縄文時代早期土坑の掘り

下げ。土坑の平面及び断面実側作業。側道部分のⅣ層掘

り下げ。１４及び１６トレンチ１５～１７層（旧石器時代）の掘

り下げ。土坑の平面及び断面実側作業。側道部分のⅣ層

掘り下げ。遺物出土状況平板実測後取り上げ。
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平成１７年６月２０日（月）～６月２４日（金）

　Ｅ～Ｇ－１７区のⅦ・Ⅷ層の掘り下げ作業。Ｆ・Ｇ－２０

区の古道の掘り下げ作業。完掘状況写真撮影及び実測作

業。Ｆ・Ｇ－２５～２７区のⅥ～Ⅷ層掘り下げ。遺物及び礫

が出土。Ｆ・Ｇ－２８区のⅦ・Ⅷ層掘り下げ。Ｇ－２９区の

トレンチ旧石器時代包含層掘り下げ作業。Ｈ－２８区の竪

穴住居跡掘り下げ，精査後写真撮影。Ｅ～Ｇ－１７区のⅧ

～Ⅹ層掘り下げ。Ｄ・Ｅ－１６区で変形撚糸文土器の出土

状況実測。Ｅ・Ｇ－１９・２０区のⅢ層黒色土掘り下げ。

Ｆ・Ｇ－２１区のⅣｂ・Ⅴ層及びＦ・Ｇ－２５区のⅥ・Ⅶ層

掘り下げ。Ｆ～Ｈ－２６・２７区及びＦ・Ｇ－２６・２７区の

Ⅶ・Ⅷ層の掘り下げ。関山・南班：１４トレンチの土層断

面実測。１６トレンチ完掘状況写真撮影後埋め戻し。

平成１７年６月２７日（月）～７月１日（金）

　Ｆ・Ｇ－１９（Ⅲ層）・２５～２８区Ⅶ・Ⅷ層の掘り下げ。

Ｈ－２８区縄文晩期の竪穴住居跡実測後掘り下げ作業。Ｆ

～Ｈ－２５区の北壁土層断面実測作業。Ｆ・Ｇ－２１区Ⅴ・

Ⅵ層の掘り下げ。Ｆ・Ｇ－１９・２０区のⅢ層及びⅣａ層掘

り下げ。関山・南班：１４トレンチ及び側道部分の完掘状

況写真撮影後埋め戻し。

平成１７年７月４日（月）～７月８日（金）

　実測図整理作業，出土遺物水洗及び注記作業。Ｆ～Ｈ

－１９・２０区のⅣａ層掘り下げ作業。Ｄ・Ｅ－２３～２５区の

Ⅲ層掘り下げ作業。Ｇ・Ｈ－３０・３２区，Ｃ－６・７区の

Ⅵ層掘り下げ作業。Ｆ～Ｈ－２６・２７区縄文早期出土遺物

取り上げ作業。Ｇ－２９区の旧石器時代遺物出土実測後取

り上げ作業。Ｃ－４区，Ｄ－４・５区，Ｅ－５区のⅡ層

掘り下げ作業。Ｈ－２８区縄文晩期の竪穴住居跡掘り下げ

後実測作業。Ｄ・Ｅ－２３～２５区の近世掘立柱建物跡実測

作業。

平成１７年７月１１日（月）～７月１５日（金）

　Ｄ～Ｆ－１５・１６区のⅨ層上面コンター図実測作業。

Ｄ・Ｅ－１６区変形撚糸文土器出土状況写真撮影。Ｄ・Ｅ

－１７区のⅤ～Ⅷ層掘り下げ。Ｅ～Ｇ－１９・２０区のⅣｂ層

上面検出後コンター図実測作業。Ｆ・Ｇ－２１区Ⅵ・Ⅶ層

掘り下げ作業。Ｆ・Ｇ－２５区のⅦ・Ⅷ層掘り下げ作業。

Ｅ～Ｇ－２６～２９区の出土遺物実測後取り上げ作業及びⅨ

層上面精査。遺構検出作業。Ｇ・Ｈ－３０～３２区Ⅵ～Ⅷ層

掘り下げ作業。Ｄ・Ｅ－２３～２５区近世掘立柱建物跡の

ピット半截掘り下げ作業，実測作業後写真撮影作業。

Ｇ・Ｅ－１７区の南側Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ層掘り下げ作業。Ｆ－

１９・２０区西側５ｍトレンチ掘り下げ作業。Ｇ－２９区トレ

ンチ精査。Ｇ・Ｈ－３０～３２区Ⅵ～Ⅷ層掘り下げ。

平成１７年７月１９日（火）～７月２２日（金）

　Ｄ～Ｆ－１４～１６区のⅩ層掘り下げ作業。Ｈ－４区２６・

２７区及びＧ・Ｈ－２８・２９区掘り下げ作業。Ｄ・Ｅ－１６区

変形撚糸文土器出土状況実測作業。Ｆ－１９・２０区のⅣｂ

層～Ⅴ層掘り下げ作業。Ｆ・Ｇ－２１区のⅦ・Ⅷ層掘り下

げ作業。Ｈ－２６区及びＧ・Ｈ－２８・２９区の掘り下げ。

Ｇ・Ｈ－３０～３２区のⅥ～Ⅷ層遺物出土状況実測作業後遺

物取り上げ作業。Ｄ・Ｅ－２３～２５区のⅣ層掘り下げ作業。

Ｄ－２３・２４区近世掘立柱建物跡の実測作業後掘り下げ。

写真撮影作業。Ｇ－２９区の３号集石遺構実側作業。宮崎

県議会総合交通流通対策特別委員会議員ほか遺跡見学

（７月２１日）

平成１７年７月２５日（月）～７月２８日（木）

　Ｄ・Ｅ－１５・１６区のⅨ層掘り下げ作業。Ｆ－１９・２０区

のⅣｂ層～Ⅴ層掘り下げ作業。Ｆ・Ｇ－２１区のⅦ・Ⅷ層

掘り下げ作業。Ｄ・Ｅ－２４・２５区のⅢ層掘り下げ。Ｆ・

Ｇ－２４区のⅦ層掘り下げ作業。Ｇ－２７区の集石遺構実測。

Ｆ－２６区Ⅶ層の５号集石遺構の平・断面実側作業。Ｇ－

１７区のⅧ層掘り下げ作業。Ｅ－２３～２５区のⅢ層掘り下げ

作業。Ｆ・Ｇ－２７区の集石遺構実測作業。Ｆ・Ｇ－２７区

の北側（旧石器時代）確認トレンチ掘り下げ。Ｈ－２８・

２９区の東側（旧石器時代）確認トレンチ掘り下げ。Ｄ－

２２区の表土剥ぎ及び精査作業。

平成１７年８月２日（火）～８月５日（金）

　Ｆ－１９・２０区のⅥ～Ⅷ層掘り下げ作業。Ｇ－２０区の南

側トレンチⅩ～ⅩⅦ層掘り下げ作業。Ｆ・Ｇ－２４・２５区

のⅦ・Ⅷ層掘り下げ作業。Ｆ・Ｇ－２７区北側トレンチの

掘り下げ作業。Ｈ－２８・２９区西側トレンチの掘り下げ作

業。Ｄ－２４・２５区のⅣａ層出土遺物実側後取り上げ作業。

Ｄ・Ｅ－２６・２７区のⅣｂ層～Ⅵ層掘り下げ作業。Ｆ～Ｈ

－２４・２５区の出土遺物実測後遺物取り上げ作業。曽於市

末吉町教育委員会遺跡見学１０名（８月３日）。

平成１７年８月８日（月）～８月１０日（水）

　Ｆ－１９・２０区のⅥ～Ⅷ・Ⅸ層掘り下げ作業。Ｅ・Ｆ－

２４・２５区の出土遺物実測後遺物取り上げ作業。掘り下げ

作業。Ｄ・Ｅ－２３～２６区のⅦ・Ⅷ層掘り下げ作業。Ｅ～

Ｇ－２５・２６区のⅧ層掘り下げ作業。出土遺物実測作業後

遺物取り上げ作業。Ｆ・Ｇ－２６・２７区の集石遺構掘込み

面検出作業。Ｈ－２８，３０区の集石遺構の実測作業。Ｆ・

Ｇ－２４～２６区のⅨ層上面精査作業。集石遺構１～８号掘

り下げ後実測作業。写真撮影。Ｄ・Ｅ－１６区変形撚糸文

土器出土状況実側作業及び写真撮影。取り上げ作業。Ｈ
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－２８区の６号集石遺構平・断面実側作業。Ｈ－３０・３１区

の７・８号集石遺構実測作業及び掘り下げ作業。写真撮

影。

平成１７年８月１６日（火）～８月１９日（金）

　Ｆ－１９・２０区のⅧ・Ⅸ層掘り下げ作業。Ｆ・Ｇ－１８区

のⅦ層掘り下げ作業。Ｆ－１９区のⅧ層掘り下げ作業。

Ｄ・Ｅ－２３～２５区のⅧ層掘り下げ作業及びⅨ層上面コン

ター図作成作業。Ｇ・Ｈ－３０～３２区のⅨ・Ⅹ層掘り下げ

作業。Ｅ～Ｇ－２５・２６区のⅧ層掘り下げ作業。出土遺物

実測作業後遺物取り上げ作業。１号集石遺構の実測作業

及び写真撮影。Ｆ－２０区の落とし穴２号掘り下げ作業。

落とし穴１・２・４・７・１１・１２号実測作業及び写真撮

影。Ｄ・Ｅ－１８区のⅦ層掘り下げ作業。Ｄ－２２区のⅦ層

掘り下げ作業。Ｇ－２８・２９区のⅩ層掘り下げ作業。Ｆ－

１９・２０区のⅨ層上面コンター図作成作業。Ｄ－２２区のⅦ

層掘り下げ作業。

平成１７年８月２２日（月）～８月２６日（金）

　Ｆ～Ｈ－１８区のⅦ・Ⅷ層掘り下げ作業。Ｄ－２２区の

Ⅶ・Ⅷ・Ⅸ層掘り下げ作業。Ｅ－１８区のⅨ層掘り下げ作

業。Ｆ・Ｇ－２６・２７区のⅨ・Ⅹ層掘り下げ作業。Ｇ－

２８・２９区及びＧ－３１区のⅩⅣ層掘り下げ作業。実測図整

理作業。Ｇ－２４～２６区のⅩ・ⅩⅠ層の掘り下げ作業。

３・６・７・９号集石遺構の実測作業及び掘り下げ作業。

写真撮影。１３・１６・１８号土坑掘り下げ及び検出状況写真

撮影。Ｇ・Ｈ－３１区のⅩⅣ層掘り下げ作業。Ｆ・Ｇ－２２

～２５区の遺物出土状況実測及び遺物取り上げ作業。

平成１７年９月５日（月）～９月９日（金）

　Ｇ－２５・２６・２８・２９区の旧石器時代包含層掘り下げ作

業。Ｆ・Ｇ－２０区のⅤ層掘り下げ及び落とし穴検出作業。

ＳＤ１・１２・２０・２２・２５・２６の掘り下げ。ＳＤ１・２・

１４・１６・１８の実測作業及び写真撮影。ＳＤ１９・３３写真撮

影。ＳＥ９・１０号の実測及び写真撮影。Ｄ－２４区の土器

のカット掘り下げ作業。Ｆ－２４区の１０号集石遺構の掘り

下げ作業及び平・断面実測作業。Ｇ－２８・２９区のⅩⅣ・

ⅩⅤ層掘り下げ作業。Ｅ－２６区及びＤ・Ｅ－２５区のⅨ・

Ⅹ層掘り下げ作業。Ｇ－２２～２７区のⅩからⅩⅢ層の掘り

下げ作業。Ｆ－２５～２７区のⅩ～ⅩⅡ層の掘り下げ作業。

平成１７年９月１２日（月）～９月１６日（金）

　Ｄ－２５区，Ｇ－２２～２７区，Ｅ・Ｆ－２５・２６区のⅩ～Ⅹ

Ⅳ・ⅩⅥ層掘り下げ作業。ＳＤ２・１３・１４・１６・１８・

１９・２６・３３・３４の掘り下げ作業。ＳＤ１４・３３の位置図作

成作業。ＳＤ１０の実測作業。Ｅ－２３～２５区，Ｆ－２３～２５

区，Ｄ－２２～２４区，Ｅ－９～１８区のⅩ～ⅩⅣ・ⅩⅥ層掘

り下げ作業。Ｅ～Ｇ－１８区のⅩⅠ層～ⅩⅣ・ⅩⅥ層掘り

下げ作業。

平成１７年９月２０日（火）～９月２２日（木）

　Ｇ－２２～２７区，Ｅ・Ｆ－２５・２６区，Ｄ－２２～２４区，Ｅ

～Ｇ－１８区のⅩⅠ～ⅩⅥ層掘り下げ作業。ＳＤ１・１３・

２０・２５・３３・３４の掘り下げ作業。Ｅ－２３～２５区，Ｆ－２３

～２５区，Ｅ－９～１８区のⅩⅠ～ⅩⅥ層掘り下げ作業。

平成１７年９月２６日（月）～９月２８日（水）

　Ｄ・Ｅ－１９～２１区の近世柱穴及び古代古道検出及び精

査作業。Ｄ・Ｅ－２３・２４区のⅧ・Ⅸ，Ⅹ～ⅩⅥ層掘り下

げ作業。Ｆ－２５・２６区のⅩⅢ・ⅩⅥ層掘り下げ作業。Ｇ

－２３・２４区Ⅹ～ⅩⅥ層掘り下げ作業。Ｇ・Ｈ－４～１２区

の確認トレンチ掘り下げ作業。Ｅ－２３～２５区のⅡ・Ⅲ層

掘り下げ作業。Ｆ－２７区の集石遺構実測作業。Ｆ－２７区

のⅦ層集石遺構実測作業。Ｆ・Ｇ－２７区及びＨ－２８・２９

区の北側確認トレンチ（旧石器時代）掘り下げ作業。

平成１７年１０月４日（火）～１０月７日（金）

　Ｆ・Ｇ－２７区，Ｅ～Ｇ－２６区，Ｄ～Ｇ－２４・２５区，

Ｄ・Ｅ－２３区，Ｆ・Ｇ－２３区，Ｄ～Ｇ－２２区のⅩ～ⅩⅥ

層掘り下げ作業。Ｈ・Ｇ－１２区のⅩ～ⅩⅡ・Ⅲ層掘り下

げ作業。Ｄ～Ｆ－１９～２２区近世掘立柱建物跡及び古代古

道の掘り下げ作業及び実測作業。Ｇ・Ｈ－４区のⅩⅡ～

ⅩⅢ層掘り下げ作業。Ｆ－１３・１４区の確認トレンチⅠ～

Ⅲ・Ⅳ層掘り下げ作業。所長視察，寄井田主査，繁昌主

任文化財主事来跡（１０月５日）。

平成１７年１０月１１日（火）～１０月１４日（金）

　Ｆ・Ｇ－２７区，Ｅ～Ｇ－２６区，Ｄ～Ｇ－２４・２５区，Ｄ

～Ｇ－２３区，Ｆ・Ｇ－２３・２４区，Ｄ～Ｇ－２２区，Ｈ－

２６・２７区，Ｅ－２３～２６区，Ｄ－２３～２５区のⅩ～ⅩⅥ層掘

り下げ作業。Ｇ・Ｈ－１２区のⅩ～ⅩⅥ層掘り下げ作業。

Ｄ～Ｆ－１９～２２区近世掘立柱建物跡及び古代古道の掘り

下げ作業及び実測作業。Ｇ・Ｈ－４区のⅩⅡ～ⅩⅢ層掘

り下げ作業。Ｆ－１３・１４区の確認トレンチⅠ～Ⅲ・Ⅳ～

Ⅷ層掘り下げ作業。土層断面実測作業及び落とし穴の半

截断面写真撮影及び実測作業。

平成１７年１０月１７日（月）～１０月２１日（金）

　Ｈ－２６・２７区，Ｆ・Ｇ－２３・２４区，Ｄ－２３・２４区，Ｅ

－２３～２６区のⅩ～ⅩⅥ層掘り下げ作業。Ｇ・Ｈ－１２区の

Ⅹ～ⅩⅥ層掘り下げ作業。Ｄ～Ｆ－１９～２２区，近世掘立

柱建物跡及び古代古道の掘り下げ作業及び実測作業。Ｆ

－１３・１４区の確認トレンチⅣ～ⅩⅡ層掘り下げ作業。

Ｄ・Ｅ－４区の２０・２１区Ⅳ層掘り下げ作業。土層断面実

測作業及び落とし穴の半截断面写真撮影及び実測作業。

Ｄ～Ｆ－１９～２２区の古代古道実測及び掘り下げ作業。Ｄ

～Ｆ－１９～２３区のⅢ～Ⅵ層掘り下げ作業。Ｄ～Ｈ－２３～

２７区の落とし穴写真撮影及び半截断面実測作業。Ｄ・Ｅ

－１９～２３区のⅣ～Ⅶ層掘り下げ作業。Ｇ－１６区の確認ト

レンチ掘り下げ作業。Ｄ－２１・２２区のⅦ層出遺物実側及

び遺物取り上げ作業。

平成１７年１０月２４日（月）～１０月２８日（金）

　Ｄ～Ｆ－１９～２２区のⅣ～Ⅷ層掘り下げ作業。Ｇ－１６区

の確認トレンチⅥ～Ⅷ層掘り下げ作業。Ｆ・Ｇ－２４・２５

区のⅩⅠ～ⅩⅣ層掘り下げ作業。Ｄ・Ｅ－１９～２２区のⅩ
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Ⅳ～ⅩⅥ層掘り下げ作業。Ｇ－１６区の確認トレンチⅥ～

Ⅷ層掘り下げ作業。落とし穴の半截作業。断面写真撮影

及び実側後掘り下げ作業。土層断面実測作業。Ｄ～Ｆ－

２１～２５区のⅩⅢ～ⅩⅥ層掘り下げ作業。Ｄ・Ｅ－１９・２０

区のⅦ～Ⅷ層掘り下げ作業。調査事務所撤収準備（建山

遺跡へ）。

��������	
����

　調査の経過は，日誌抄により週単位で略述する。なお，

文章中のＴｒはトレンチのことである。

平成１８年５月９日（火）～５月１２日（金）

　調査箇所周辺の環境整備（鳥居川遺跡からチシャノ木

遺跡への通路階段作り等）。重機による表土剥ぎ。確認

Ｔｒを１７本設定し調査（１２Ｔｒで晩期の土器片出土）。１Ｔｒ

～８ＴｒはⅧ層上面で一時調査終了。Ｔｒ配置図作成。１

Ｔｒ～８Ｔｒの断面写真撮影。

平成１８年５月１５日（月）～５月１９日（金）

　９Ｔｒ～１７Ｔｒの調査（Ⅷ層上面で一時調査終了）。Ａ

Ｂ№１杭から№２杭へ向かって６０ｍの北側部分の本調査

開始（Ⅴａ層～Ⅶ層の調査）。

平成１８年５月２２日（月）～５月２６日（金）

　ＡＢ№１杭から№２杭へ向かって６０ｍの北側部分，Ⅴ

ａ層～Ⅶ層の調査（一部，Ⅷ層検出）。確認Ｔｒ１２・１３の

遺物取上。Ⅷ層上面コンター図作成（一部）。ＡＢ№１

杭から№２杭へ向かって６０ｍの南側部分，重機による表

土剥ぎ。

平成１８年６月１日（木）～６月２日（金）

　ＡＢ№１杭から№２杭へ向かって６０ｍの調査：北側部

分，Ⅶ層～Ⅷ層掘り下げ。アカホヤ埋土の落とし穴２基

検出，検出状況写真撮影。南側部分，Ⅴ層掘り下げ。

平成１８年６月５日（月）～６月９日（金）

　確認Ｔｒ８の土層断面図作成（北壁と西壁）。ＡＢ№１

杭から№２杭へ向かって６０ｍの調査：北側部分，Ⅶ層～

Ⅷ層掘り下げ。遺物取上。Ⅷ層上面で集石１・２号検出，

検出状況写真撮影。南側部分，Ⅴ層掘り下げ。

平成１８年６月１２日（月）～６月１６日（金）

　ＡＢ№１杭から№２杭へ向かって６０ｍの調査：北側部

分，Ⅷ層上面コンター図作成（残りの部分）。遺物取上。

Ⅷ層上面で集石１号実測，集石２号追加検出，検出状況

写真撮影。下層確認Ｔｒ設定，調査。南側部分，Ⅴ層掘

り下げ，掘り下げ中に溝状遺構検出，検出状況写真撮影。

平成１８年６月１９日（月）～６月２３日（金）

　鳥居川遺跡・チシャノ木遺跡共通のグリッドを公共座

標を基に設定。ＡＢ№１杭から№２杭へ向かって６０ｍの

調査：北側部分，下層確認調査。落とし穴の調査。集石

２号実測終了後，精査中に下層から新たに集石を検出。

南側部分，Ⅴ層掘り下げ中に溝状遺構検出（前週の延長

部分），写真撮影，調査。焼土跡検出，写真撮影，実測。

遺物取上。

平成１８年６月２６日（月）～６月２８日（水）

　Ｍ～Ｑ－３０～３６区，下層確認調査。下層確認Ｔｒ配置

図作成。Ⅴ層掘り下げ。

平成１８年７月３日（月）～７月７日（金）

　Ｎ～Ｐ－３１～３４区，Ⅴ層掘り下げ。Ｑ－２０～２６区，Ⅵ

ｂ層～Ⅶ層掘り下げ。

平成１８年７月１０日（月）～７月１４日（金）

　Ｍ～Ｑ－３０～３６区，下層確認調査，写真撮影。Ⅴ層掘

り下げ。溝状遺構調査（実測，写真撮影）。Ｑ－２０～２６

区，Ⅵｂ層～Ⅶ層掘り下げ。

平成１８年７月１８日（火）～７月２１日（金）

　Ｌ・Ｍ－３５・３６区，２７Ｔｒ土層断面実測。Ｎ－３６区，

２９Ｔｒ土層断面実測（北・南・東壁の三面）。

　Ｑ－２０～２６区，Ⅵｂ層～Ⅷ層上面まで掘り下げ。Ⅷ層

上面コンター図作成準備。Ｐ～Ｒ－２８～３１区，Ⅴａ層掘

り下げ。

平成１８年７月２４日（月）～７月２８日（金）

　Ｐ・Ｑ－２０～２６区，Ⅷ層上面コンター図作成。Ⅷ層掘

り下げ後，下層確認Ｔｒを設定し，調査。調査中，Ｑ－

２１区，３１ＴｒのⅩⅢ層上面で削器が１点出土したために

地形を考慮しながら周辺に２ｍ×２ｍのメッシュを組み，

千鳥方式での調査に変更し，下層確認Ｔｒ調査を一時中

断。遺物取上。Ｐ～Ｒ－２８～３１区，Ⅴａ層掘り下げ。遺

物出土状況写真撮影，遺物取上。Ｏ～Ｑ－３１～３３区，溝

状遺構調査。

平成１８年８月２日（水）～８月４日（金）

　Ｑ－２０～２６区，千鳥方式での調査の結果，チップが数

点出土した以外は遺物は出土しなかったので，下層確認

Ｔｒ調査を再開。Ｎ～Ｐ－２７～３１区，Ⅳ層・Ⅴ層掘り下

げ及び遺物取上。Ｍ－３４区，落とし穴調査。

平成１８年８月７日（月）～８月１１日（金）

　Ｍ－３４区，落とし穴の半截・写真撮影。Ｎ～Ｒ－２７～

３１区，Ⅳ層・Ⅴ層掘り下げ及び遺物取上。Ｏ～Ｑ－３１～

３３区，溝状遺構実測。Ｑ－２０・２１区，下層確認調査。

平成１８年８月１６日（水）～８月１８日（金）

　Ｎ～Ｒ－２７～３１区，Ⅴ層掘り下げ。Ｑ－２０・２１区，下

層確認調査。
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平成１８年８月２１日（月）～８月２５日（金）及び８月２８日（月）

　Ｎ～Ｒ－２７～３１区，Ⅴ層掘り下げ。Ｏ～Ｑ－３０～３３区，

Ⅴ層コンター図作成準備。Ｑ－２０・２１区，下層確認調査。

平成１８年９月４日（月）～９月８日（金）

　Ｏ～Ｒ－２７～３３区，Ⅴ層調査及びコンター図作成。Ｒ

～Ｔ－１８～２２区，Ⅷ層上面コンター図作成及びⅧ層以下

の下層確認調査。Ｒ～Ｔ－２３～２６区，Ⅷ層調査。

平成１８年９月１１日（月）～９月１５日（金）

　Ｒ～Ｔ－１８～２６区，Ⅷ層上面コンター図作成（２３～２６

区）及びⅧ層以下の下層確認調査。Ｏ～Ｓ－２７～３４区，

Ⅷ層調査・Ⅷ層上面コンター図作成・Ⅷ層以下の下層確

認調査。Ｒ・Ｓ－２３・２４区，遺物取上。３１・３２拡張Ｔｒ

及び３８Ｔｒの土層断面写真撮影，実測。Ｒ・Ｓ－２３区，

７号～９号土坑調査（写真撮影，実測等）。

平成１８年９月１８日（月）～９月２２日（金）

　Ｒ・Ｓ－２３区，７号～９号土坑調査（写真撮影，実測

等）。Ｏ～Ｓ－２７～３４区，Ⅷ層以下の下層確認調査。Ｑ

－２９区，イモ穴１３号の調査（ピットを伴う落とし穴と判

明）。

平成１８年９月２５日（月）～９月２８日（木）

　Ｒ－２４・２５区及びＯ～Ｓ－２７～３４区，Ⅷ層以下の下層

確認調査。Ｒ・Ｓ－２３区，７号～９号土坑調査（写真撮

影，実測等）。４１Ｔｒ・４４Ｔｒ・４７Ｔｒ・４９Ｔｒ土層断面写真

撮影，実測。��������	
��

平成１８年１０月３日（火）～１０月６日（金）※３日（火）

はセンターの職員のみ。

　鳥居川遺跡調査開始（Ａ・Ｂ２地点の調査）。Ａ地点

（事務所近く）・Ｂ地点，重機による表土剥ぎ。Ｂ地点，

グリッド杭打ち及びⅤ層調査。

平成１８年１０月９日（月）～１０月１３日（金）

　Ａ地点：グリッド杭打ち及びⅤ層調査。Ｂ地点：Ⅴ層

調査終了及びコンター図作成。

平成１８年１０月１６日（月）～１０月２０日（金）

　Ａ地点：Ⅴ・Ⅵ層調査。Ｇ－５区，土器集中出土部分

（Ⅴ層）の写真撮影，実測。Ⅴ層コンター図作成。Ｂ地

点：Ⅵ・Ⅶ層調査。Ｓ－３・４区，Ⅵ・Ⅶ層の遺物取上。

Ｑ～Ｓ－３～６区，Ⅷ層上面コンター図作成。

平成１８年１０月２３日（月）～１０月２７日（金）

　Ａ地点：Ⅵ層調査。Ｆ・Ｇ－５・６区，遺物取上。Ｆ

・Ｇ－５～７区，Ⅴ層コンター図作成。Ｆ－５区，土器

集中出土部分（Ⅵ層）の写真撮影，実測。Ｂ地点：Ｏ・

Ｐ－６・７区，Ⅵ・Ⅶ層調査及びⅧ層上面コンター図作

成。Ｑ～Ｓ－３・４区，Ⅷ層上面コンター図作成。Ｑ～

Ｓ－４～６区，Ⅷ層以下の確認調査。

平成１８年１１月１日（水）～１１月２日（木）

　Ａ地点：Ⅷ層調査（一部，Ⅵ・Ⅶ層調査）。Ｂ地点：

Ｑ～Ｓ－４～６区，Ⅷ層以下の確認Ｔｒ調査及びＴｒ内土

層断面実測。Ｂ地点終了。

平成１８年１１月６日（月）～１１月１０日（金）

　Ａ地点：Ⅷ層調査（一部，Ⅵ・Ⅶ層調査）及びⅧ層上

面コンター図作成。Ⅹ層調査。

平成１８年１１月１３日（月）～１１月１７日（金）

　Ａ地点：旧石器時代該当層の確認調査

平成１８年１１月２０日（月）～１１月２４日（金）

　Ａ地点：旧石器時代該当層の確認調査

平成１８年１１月２７日（月）～１１月２８日（火）

　Ａ地点：旧石器時代該当層の確認調査，調査終了。西

原段Ⅰ遺跡への移転準備。
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　関山遺跡の整理・報告書作成作業は，平成１９年４月１０

日～平成２０年３月１９日まで行った。

整理作業従事者（１１名）

　岡野菜穂子，梯チヨ子，熊谷郁子，佐土原恵，那須マ

リ子，橋口晶子，橋口恵，原田純代，前田美保子，山形

貴世子，横山妙子（５０音順，敬称略）
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　鳥居川遺跡・チシャノ木遺跡の整理・報告書作成作業

は，平成１９年４月１０日～平成１９年１２月２８日まで行った。

整理作業従事者（１２名）

　井手上福代，大重泰代，加藤明子，児玉節子，細田保

子，立山佳代子，中内洋子，原田ゆかり，日�千津子，

藤本惠子，前田明子，松元康子（５０音順，敬称略）
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　遺跡の所在する曽於市は，鹿児島県の東部を形成する

大隅半島の北部に位置し，東側は志布志市，南側は曽於

郡大崎町及び鹿屋市，西側は霧島市，北側は都城市に接

し，宮崎県との県境に位置している。

　遺跡の所在する曽於市を含めた鹿児島県北部から大隅

半島北半分にかけての地勢を外観すれば，東西の山地と

これらに挟まれた低地帯から構成されている。

　山地は，東側に志布志湾北部から宮崎県に突出した形

で，北から南へ延びている鰐塚山地（南那珂山地ともい

う）で，主峰は宮崎県内の鰐塚山（１，１１９ｍ）で中生層

の地質からなっている。西側には北部の霧島火山の分脈

から湾奥に形成された姶良カルデラのカルデラ壁を含み

南部の高隈山地へと連なる。高隈山地は，北部の白鹿

岳・荒磯岳など５００～６００ｍ級の山々と，南部の大篦柄岳

（１，２３６．８ｍ）を主峰に横岳・御岳など１，０００ｍ級の山々

から成る山地で山容は急峻で深い森林に覆われている。

ともに，東西の山地は九州山地の延長をなし，それらの

間は低地帯となり，丘陵や台地及び低地となっている。

　これらの山間地を埋めるような形で，洪積世の火山活

動による火砕流が堆積し，丘陵や台地が広く分布し，典

型的なシラス地形となっている。この地域の火砕流は，

南西部の鹿児島湾口に形成された阿多カルデラの火砕流

や大部分は湾奥に形成された姶良カルデラの入戸火砕流

である。この火砕流堆積物は，堆積後現在に至るまでに

大小多くの河川で開析され，断片的な台地を残すだけの

丘陵状地形や原面はほとんど浸食されず残った広大な台

地となっている。一方，低地は，高隈山地や鰐塚山地な

どに水源を持つ大小の河川が志布志湾，鹿児島湾，太平

洋などに注いでいる。この河川は，上・中流域で狭い谷

底平野を形成し，また何段かの河岸段丘も認められる。

　曽於市のうち末吉町の地勢は，東西に細長く，南北は

広狭があり，東部は標高５００～６００ｍの山岳地帯で，中央

部は標高１６０～１８０ｍの平地を呈し，西部は標高３００ｍほ

どのシラス台地となっている。町の東部から北部の町境

付近を大淀川が都城市方面へ流れ，大淀川流域に開けた

ところで，都城盆地の一角をなしている。また，町の南

部の境界付近を菱田川が大隅町（曽於市）や有明町（志

布志市）へ流れ，その流域には水田地帯が広がり，豊か

な自然，肥沃な台地を形成して県内随一の農畜産基地で

もある。本市の末吉町は，明治２０年（１８８７）に曾於郡が

東西に分かれ，末吉郷は東曾於郡の所属である。明治２２

年（１８８９）には市制村施行により，末吉郷が末吉村とな

り，大正１１年（１９２２）に町制を施行し，現在に至ってい

たが，平成１５年１月に曽於北部地区任意合併協議会が設

立され，４月には曽於北部合併協議会を設置し，２年後

の平成１７年７月１日に，本町を含めた大隅町や財部町と

の３町が合併して新しい曽於市が誕生した。

　関山遺跡は，曽於市末吉町諏訪方関山にあり，末吉町

の西方で標高約２９６ｍの台地上に位置している。遺跡は，

光神集落内を東西方向に走っている国道１０号線を起点と

し，末吉町の市街地へ延びる一般地方道光神・諏訪方線

により分断され，台地の北側には谷部をもち，南側は東

側へ延びる台地上の畑地に続いており，北側谷の底部と

遺跡の立地する台地との比高差は約３０ｍである。

　鳥居川遺跡は，曽於市大隅町岩川鳥居川にあり，標高

２１５ｍの台地上に位置している。

　チシャノ木遺跡は，曽於市大隅町岩川チシャノ木にあ

り，標高２１５ｍの台地上に位置している。

　鳥居川遺跡とチシャノ木遺跡は，深さ２０ｍ，幅８０ｍの

谷を挟んで隣接しており，県道７１号（垂水～南之郷）線

と接続する大隅ＩＣ内にある。
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　曽於市の文化財は，遺跡を含めて多くが周知されてい

る。中でも，県指定民俗文化財には，弥五郎どん祭り

（昭和６２年指定），住吉神社の流鏑馬（昭和５６年指定），

熊野神社の鬼追い（平成６年指定），県指定天然記念物

には，溝ノ口洞穴（昭和３０年指定），県指定有形文化財

に投谷八幡宮（平成１５年指定）などがある。

　一方，遺跡は昭和６０年刊行の『鹿児島県市町村別遺跡

地名表』によると，大隅町が２６４か所，財部町が１０１か所，

末吉町が１７１か所の５３６か所が周知されている。うち，末

吉町では旧石器時代６か所，縄文時代１１７か所，弥生時

代３６か所，古墳時代２３か所，古代・中世３０か所，近世・

近代７か所などが記載されている。これまでは，平成３

年度以降の大隅地区埋蔵文化財分布調査をはじめ各種事

業による確認調査や本調査を実施してきた。旧各町での

初期の事業は，県営特殊農地保全整備事業による文化財

の調査が大半で，近年では東九州自動車道建設による大

規模調査なども実施されている。　特に，町土地区画整

理事業，県営シラス対策関連事業，過疎基幹農道整備事

業，町道改良整備事業，町工業団地造成工事，町道改良

舗装工事，県営ふるさと農道整備事業，県営かんがい排

水整備事業，町経営基盤確立農業構造改善事業，簡易土

地基盤整備事業，県営ほ場整備事業，団体営畜産経営環

境整備事業，農村総合整備事業，県営基盤整備事業，県

営特殊農地保全整備事業，旧傾斜地崩壊対策工事，中学

校統合に係る校舎増築事業，中山間地域農村活性化総合

整備事業，町民プール公園建設工事などの事業による多

くの調査が，これまで実施されている。

　本市の埋蔵文化財については，旧末吉町の遺跡を中心

に，一部旧財部町や旧大隅町の遺跡についても，その概

要を略述したい。
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　本遺跡は，曽於市末吉町諏訪方桐木にあり，大淀川水

系に属する今別府川と村山川によって丘陵性台地が浸食

を受け，小台地群に分断された標高３００ｍの国道１０号線

に隣接した台地に位置している。

　本遺跡の調査は，東九州自動車道建設に伴い鹿児島県

教育委員会が平成８年（１９９６）に確認調査，平成９年か

ら平成１４年（２００２）までに本調査を実施し，旧石器時代，

縄文時代草創期・早期・中期・後期・晩期，古墳時代，

古代～近世までの複合遺跡である。

　本遺跡は，霧島・桜島・鬼界カルデラ・姶良カルデラ

関係のテフラが整然と堆積し，その間に遺構や遺物が残

され，層位的観察が容易である。また，遺物包含層が１０

枚もあり，遺物も多量に出土し，当時を解明できる遺跡

とされている。

　旧石器時代は，細石刃文化期やナイフ形石器文化期の

遺物が出土している。細石刃文化期は，礫群をはじめ細

石刃や細石核などの遺物が出土し，細石器は石器製作の

生活の様子が各所にそのまま残されていた。また，最下

層のナイフ形石器文化期は，礫群をはじめナイフ形石器

や剥片尖頭器などが出土し，大型の剥片尖頭器を主体に

２０㎝ 程度の礫で構成されている礫群が検出されている。

　縄文時代は，草創期・早期・中期・後期・晩期の包含

層が確認され，縄文時代草創期は集石遺構を検出し，隆

起線文土器や石鏃などが出土している。

　縄文時代早期は，３枚の早期該当の包含層から遺構や

遺物が発見され，早期前葉の層では竪穴住居跡２軒や集

石遺構などの遺構を検出し，吉田式土器や前平式土器な

どが，早期中葉の層からは集石遺構や塞ノ神Ａ式土器，

平栫式土器，石坂式土器などが出土した。また，早期後

葉の層からは集石遺構や塞ノ神Ｂ式土器など出土し，土

器型式の前後関係が明らかになった。

　縄文時代中期は，大量の石鏃・石匙の石器類と東海系

の土器をはじめ搬入品の船元式土器と南九州の条痕文尖

底土器が供伴し，搬入土器は瀬戸内海沿岸で盛んに作ら

れた縄文時代中期を代表するもので，直接持ち込まれた

と報告されている。

　縄文時代後期は，集石遺構４基，石器製作跡２か所な

どを検出した。出土遺物は，岩崎上層式土器，市来式土

器，石鏃，石斧，敲石，磨石などの土器や石器が出土し

た。

　縄文時代晩期は，竪穴住居跡５軒，掘立柱建物跡２棟，

土坑，焼土などの遺構を検出した。遺物は，入佐式土器，

黒川式土器をはじめ石鏃，石斧，磨石，敲石などの土器

や石器が出土している。　

　古墳時代から古代にかけては，成川式土器や土師器が

出土し，古代から中世については，道路状遺構が出土し

ている。
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　本遺跡は，曽於市末吉町深川上中にあり，大淀川の支

流である村山川の南側で，標高２４１ｍの台地に位置して

いる。本遺跡は，曽於市（旧末吉町）教育委員会が調査

主体となって鹿児島県教育委員会の協力を得て，昭和６０

年（１９８５）に県営特殊保全整備事業に伴い調査を実施し，

縄文時代中期・後期・晩期・古代にかけての複合遺跡で

あることが判明した。

　本遺跡の遺構は中期・後期・晩期の時期の土坑１９基が

検出され，円形・楕円形・円形に近い不定形を呈した小

型のものが多い。遺物は，土器については，出土層や形

式により縄文時代中期・後期・晩期に分けられる。

　縄文時代中期や後期の遺物は，岩崎下層式土器，岩崎

上層式土器，指宿式土器，綾系土器などの土器をはじめ

土製品のメンコなども出土している。

　縄文時代晩期前・中葉の遺物は，入佐式土器や黒川式

土器の深鉢や浅鉢などみられ，深鉢は粗製土器で浅鉢は

精製土器が多いとされている。

　縄文時代晩期後葉の土器は，刻目突帯文を有する夜臼

式土器が中心に，甕・鉢・浅鉢・高坏・朱塗り磨研壺・

彩文土器などがセットで出土している。また，組織痕文

土器や夜臼式土器の鉢の底部に籾殻圧痕がみられ，当時，

このことは特出された。

　古代の遺物は，土師器の甕・坏・皿や須恵器などが出

土し，土師器には墨書土器や内面に布目圧痕をもつもの

もある。また，土師器とともに鞴の羽口・鉄製品・鉄滓

など出土し，製鉄遺跡であったことが知られている。

　石器については，時期が特定できるものもあるが，磨

製石斧，打製石斧，敲石，打製石鏃，石錐，削器，楔形

石器，トロトロ石器が出土している。
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　本遺跡は，曽於市末吉町二之方地蔵免にあり，末吉市

街地の南側で，末吉小学校東側へ約５００ｍで，北向きと

なる緩やかな起伏のある標高１８５ｍの舌状台地の縁辺部

に位置し，遺跡の背後地は畑地帯であるが，市街地化が

進んでいる。

　本遺跡は，町プール公園建設に伴い曽於市（旧末吉

町）教育委員会が確認調査を平成５年（１９９３）５月１３日

～６月８日までの間に実施し，縄文時代早期と縄文時代

後期との複合遺跡である。その後，遺跡の取り扱いの協

議の結果，約４，０００�については平成５年７月１２日～平

成５年１０月６日まで本調査を行うこととなった。調査の

結果，縄文時代早期の遺構は，竪穴住居跡，連穴土坑，

落とし穴，集石遺構などを検出し，前平式土器，山形押

型文土器，変形撚糸文土器，手向山式土器，石坂式土器

などの土器が出土し，石鏃，磨石，石皿などの石器がみ

られる。

　縄文時代後期の遺構は，土坑や柱穴を検出したが，用
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途は不明である。遺物は，市来式土器を中心に，縄文時

代晩期の入佐式土器をはじめ，磨石や石錘など少量の石

器が出土している。
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　本遺跡は，曽於市末吉町深川小倉前ほかにあり，内村

と小倉集落間とに広がる標高約２５０ｍの台地に位置して

いる。遺跡の北側から東側にかけては大淀川の支流であ

る村山川となり，１５～２０ｍの比高差をもち懸崖となって

いる。さらに，北側には東西方向に国道１０号線が走って

おり，旧街道の�岡筋に当たる。

　本遺跡は，平成８年に深川内村地区において農村地域

工業等導入事業に伴い，曽於市（旧末吉町）教育委員会

が県教育委員会の協力を得て本調査を実施した。その結

果，縄文時代中期と縄文時代晩期の遺構や遺物が発見さ

れ，複合遺跡であることが判明した。

　縄文時代中期の遺構は土坑３基を検出し，春日式土器

や石鏃，石匙，敲石，磨石，石皿などの遺物が出土した。

　縄文時代晩期は，遺構として土坑数基と夜臼式土器や

黒川式土器などの土器をはじめ打製石斧，磨石，敲石，

石皿などの石器が出土している。
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　本遺跡は，曽於市末吉町諏訪方の入佐集落内にあり，

末吉町の西部で入佐集落の西南部へ延びる道路沿いの標

高約２４０ｍ台地に位置し，遺跡の東側は大淀川支流の谷

頭部分にあたり急崖となり，西側は台地が広がり畑地と

なっている。さらに，南側は菱田川の上流部となり急傾

斜となり国道１０号線が走っており，財部町へと続いてい

る。

　遺跡は，町道の開削工事により，掘割部分の断面に土

器の破片が確認され，昭和３８年に河口貞徳氏により調査

が実施されている。調査の結果，縄文時代晩期の竪穴住

居跡や入佐式土器などが出土し，縄文晩期前半の土器型

式の標識遺跡となっている。　

　土器の器種は，深鉢と浅鉢が主であるが，深鉢は粗製

土器で，浅鉢はそのほとんどが精製土器である。
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　本遺跡は，曽於市末吉町南之郷宮之迫の標高２４０ｍの

舌状台地縁辺部に位置し，昭和５５年（１９８０）に県営特殊

保全整備事業に伴い曽於市（旧末吉町）教育委員会が調

査主体となり，県教育委員会の協力を得て調査を実施し

た。

　その結果，縄文時代中期から後期にかけての遺物が大

量に出土した。

　本遺跡は，竪穴住居跡１軒，土坑２基，集石遺構２基

などの遺構を検出し，遺物は縄文中期から縄文後期中頃

の岩崎下層式土器や岩崎上層式土器などの土器が大量に

出土し，多くの土器が押しつぶされたような状態で出土

し復元完形品が多く出土している。

　一方，石器は，石鏃，磨製石斧，打製石斧，石皿，磨

石，石錐，ハンマストーン，剥片石器，擦切用砥，石包

丁状石器などが出土しているが，食物加工具の石器が多

く，石鏃が１点で狩猟用具の道具がほとんどみられてな

いのが特徴である。
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　本遺跡は，曽於市末吉町二ノ方丸尾にあり，町の市街

地の中心部から南側約１．５�の標高約１９０ｍのシラス台地

上の縁辺部に位置している。

　遺跡は，昭和４７年度から昭和５８年度にかけて実施され

た「大隅地区埋蔵文化財分布調査」で発見された。その

後，昭和５５年度には県営特殊農地保全整備事業に伴い鹿

児島県教育委員会が確認調査を実施した。

　その結果，縄文時代後期の市来式土器の範疇に入るも

のであったが，器形や文様などの特徴から丸尾式土器と

して型式設定されることとなった。
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　本遺跡は，曽於市末吉町南之郷中岳にあり，大淀川上

流の標高約２９０ｍの洞穴に位置している。本洞穴は，河

口貞徳氏が昭和４４年（１９６９）に地元の高木秀吉の案内で

現地調査を実施し，洞穴床面から黒川式土器片を発見し

ている。本格的な調査は，曽於市（旧末吉町）教育委員

会が調査主体で，河口貞徳氏が昭和５３年（１９７８）から昭

和５４年に４次にわたって発掘調査を実施している。

　本洞穴は県東向きに開口し，幅５～７ｍ，奥行き１４ｍ

ほどの規模で，縄文時代後期から晩期にかけての洞穴遺

跡である。縄文時代後期の西平式土器の時期から後期末

の御領式土器まで連続して生活し，洞穴の奥の部分が使

われ，縄文時代晩期には洞穴内全域が生活面として使わ

れている。晩期の入佐式土器の時期には集石炉が，黒川

式土器の時期には掘込炉が設けられ，周辺から土器や石

器が集中して出土している。

　また，獣骨や貝殻の集積や自然遺物としてはイノシシ

やシカなどの骨の占める割合が多く，ハマグリなど海産

の貝類がこの内陸部で出土している。
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　本遺跡は，曽於市財部町南俣耳取にあり，大淀川水系

に属する今別府川と村山川によって丘陵性台地が浸食を

受け，小台地群に分断された標高２９０ｍの国道１０号線に

隣接した台地縁辺部に位置している。国道１０号線の向か

い側には桐木遺跡が所在する。

　本遺跡は，東九州自動車道建設に伴い鹿児島県教育委

員会が平成８年（１９９６）に確認調査，平成１１年（１９９９）

から平成１２年（２０００）までに本調査を実施し，旧石器時

代，縄文時代草創期・早期・中期・晩期，古墳時代～古

代までの複合遺跡である。特に，旧石器時代の細石器文

化期及びナイフ形石器文化期は，遺物包含層がともに２

時期の文化が確認された。



－１８－

　旧石器時代の細石器文化期は，２つの包含層から出土

し，細石器を作り出すときの技術の違いや出土地点がず

れることから２時期が確認されている。ⅩⅡ層では礫数

５個の小さい礫群が１基検出されている。

　旧石器時代のナイフ形石器文化期では，ⅩⅢ層より礫

数７個で構成されている礫群１基や小型の台形石器が多

量に出土し，少量の二側縁加工のナイフ形石器もみられ

る。

　一方，ⅩⅥ・ⅩⅦ層のナイフ形石器文化期では，礫群

の径や深さが３０～４０�で，礫数は拳大の礫１５～５０個の礫

群９０基が検出されている。礫群には多くの炭化物を伴い，

火を使った痕跡が確認されている。また，５３号礫群の近

隣では，人工的に線を刻んだ線刻礫が出土し，その形状

から女性を表現したシルト質頁岩の石像（ヴィーナス）

で，日本最古の女性像と想定されている。

　本遺跡は，旧石器時代のほか縄文時代の包含層も確認

され，縄文時代草創期は少量の土器と石器製作跡のブ

ロック１か所を検出している。

　縄文時代早期は，３枚の早期該当の包含層から遺構や

遺物が発見され，早期前葉の層では集石遺構４基の遺構

を検出し，押型文土器や塞ノ神Ａ式土器など土器をはじ

め石鏃，磨石などの石器が出土した。また，Ⅵ層からは

集石遺構２基の遺構の検出や塞ノ神Ａ式土器や石鏃，磨

石などが出土した。
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　本遺跡は，曽於市財部町南俣字踊場にあり，財部市街

地から南西方向に約６．３�のところに位置している。炭

山谷川と今別府川の間に挟まれた標高３００ｍの東北方向

に延びる台地南縁辺段丘に所在している。

　本遺跡の北側には，標高３００ｍの丘陵を隔てて財部城

ヶ尾遺跡があり，古代の蔵骨器などが出土している。

　本遺跡の調査は，東九州自動車道建設に伴い鹿児島県

教育委員会が平成６年（１９９４）１０月と平成７年（１９９５）

の分布調査により発見され，平成１２年（２０００）に確認調

査を経て本調査を実施し，縄文時代早期・中期・晩期，

古代，中世までの複合遺跡である。調査面積は４，３９０�

である。縄文時代早期は，集石遺構４基をはじめ塞ノ神

Ａ式土器，手向山式土器，磨石，石皿などの遺物が出土

している。

　縄文時代中期は，少量の阿高式土器が出土し，縄文時

代晩期では土坑５基をはじめ黒川式土器，石鏃，磨石，

石皿，石錐，磨製石斧，打製石斧，小型の勾玉などが出

土している。また，石器製作を行っていたような痕跡を

示すフレーク，チップなどが集中しているか所が確認さ

れている。

　一方，古代では掘立柱建物跡９棟，焼土跡，古道跡，

軽石集積遺構１基，集石遺構２基，多数のピットなどを

検出している。なかでも掘立柱建物跡のうち，斜面を削

平し平坦面をつくり出して建てられたものは，９世紀終

末から１０世紀初頭の時期が考えられる特殊な遺構である

と報告されている。

　遺物は，土師器，須恵器，内黒土師器などがみられ，

周辺から墨書土器や焼塩土器，須恵器片を転用した転用

硯，紡錘車，鉄製品，銅製品などの遺物が出土している。

　中世では，全域が文明ボラ（１４７１年桜島噴出物）パッ

クされた畝跡が東西方向の延びている痕跡が確認されて

いる。
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　本遺跡は，曽於市財部町南俣字高篠にあり，財部市街

地から南南西方向に約７�のところに位置し，横市川と

炭山谷川の間に挟まれた標高３２０ｍの東北方向に延びる

台地に所在している。

　本遺跡の現状は山林で，以前は畑作を行うために階段

状に整地され，一部は削平を受けていた。東側に約１�

には高篠坂遺跡があり，縄文時代早期の遺構遺物などが

みられる。

　本遺跡の調査は，東九州自動車道建設に伴い鹿児島県

教育委員会が平成９年（１９９７）に確認調査と平成７年の

分布調査により発見され，平成１０～１２年度に本調査を実

施し，縄文時代後期と古代の複合遺跡である。調査面積

は８，８００�である。

　古代では，掘立柱建物跡１６棟，軽石集積遺構６基，屋

内炉２１基（内，軽石集積遺構１基），屋外炉７基，焼土

２８か所，土坑１３基，溝状遺構１条，古道３条，畝状遺構

１０数条などが検出されている。掘立柱建物跡は，２間×

４間，２間×３間，２間×２間の３タイプがほぼ南北方

向軸に重複して検出されている。うち，数棟では屋内炉

が検出され，加熱を受け調理施設であったとされている。

　遺物は，須恵器，墨書土器を含む多くの土師器，石製

飾具，焼塩土器，紡錘車，土錘，羽口，鉄滓などが出土

し，土師器は，甕が多く坏， ，内黒土師器 ，墨書土

器などが出土し，検出された遺構や遺物から９～１０世紀

の時期のものであると報告されている。
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備考遺物等時代地形所在地遺跡名遺跡台帳
番　　号番号

県埋文報（９１）旧石器，縄文
（草・早）台地曽於市財部町南俣耳取耳取６５－９５－０１

（町）昭和４３．１宿場跡近世台地曽於市末吉町深川通山末吉通山宿場跡６６－５９－０２

土師器歴史曽於市財部町南俣字荷床荷床２６５－８２－０３

土師器歴史曽於市財部町南俣字荷床荷床１６５－８１－０４

県埋文報（９１）旧石器，縄文，
古墳～中世台地曽於市末吉町諏訪方桐木桐木６６－１６５－０５

町埋文報（３）夜臼式縄文，中世台地曽於市末吉町深川五位塚通山上川路通山上川路６６－７４－０６

町埋文報（３）轟式縄文台地曽於市末吉町深川五位塚真方入口真方入口６６－７３－０７

町埋文報（４）（５）土師器縄文（晩），古代台地曽於市末吉町深川楠木岡楠木岡Ａ６６－７７－０８

町埋文報（４）（５）土師器縄文（晩），古代台地曽於市末吉町深川楠木岡楠木岡Ｂ６６－７８－０９

町埋文報（４）（５）土師器縄文，古代台地曽於市末吉町深川楠木岡楠木岡Ｃ６６－７９－０１０

土師器縄文，歴史曽於市財部町南俣字八畝八畝６５－８３－０１１

土師器・内黒土師器縄文，平安台地曽於市財部町南俣字野方野方６５－３６－０１２

県埋文報（７５）旧石器，縄文，
古墳～平安台地曽於市末吉町諏訪方桐木桐木Ｂ６６－１６６－０１３

平成１０年農政縄文，古墳台地曽於市末吉町深川外園臼杵６６－１５７－０１４

町埋文報（４）入佐式・土師器縄 文（晩），古
代台地曽於市末吉町深川五位塚下ノ窪下ノ窪６６－７２－０１５

地蔵庚申塔江戸山曽於市末吉町諏訪方２１８山王神社六地蔵庚申塔６６－６１－０１６

平成１７年度本調査縄文，弥生，
奈良，平安台地曽於市末吉町諏訪方関山西関山西６６－１６７－０１７

町埋文報（４）（５）土師器縄文（晩），古代台地曽於市末吉町深川四枝道四枝道６６－７６－０１８

町埋文報（４）土師器・須恵器古代台地曽於市末吉町深川五位塚仮牧仮牧６６－７１－０１９

町埋文報（４）山形押形文縄文（早）台地曽於市末吉町深川五位塚渡り下五位塚渡り下６６－７０－０２０

町埋文報（４）黒川式・岩崎上層式・
指宿式縄文（中～晩）台地曽於市末吉町深川上中段上中段６６－６９－０２１
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平成５年農政分布調
査

縄文，奈良～平
安台地曽於市末吉町諏訪方棚木大角豆ヶ迫６６－１３５－０２３

Ｈ１６，１７年度本調査縄文（晩）台地曽於市末吉町諏訪方唐尾唐尾６６－１６９－０２４

町埋文報（２２）土師器縄文～平安台地曽於市末吉町諏訪方塚ノ段塚ノ段６６－１２６－０２５

岩崎上層式縄文（後）丘陵曽於市大隅町中之内前畑段前畑段６３－３６－０２６
縄文土器・土師器・
打製石斧（半欠）・
鉄

縄文，弥生，
奈良，平安台地曽於市大隅町中之内東原東原６３－１０１－０２７

町埋文報（１２）縄文土器縄文台地曽於市大隅町中之内西原段西原段Ⅱ６３－５７－０２８

Ｈ１８，１９年度本調査岩崎上層式縄文（後）台地曽於市大隅町中之内西原段西原段Ⅰ６３－２７－０２９
縄文土器・局部磨製
石斧・叩石縄文（晩）台地曽於市大隅町中之内ノトロノトロ６３－９９－０３０

土師器奈良～平安丘陵曽於市大隅町中之内谷川内谷川内６３－２０６－０３１

小片のため時代不明縄文（早），
歴史丘陵曽於市大隅町中之内蕨谷蕨谷６３－１４６－０３２

町埋文報（１６）土器・土師器縄文，平安台地曽於市大隅町中之内峯段峯段６３－１８６－０３３

土師器弥生，歴史台地曽於市大隅町中之内打込打込６３－１１５－０３４

縄文土器・貝岩剥片縄文（晩）台地曽於市大隅町中之内わらび堂わらび堂６３－９５－０３５

土師器歴史台地曽於市大隅町中之内前岡前岡６３－１４２－０３６

Ｈ１９年度本調査土器縄文台地曽於市大隅町中之内野鹿倉野鹿倉６３－２５２－０３７

県埋文報（５６）須恵器縄文，歴史台地曽於市大隅町中之内前畑前畑６３－１４１－０３８

土師器古代台地曽於市大隅町中之内重ヶ迫重ヶ迫６３－１４３－０３９

土師器・黒色土器古代台地曽於市大隅町中之内重吉迫重吉迫Ⅰ６３－１４４－０４０

土師器縄文（晩），歴史台地曽於市大隅町中之内中崎迫中崎迫６３－４０－０４１

土師器歴史台地曽於市大隅町中之内高尾迫高尾迫６３－１４５－０４２

土師器縄文（後），古代台地曽於市大隅町中之内重吉迫重吉迫Ⅱ６３－２８－０４３

石皿縄文（早）台地曽於市大隅町中之内４３００観音段６３－１７－０４４

「大隅町誌」叩石・石皿縄文（後）台地曽於市大隅町中之内狩谷狩谷６３－２９－０４５

墳丘（消滅）中世台地曽於市大隅町中之内八木塚八木塚６３－１８７－０４６

石錘（５例）縄文台地曽於市大隅町中之内柿木渡柿木渡６３－１０２－０４７

町埋文報（１５）中世，近世丘陵曽於市大隅町中之内手取・陣之元手取城跡６３－１６８－０４８

石坂式縄文（早）台地曽於市大隅町大谷赤松迫赤松迫６３－１６－０４９

Ｈ１７，１８年度本調査土器縄文，古墳台地曽於市大隅町中之内建山建山６３－２５３－０５０

前平式・塞ノ神式縄文（早）台地曽於市大隅町中之内一里山サセフ一里山６３－２１３－０５１

土師器・青磁縄文（晩），古墳台地曽於市大隅町中之内一里山・二本枦一里山６３－１６６－０５２

町埋文報（２１）土器・石器・陶磁器縄文，中世，近
世台地曽於市大隅町中之内桂尾ノ迫６３－２３９－０５３

町埋文報（２１）土器・石器・陶磁器縄文，中世，近
世台地曽於市大隅町中之内西笠木吹切段Ａ６３－２４０－０５４

Ｈ１７，１８年度本調査土器・石器縄文，古代台地曽於市大隅町岩川狩俣狩俣６３－２５４－０５５

「大隅町誌」（布目文）縄文（晩）台地曽於市大隅町中之内吹切段吹切段Ⅰ６３－４１－０５６
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備考遺物等時代地形所在地遺跡名遺跡台帳
番　　号番号

「日本城郭体系」１８，
町埋文報（１５）中世，近世丘陵曽於市大隅町中之内手取・陣之元手取城跡６３－１６８－０１

町埋文報（１５）土器・陶磁器縄文，中世台地曽於市大隅町中之内東笠木陣之元６３－２３６－０２
土器縄文，古墳台地曽於市大隅町中之内建山建山６３－２５３－０３
前平式・塞ノ神式縄文（早）台地曽於市大隅町中之内一里山サセフ一里山６３－２１３－０４
土師器・青磁縄文（晩），歴史台地曽於市大隅町中之内一里山・二本枦一里山６３－１６６－０５

町埋文報（２１）土器・石器・陶磁器縄文，中世，近
世台地曽於市大隅町中之内桂尾ノ迫６３－２３９－０６

町埋文報（２１）土器・石器・陶磁器縄文，中世，近
世台地曽於市大隅町中之内西笠木吹切段Ａ６３－２４０－０７

町埋文報（１５）縄文（晩）奈良～
近世台地曽於市大隅町笠木笠木６３－２２３－０８

土器・石器縄文，古代台地曽於市大隅町岩川狩俣狩俣６３－２５４－０９
「大隅町誌」（布目文）縄文（晩）台地曽於市大隅町中之内吹切段吹切段Ⅰ６３－４１－０１０
町埋文報（１５）縄文（中・後）台地曽於市大隅町笠木前田外戸堀前田・外戸堀６３－２２２－０１１

古墳台地曽於市大隅町中之内井手間井手間Ⅰ６３－１３３－０１２

弥生土器縄文（早・晩），
弥生，古代，中世台地曽於市大隅町中之内吹切段吹切段Ⅱ６３－１１８－０１３

町埋文報（２１）土器・石器縄文台地曽於市大隅町中之内笠木松ヶ迫田６３－２４１－０１４
石刃・土師器縄文（晩），歴史台地曽於市大隅町中之内論所迫・外戸田論所迫６３－４２－０１５

　石斧縄文台地曽於市大隅町中之内論所谷論所谷６３－７７－０１６
町埋文報（１５）　縄文（晩）台地曽於市大隅町笠木中田中田６３－２２４－０１７
町埋文報（１５）　縄文（後），古代台地曽於市大隅町笠木外戸田外戸田６３－２２１－０１８

土師器歴史台地曽於市大隅町中之内井手間井手間Ⅱ６３－１４８－０１９
墳丘？古墳？台地曽於市大隅町岩川入角入角６３－２３４－０２０
土器古墳，古代台地曽於市大隅町岩川高古塚高古塚６３－２５５－０２１

縄文土器縄文（早・後・晩），
歴史台地曽於市大隅町中之内松ヶ迫田松ヶ迫田６３－５２－０２２

「大隅町誌」石斧・叩石縄文丘陵曽於市大隅町岩川向上・仮屋ヶ段浅井６３－６１－０２３

町埋文報（２１）土器・陶磁器縄文，中世，近
世段丘曽於市大隅町中之内神掛長迫Ａ６３－２４２－０２４

町埋文報（１５）縄文（後・晩）台地曽於市大隅町笠木津風呂ヶ山津風呂ヶ山６３－２２５－０２５
削平を受けているが
墳丘らしきものが残
存

土師器古墳丘陵曽於市大隅町岩川２８２８－３光神免６３－１３６－０２６

石斧・叩石・土師器縄文（晩），弥生，
歴史丘陵曽於市大隅町中之内長迫長迫６３－１１９－０２７

縄文（晩），歴史台地曽於市大隅町岩川上山上山６３－４４－０２８
押型文・網目状文・
弥生土器・土師器縄文（晩），弥生丘陵曽於市大隅町中之内鍋山郷田Ⅱ６３－１００－０２９

町埋文報（１５）縄文台地曽於市大隅町笠木般久保６３－２２６－０３０

町埋文報（２１）土器・陶磁器縄文，中世，近
世山腹曽於市大隅町岩川管牟田菅牟田Ａ６３－２４３－０３１

縄文（晩）台地曽於市大隅町岩川イチノ木・前畑段イチノ木６３－４３－０３２

土師器
縄文（早・中・
後・晩），弥生，
歴史

丘陵曽於市大隅町中之内郷田郷田Ⅰ６３－１２０－０３３

確認調査
集石遺構・陥し穴３
基等（縄文早期）・
土師器

縄文（早・前・晩），
歴史丘陵曽於市大隅町中之内片水段片水段６３－１４９－０３４

町埋文報（２１）土師器縄文，古代丘陵曽於市大隅町岩川管牟田菅牟田６３－１５６－０３５
町埋文報（２１）土器・石器・陶磁器縄文（早），近世台地曽於市大隅町岩川井手山井手山Ａ６３－２４４－０３６

土師器縄文，歴史台地曽於市大隅町岩川井手山・定塚井手山６３－６２－０３７
前平式・塞ノ神式・
土師器縄文（早），歴史台地曽於市大隅町岩川定塚・入佐定塚６３－２－０３８

縄文丘陵曽於市大隅町岩川稲村稲村６３－６３－０３９
押型文・石匙・打製
石器・土師器

縄文（早・晩），
歴史台地曽於市大隅町岩川小豆穴・段・赤称迫段６３－３－０４０

「大隅町誌」叩石・石皿・石斧縄文台地曽於市大隅町岩川麦ヶ迫久木山６３－７０－０４１
土師器縄文，歴史低地曽於市大隅町中之内上松田上松田６３－１５０－０４２
一字一石経塚台地曽於市大隅町岩川３３５７久木山経塚６３－１８５－０４３

「大隅町誌」，町埋文
報（５）

阿高式・指宿式・岩
崎式縄文（中・後）台地曽於市大隅町大谷２０４０大丸６３－２４－０４４

土師器歴史丘陵曽於市大隅町岩川舟窪迫舟窪迫６３－１５７－０４５
「大隅町誌」，「郷土
の史跡」第４号，町
埋文報（５）

阿高式・指宿式・市
来式縄文（中・後）丘陵曽於市大隅町大谷向段向段６３－２５－０４６

「大隅町誌」押型文縄文（早・晩）台地曽於市大隅町岩川葛原葛原６３－４－０４７
土器古墳台地曽於市大隅町岩川中之迫中之迫６３－２５６－０４８
土師器歴史丘陵曽於市大隅町岩川中迫中迫Ⅰ６３－１５８－０４９
刃器縄文（晩）丘陵曽於市大隅町岩川所迫所迫６３－４６－０５０

県埋文報（２９）腰郭・空堀・竪堀・
大手・搦手

中世（戦国末～
慶長４年）丘陵曽於市大隅町大谷字中大谷中大谷城跡６３－１９１－０５１

町埋文報（５）土器・石器縄文（前～晩）台地曽於市大隅町岩川葛原小迫頭６３－２２７－０５２
黒川式縄文（晩）丘陵曽於市大隅町岩川中迫中迫Ⅱ６３－４５－０５３

縄文丘陵曽於市大隅町岩川池ノ段池ノ段６３－６４－０５４
石斧縄文（晩）台地曽於市大隅町岩川１２５７新原６３－２１６－０５５
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土器縄文台地曽於市大隅町岩川前段岩川前段６３－２５９－０５７
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県埋文報（２９）腰郭・空堀・大手・
搦手・土塁・狼煙台

中世（南北朝～
戦国末）

丘陵・
台地曽於市大隅町大谷字本城他大谷城跡６３－１９３－０５９
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　第５図の地層模式図で示したように第Ⅰ層が畑として

使用された表土層である。

　第Ⅱ層は薄い黄色を呈した小粒の軽石層で，文明３年

（１４７１）の桜島起源軽石層である。文明年間に噴火し，

降下したことで文明ボラと言われている。ボラとは鹿児

島県霧島市福山町牧ノ原地区を中心に言われている俗称

で，軽石をさしている表現である。この軽石層はよく中

世の遺構を覆っていることが多く，畠の畝跡等が発見さ

れている。

　第Ⅲ層は粒の小さい土質でⅢａ層とⅢｂ層に分けられ

る。Ⅲａ層は腐食が発達した黒色土でよく中世の遺物を

出土する層である。Ⅲｂ層は暗茶褐色土で奈良・平安時

代の遺物が包含されている層である。

　第Ⅳ層はⅣａ層とⅣｂ層に分けられる層で，特にⅣｂ

層は霧島山御池起源の火山灰で，御池火山灰と言われて

いる層である。Ⅳａ層は御池火山灰の二次堆積層に相当

し茶褐色土層でやや腐食土層を呈している。縄文時代中

期と晩期の遺物が出土している。Ⅳｂ層は黄褐色砂粒土

で，霧島山系の東端にある御池からの噴出物に相当する

火山灰である。また，これらの層が流れ込んだ落とし穴

状遺構も第Ⅴ層で確認できる。

　第Ⅴ層はⅤａ層とⅤｂ層に分けられる。この層は主に

鬼界カルデラ起源のアカホヤ火山灰で形成された層に相

当する。Ⅴａ層は褐色土でⅤｂ層の二次堆積土の腐植土

層である。縄文早期末から前期にかけての層である。そ

れはこの層がアカホヤ火山灰約ＢＰ６，３００年とその上の

御池火山灰約ＢＰ４，３００年の間である理由からである。

Ⅴｂ層はアカホヤ火山灰の一次層に相当し，赤褐色でさ

らさら感があり，下位に赤い火山豆石の堆積がみられる。

　第Ⅵ層はⅥａ層とⅥｂ層に分けられる。Ⅵａ層は青灰

色土層で霧島起源の火山灰が腐食した土層である。縄文

時代早期の遺物が出土する。Ⅵｂ層は桜島起源のＰ１１の

降下火山灰によるもので黄色や茶色軽石が下部に堆積し

一次層を形成している。上部は軽石層が崩れた状態で堆

積しているので２次的な層と判断できる。この層には軽

石層のため遺物の出土はない。このＰ１１のＢＰ年代は約

７，４００年である。

　第Ⅶ層は明黄褐色をした腐食土層である。この層は縄

文時代早期の遺物が出土する。

　第Ⅷ層は黒褐色をした腐植土層である。遺物の出土は

少ない。

　第Ⅸ層は黄色火山灰堆積層で桜島起源のＰ１４にあたる。

別名薩摩火山灰である。ＢＰ年代は約１１，４００年と言われ

ている。遺物の出土はない。

　第Ⅹ層は黒色粘質の発達した腐植土層である。通称

チョコ層と呼ばれ，縄文時代草創期から旧石器時代の遺

物が出土する層である。

　第ⅩⅠ層は軟質の黄褐色粘質土層で小形のナイフ形石

器を出土する層である。

　第ⅩⅡ層は硬質のブロックがある黒褐色弱粘質土層で，

ナイフ形石器が出土する層である。

　第ⅩⅢ層は硬質のローム層で明黄褐色土層の中に白い

径２・３�のパミスが部分的に点在する。ナイフ形石器

が出土する層である。

　第ⅩⅣ層は硬質ロームの黄褐色土層で中に赤褐色パミ

スが点在する。このパミスは桜島起源のＰ１５に相当する。

ナイフ形石器を出土する層である。

　第ⅩⅤ層は硬質のローム層で暗灰色を呈している。こ

れは，下部にナイフ形石器を出土する層である。

　第ⅩⅥ層黄橙色の硬質ローム層である。中に赤茶褐色

のＰ１７のパミスを含む。上部にナイフ形石器を出土する

層である。

　第ⅩⅦ層は黄褐色土層でこの層の下位になるシラスの

風化層である。

　第ⅩⅧ層は黄褐色土でシラスの二次堆積層である。

表　土 

文明ボラ層 

黒色土 
 

黄褐色砂粒土 

褐色土 

赤褐色土 

青灰色土 

明黄褐色土 

黒褐色土 

黄色火山灰土 
黒色粘質土 
黄褐色粘質土 

黒褐色弱粘質土 

明黄褐色土 
黄褐色土 
暗灰色硬質土 

黄橙色硬質土 
 
 
 
 
 
 

黄褐色土 

黄褐色土 

黄色パミス 
 

暗茶褐色土 
 茶褐色土 

Ⅲa

Ⅲb

Ⅳa

Ⅴa

Ⅴb

Ⅵa

Ⅵb
Ⅶ 

Ⅷ 

Ⅸ 

Ⅹ 

ⅩⅠ 

ⅩⅡ 

ⅩⅢ 
ⅩⅣ 
ⅩⅤ 

ⅩⅥ 

ⅩⅦ 

ⅩⅧ 

Ⅳb

Ⅱ 

Ⅰ 表　土 

文明ボラ層 

黒色土 
 

黄褐色砂粒土 

褐色土 

赤褐色土 
アカホヤ火山灰 
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　全面調査は，確認調査時に設定された道路センター杭

２８２～２８３間を基準にした１０ｍグリッドをもとに実施した。

　調査区は，道路建設地のため細長く，長軸はほぼ南北

の方位に一致している。また，調査区南側を県道５０１号

線が横断し，調査区は南北に分断されている。グリッド

には，西から東へＡ～Ｊ，南から北へ１～３４区の名称を

付した。このグリッドを基準に遺構実測・遺物の取り上

げを行った。

　確認調査では，１３か所の確認トレンチを入れて，調査

範囲を絞り込んだ。その結果，全面調査は県道北側の台

地から谷に向う地点を中心に行い，県道南側の台地中央

部の地点には，さらに確認トレンチを入れて調査範囲の

絞り込みを行った。

　調査範囲は，第６図で示した様にＤ－１４区，Ｄ－１７区，

Ｆ－１６区を結んだ三角形の地域とＤ－１９区，Ｇ－１７区，

Ｄ－２５区，Ｇ－３６区を結んだ台形の地域で実施した。

　発掘調査は，重機で表土を除去したあと，人力で遺物

包含層を掘り下げ，遺構検出を行った。Ⅱ層の文明ボラ

層の堆積が１ｍを超える場所もあり，これも重機で除去

した。掘削と並行して，壁沿いに先行トレンチを設定し

て，土層の堆積状況の把握に努めた。

　Ⅲ層面では，近世の遺構の検出を行い，掘立柱建物跡

とピット群が確認された。Ⅲｂ層面では，古代・中世の

遺構の検出を行い，溝状遺構が確認された。Ⅳａ層面で

は縄文時代後期の遺構の検出を行い，竪穴住居跡が確認

された。Ⅴａ層面では，縄文中期の遺構の検出を行い，

落とし穴が確認された。Ⅶ～Ⅷ層では，縄文早期の遺構

の検出を行い，集石が確認された。Ⅸ層面では，縄文早

期の遺構の検出を行い，落とし穴と土坑が確認された。

　旧石器時代の調査は，確認トレンチ及び先行トレンチ

で，遺物の集中が確認された地点を拡張する方法で行っ

た。拡張した地点は，２ｍメッシュを設定して掘り下げ

を行った。礫群が２基確認され，細石刃文化期の遺物と

ナイフ形石器文化期の遺物が出土している。

　全面調査では，遺構配置図の作成と遺物取り上げを，

光波測量で行った。遺構配置図の一部については，平板

測量でも行った。確認調査では，遺構配置図の作成と遺

物取り上げのいずれも，平板測量で行った。

　第８～１０図は全面調査区の土層断面図である。第

１１，１２図は確認トレンチの土層断面図である。調査区は，

樹痕や一部攪乱層があり，少々乱れているが水平に近い

堆積をしている。
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　　第２項　確認トレンチの状況

　平成１３年度の確認調査では，１Ｔから１３Ｔまで設定し

て調査している。なお，１４Ｔから２０Ｔは，平成１７年度の

本調査時に遺跡範囲確認のために実施したものである。

　１Ｔ

Ⅸ層まで検出した。Ⅲ層～Ⅴａ層，Ⅶ層，Ⅷ層で遺物が

出土している。

　２Ｔ

表層の下は，ボラ抜きによる攪乱をうけている。Ⅳ層上

面でⅢ層を埋土にした竪穴住居跡を検出した。下位の層

は，本調査で調査している。

　３Ｔ

ⅩⅢ層まで検出した。Ⅱ層は一部ボラ抜きによる攪乱を

受けている。Ⅲ層，Ⅳ層，Ⅵａ層，Ⅶ層，ⅩⅠ層で遺物

が出土している。

　４Ｔ

ⅩⅦ層まで検出した。表層の下は，ボラ抜きによる攪乱

を受けている。Ⅲ層は下部のみ残存している。Ⅲ層～Ⅴ

ｂ層はトレンチ中央部より北側が部分的に堆積している。

Ⅵ層～ⅩⅢ層まで堆積しているが，Ⅶ層以下の分層が困

難であった。Ⅳ層，Ⅴａ層，Ⅶ層，Ⅷ層，Ⅹ層，ⅩⅠ層，

ⅩⅢ層で遺物が出土している。

　５Ｔ

ⅩⅧ層まで検出した。他のトレンチに比べ層の堆積が

しっかりしている。Ⅸ層下部には，Ｐ１４の一次堆積と見

られる黄褐色微粒軽石が見られる。Ⅲ層，Ⅳ層，Ⅴａ層，

Ⅶ層で遺物が出土している。

　６Ｔ

ⅩⅧ層まで検出した。ボラ抜きによる攪乱を受けて，Ⅱ

層からⅤｂ層は削平を受け，部分的に堆積している。Ⅲ

層～Ⅴａ層，Ⅵａ層，Ⅶ層，Ⅷ層で遺物が出土している。

また，Ⅷ層埋土の落とし穴状遺構を検出している。

　７Ｔ

ⅩⅡ層まで検出した。他のトレンチに比べ層の堆積が

しっかりしている。南側に下るにつれてトレンチ内では

Ⅹ層とⅩⅠ層の混在した層が見られる。Ⅲ層とⅦ層で遺

物が出土している。

　８Ｔ

Ⅸ層まで検出した。Ⅱ層からⅢ層は，北側へ途中から削

平を受け，部分的に堆積している。表土が１ｍ以上と厚

い。かつて県道建設に伴い，排土を埋めたと考えられる。

Ⅳ層とⅦ層で遺物が出土している。

　９Ｔ

ⅩⅤ層まで検出した。Ⅱ層からⅢ層は，削平を受けて部

分的に堆積している。Ⅲ層で遺物が出土している。

　１０Ｔ

県道に面した地点であり，表土下は，Ⅱ層～Ⅴａ層まで

削平を受け，Ⅴｂ層のアカホヤ火山灰層からの堆積にな

る。ⅩⅠ層まで検出した。Ⅶ層とⅩ層で遺物が出土して

いる。

　１１Ｔ

Ⅸ層まで検出した。ボラ抜きによる攪乱を受けて，Ⅱ層

からⅢ層まで削平を受け，Ⅲ層の下部が部分的に堆積し

ている。Ⅶ層，Ⅷ層で遺物が出土している。

　１２Ｔ

Ⅷ層まで検出した。ボラ抜きによる攪乱を受けて，Ⅱ層

からⅢ層は削平を受けている。Ⅳ層とⅤａ層で遺物が出

土している。

　１３Ｔ

Ⅷ層まで検出した。繰り返しボラ抜きによる攪乱を受け

て，Ⅱ層からⅢ層は削平を受けている。それ以下の層も

部分的に削平を受けている。ボラ抜きを繰り返した撹乱

層中に，大正３年（１９１４年）の桜島大噴火による火山灰

層も確認されている。

　　第３項　石材の分類

　本遺跡の石材の中で黒曜石の分類名称については，以

下のように分類する。

　黒曜石Ａ類（ＯＢ－Ａ）

　不純物が少ない黒色の良質な黒曜石で，まれに白色の

不純物を含む。光沢はあるが，透明感はない。腰岳の原

産資料に類似する。

　黒曜石Ｂ類（ＯＢ－Ｂ）

　不純物を多量に含みガラス質の強い性質を持つ黒曜石

である。三船，日東，五女木，小川内，芳ヶ野，荒平，

小浜，長谷，小国等の原産地資料に類似する。

　黒曜石Ｃ類（ＯＢ－Ｃ）

　不純物が少ない良質の黒曜石で飴色～黒色を基調とす

る。自然面は擦りガラス状を呈するものが多い。上青木，

桑ノ木津留の原産地資料や霧島系の黒曜石に類似する。
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　　第１項　分布状況

　旧石器時代の調査は，平成１３年度の確認トレンチ及び，

本調査時の下層確認トレンチで，遺物の集中が確認され

た地点を拡張する方法で行った。拡張した地点は，２ｍ

メッシュを設定して掘り下げを行った。

　台地から谷部に向かう縁辺部で礫群が２基確認され，

細石刃文化期と，ナイフ形石器文化期の遺物が出土して

いる。

　谷部からの落ち込みには，ⅩⅠ層とⅩⅡ層が混在する

面もあり，流れ込みと考えられる遺物の出土状況もみら

れる。

　　第２項　遺構

　礫群が２基，尾根の平坦部で検出されている。遺構名

に付加したＳＲ番号は，発掘調査時点での遺構番号であ

る。

　　礫群１号（第１４図）

　Ｇ－２６～２７区のⅩⅢ層面上で検出された。１０個の石を

確認した。被熱により，赤化，破砕しているものもあっ

た。石材は頁岩，砂岩，凝灰岩が多い。落ち込み内の埋

土はⅩⅡ層土である。 （ＳＲ１）

　　礫群２号（第１４図）

　Ｇ－２７区で検出された。７個の石を確認した。約５０�

角状に固まって検出した。被熱により，赤化，破砕して

いるものもあった。石材は頁岩，砂岩，凝灰岩が多い。

 （ＳＲ２）
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　　　礫群１号（Ｇ―２７区） 
 
①　褐色土（７．５ＹＲ４／６）。ⅩⅡ層を中心とした色合い。②よりも黒っぽく見える。径１㎜～２㎜程度のオレン

ジ色のパミスを少量含む。Ｐ１５はほとんど含まない。径１㎜弱の白や黒の砂粒をごく少量含む。しまりあり。
粘りややあり。一部硬い部分があり，しまりが強く，粘りはなくボロボロと崩れる。 

②　ⅩⅢ層。明褐色土（７．５ＹＲ５／８）。Ｐ１５を少量含む。しまりあり。粘りややあり。 

　礫群２号（Ｇ―２７区） 
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　　第３項　遺物

　�　ナイフ形石器文化期

　小型のナイフ形石器（１～３）

　図の１～３は小型のナイフ形石器である。１は縦長剥

片を素材とし，二側縁に二次加工であるブランティング

を施している。２は縦長剥片を素材とし，一側縁にブラ

ンティングを施している。基部は欠損している。３は幅

広剥片を素材とし，一側縁に粗いブランティングが施さ

れている。

　使用痕剥片（４）

　図の４は使用痕剥片である。安山岩製の縦長剥片を素

材としており，片側縁辺に微細ながら刃部として使用さ

れた痕跡が見られる。

　スクレイパー（５）

　図の５はスクレイパーである。厚めの剥片を素材とし

ており，剥片の打面部に粗い二次加工を施し刃部として

いる。

　二次加工剥片（６・７）

　図の６と７は一部に二次加工が認められる剥片である。

６は正面の上部と下部，裏面の右側縁に微細な二次加工

が施されている。また左側縁に微細な使用痕も確認して

いることから楔形石器の可能性もある。７は正面の下部

に微細な二次加工が施されている。

　石核（８～１３）

　図の８～１３は石核である。８は打面と作業面を交互に

入れ替えながら剥離をおこなう石核である。９・１０は単

一方向から作出した平坦な面の剥離をおこなう石核であ

る。１１は礫面上で複数回の打面転移を行いながら剥離を

おこなう石核である。１２・１３は単一方向から円礫の自然

面の剥離をおこなう石核である。

　礫器（１４）

　図の１４は礫器である。砂岩製で下部に刃部加工を施し

ている。また，左側縁と上部にも僅かに加工の痕跡が見

られる。

　凹石・敲石（１５～１７）

　図の１５・１７は敲石である。両方とも砂岩製で１５は上下

に敲打痕，正面と裏面に磨面，１７は上下と右側面に敲打

痕をそれぞれ確認している。１６は凹石・敲石である。安

山岩製で正面・裏面と左右側面に凹石としての使用の痕

跡，上下に敲打痕を確認している。

　�　細石刃文化期

　細石刃（１８～２８）

　細石刃は合計１０点出土しており，図の１８～２８までがそ

れに該当する。１８～２１・２４は完形品で２２が頭・中間部，

２３・２５～２７が尾部にあたる。なお２８は細石刃ではなく調

整剥片だと思われる。

　細石刃核（２９・３０）

　図の２９・３０は細石刃核である。２９は野岳・休場系の細

石刃核で，３０は船野系の細石刃核だと思われる。２９は剥

片を素材とし，打面転移を行い作業面は正面の後の側面

に形成されている。裏面と下部に礫面を残している。３０

は分割礫を素材としており，分割面を打面とし両側面に

石核態形を施している。作業面は正面であるが剥落して

いる。

　掻器（３１～３３）

　図の３１～３３は掻器である。３１・３２は剥片の打面部に刃

部の加工を施している。３３は左側縁辺に刃部の加工を施

している。

　削器（３４・３５）

　図の３４・３５は削器である。３４は右側縁辺に二次加工を

施し刃部にしており，３５は左側縁辺に加工を施している。

　石核（３６・３７）

　図の３６・３７は石核である。３６は素材の周縁部から求心

的な剥離をおこなう石核である。下面に刃部として使用

された痕跡が僅かに見られる。３７は多面体のサイコロ状

に打面転移をおこなう石核だが，細石刃核のブランクの

可能性もある。

　石鏃（３８～４２）

　旧石器時代遺物包含層での石鏃は５点出土しており，

図の３８～４２がそれに該当する。３８は先端が鋭い二等辺三

角形をしており基部が欠損している。３９は先端が鈍く基

部が欠損している。４０は逆刺が鋭く深い抉りのある凹基

式の二等辺三角形をしている。４１は先端が鋭く外湾的な

側辺を持つ三角形で未製品である。４２は逆刺が丸く深い

抉りのある凹基式の二等辺三角形をしており基部が欠損

している。また４２の石鏃は器形などを考慮すると早期の

混じりである可能性がある。

　小型の尖頭器（４３）

　図の４３は小型の尖頭器である。全面に押圧剥離が施さ

れており，基部に厚みがあり先端部は薄い。また先端部

の作りが整っていないので未製品だと思われる。
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備考重量（�）厚（�）幅（�）長（�）石材器種層位出土区取上番号遺物番号挿図番号

０．５００．２５０．７０２．００黒曜石Ｃ小型ナイフⅩⅡＤ－２４２９８６１１７

０．２２０．２５０．８０１．４０黒曜石Ｃ小型ナイフⅩⅠＥ－２３２３８０２

１．１００．５０１．１５２．２０黒曜石Ｃ小型ナイフⅩⅠ～ⅩⅤＧ－２９２４３８３

４．７６０．７０２．２０３．５０安山岩使用痕剥片ⅩⅠ．ⅩⅡＧ－２７２４２３４

１１．３５１．２０３．３０３．４５黒曜石ＢスクレイパーⅩⅡＧ－２６２７１４５

１．８４０．９０１．９０１．９０黒曜石Ｃ二次加工剥片ⅩⅠ．ⅩⅡＧ－２７２４２２６

３．１４０．８０３．２０１．４０黒曜石Ｃ二次加工剥片ⅩⅠ．ⅩⅡＧ－２８２４２５７

３０．７８２．７８４．００２．８０黒曜石Ｂ石核ⅩⅡＦ－２５３４９３８

９．５３１．３０３．４０２．２０黒曜石Ｂ石核ⅩⅠ～ⅩⅤＧ－２９２４９２９

６．８２１．５０２．４０２．２５黒曜石Ｂ石核ⅩⅡＦ－２６２８０３１０１８

３．８２１．６０１．４５１．４０黒曜石Ｃ石核ⅩⅡＧ－２６２７１９１１

９．１３１．４０２．７０２．７０黒曜石Ｂ石核ⅦＧ－２６２７２７１２

２８．０７２．００４．２０３．７０黒曜石Ｂ石核ⅧＦ－２６３１８８１３

４８０．００３．８０９．６０１２．５０砂岩礫器ⅩⅡＧ－２１２６２３１４

４４０．００５．００７．７０８．５０砂岩敲石ⅩⅡＨ－２６２６６１１５

３４０．００４．５０５．４０８．００安山岩凹石・敲石ⅦＧ－２５２７１７１６

１２０．００３．２０４．１０６．６０砂岩敲石ⅩⅡＣ－２６２７０３１７

０．１４０．１５０．６０１．５５黒曜石Ｃ細石刃ⅩⅠＦ－２４２９５０１８１９

０．１６０．２００．５５２．００黒曜石Ｃ細石刃Ⅹ９Ｔ一括１９

０．１４０．１５０．８０１．１５黒曜石Ｃ細石刃ⅩⅠＤ－２４２９８２２０

０．１１０．２００．５０１．７５黒曜石Ｃ細石刃Ⅹ９Ｔ一括２１

０．１２０．２００．５５１．５５黒曜石Ｃ細石刃ⅩⅠＥ－２４２９９２２２

０．０９０．１５０．５５１．２０黒曜石Ｃ細石刃Ⅹ９Ｔ一括２３

０．１７０．２００．６８１．５０黒曜石Ｃ細石刃ⅩⅡＦ－２６２７８３２４

０．１００．１００．８０１．１０黒曜石Ｃ細石刃ⅩⅠＤ－２５２９７７２５

０．０５０．１５０．６００．９０黒曜石Ｃ細石刃ⅩⅠ～ⅩⅤＧ－２９２４６２２６

０．０４０．１００．４５０．９０黒曜石Ｃ細石刃ⅩⅠ～ⅩⅤＧ－２９２４７２２７

０．１９０．１５１．０５１．２５黒曜石Ｃ調整ＦⅩⅠＥ－２３２３７４２８

４．６５１．１０２．１５２．３０黒曜石Ｃ細石刃核ⅩＥ－２４２９９６２９

１２．２８２．３０２．６５１．８０黒曜石Ｂ細石刃核ⅩⅠ～ⅩⅤＧ－２８２４８６３０

２．０４０．５０１．７０２．２０黒曜石Ｂ掻器ⅩⅠ～ⅩⅤＧ－２９２４６０３１

３．０２０．７０２．２０１．８０黒曜石Ｂ掻器ⅩⅠＧ－２７２６１３３２

７．２７１．３３２．５０２．７０黒曜石Ｂ掻器ⅩＧ－２７２６４０３３

１．６７０．４０２．９５１．２０黒曜石Ｂ削器ⅩⅠＧ－２７２６０２３４

２．４６０．５０２．７５１．９５黒曜石Ｂ削器ⅩⅠＨ－２７２６５０３５

１１．３１１．６０３．４０３．１０黒曜石Ｂ石核Ⅹ４Ｔ一括３６２０

４４．５９２．１０５．６０４．２０黒曜石Ｂ石核ⅩＤ－２４２９８８３７

０．３２０．３０１．２０１．２０チャート打製石鏃ⅩⅠＧ－２６２６９０３８

０．１９０．２００．９５１．１５黒曜石Ｃ打製石鏃ⅩＨ－２５２９０１３９

０．５８０．３０１．４０２．１０黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅹ１０Ｔ一括４０

１．４２０．５０１．７５２．１０黒曜石Ｃ石鏃未完成ⅩＧ－２９１０８２４１

０．６５０．４５１．５０２．００黒曜石Ｃ打製石鏃ⅩＦ－２６２７９４４２

０．７５０．３５１．１０１．６０黒曜石Ｃ小型尖頭器ⅩⅠＧ－２７２６０５４３
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　　第１項　分布状況

　縄文時代早期は，アカホヤ火山灰層であるⅤｂ層と薩

摩火山灰層であるⅨ層との間の，Ⅵ層・Ⅶ層・Ⅷ層を遺

物包含層とした。遺構・遺物は，Ｄ－２０～Ｈ－２９区を中

心に分布している。

　縄文時代前～中期は，霧島御池火山灰層であるⅣｂ層

とⅤｂ層との間の，Ⅴａ層を遺物包含層とした。遺構・遺

物はＤ－１９～Ｅ－２０区を中心に分布している。

　　縄文時代後～晩期は，Ⅳｂ層より上位のⅣａ層とⅢｂ

層を遺物包含層とした。Ｇ－２５～Ｈ－３１区を中心に分布

している。

　　第２項　縄文時代早期

　　１　遺構

　遺構は集石が９基，土坑が２基，落とし穴状遺構が１９

基検出されている。遺構名に付加したＳＥおよびＳＤ番

号は，発掘調査時点での遺構番号である。

　　　�集石

　　　集石１号（第２３図）

　Ｆ－２４区で検出された。３６個の石を確認した。被熱に

より，赤化した石もあった。集石としては崩れて広く散

在している状態である。Ⅶ層とⅧ層土が混在した落ち込

みがみられる。礫の大部分は，落ち込みからそれた位置

にあり，使用後にかき出されたと考えられる （ＳＥ５）

　　　集石２号（第２３図）

　Ｆ－２６区で検出された。１７個の石を確認した。石材は

安山岩，頁岩が多い。赤化，破砕しているものもあった。

礫の集中する部分の周囲には，Ⅶ層の落ち込みがみられ

た。落ち込みは最下部の一部と考えられる。 （ＳＥ１０）

　　　集石３号（第２４図）

　Ｆ－２６区Ⅶ層下面で検出された。６０個の石を確認した。

赤化，破砕しているものもあった。石材は，青灰色で緻

密かつなめらかで硬質のもの，灰白色でやや粗くやや硬

質のもの，淡青灰色で緻密かつやや粗く硬質のものの３

つに大別できる。Ⅶ層とⅧ層土が混在した不整形の落ち

込みがみられる。 （ＳＥ１）

　　　集石４号（第２５図）

　Ｇ－２７区Ⅶ層下面で検出された。赤化，破砕している

ものもあった。凝灰岩角礫を多用する。集石としては崩

れて広く散在している状態である。Ⅵ層起源のパミスを

含んだⅦ層土の落ち込みがみられる。 （ＳＥ２）

　　　集石５号（第２５図）

　Ｈ－２７区で検出された。平坦部に形成され，一部樹根

による撹乱がみられる。礫の分布に沿って，Ⅶ層とⅧ層

土が混在した落ち込みがみられる。 （ＳＥ３）

　　　集石６号（第２６図）

　Ｈ－２７区で検出された。赤化，破砕しているものも

あった。石材は，青灰色で緻密かつなめらかで硬質のも
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の，灰白色でやや粗くやや硬質のもの，淡青灰色で緻密

かつ硬質のものの３つに大別できる。 （ＳＥ４）

　　　集石７号（第２６図）

　Ｈ－２８区で検出された。１２個の石を確認した。石材は

凝灰岩，頁岩が大部分であるが，アの礫は摩耗した面を

もつ黒曜石である。Ⅵ層起源のパミスを含んだⅦ層土の

落ち込みがみられる。落ち込みは最下部の一部とみられ

る。また，調査区境の壁面近くで検出されているので，

全容を捉えていない可能性もある。 （ＳＥ６）

　　　集石８号（第２７図）

　Ｈ－３０区で検出された。赤化，破砕しているものも

あった。石材は凝灰岩が多く，頁岩と砂岩も含まれる。

礫１～７以外のものはレベルが低いことから，かき出さ

れたか，８号集石以外のものである可能性がある。Ⅵ層

起源のパミスを含んだⅦ層土の落ち込みがみられるが，

樹根による撹乱がみられる。 （ＳＥ７）

　　　集石９号（第２８図）

　Ｈ－３１区で検出された。尾根の平坦部の落ち際に形成

されている。被熱しているもの多い。石材は凝灰岩が主

体で頁岩も含まれる。Ⅶ層とⅧ層土が混在した落ち込み

がみられる。落ち込みは２ヶ所あり，２基の集石の集合

である可能性がある。 （ＳＥ８）

　　　�土坑

　　　土坑１号（第２９図）

　Ｇ－２６区で検出された。Ⅸ層上面で検出したが，ⅩⅠ

層まで掘りこまれている。埋土内には礫や土器片，黒曜

石チップもみられる。規模は長軸１５０�，短軸１００�，深

さ３０�で卵を半カットした形状である。 （ＳＤ１４）

　　　土坑２号（第２９図）

　Ｆ－２１区で検出された。埋土内には礫が３点みられる。

規模は長軸１８０�，短軸１００�，深さ３０�で隅丸長方形で

ある。埋土はⅧ層土に２０～３０�の黄色パミスと，１�の

白色パミスが混在している。また，白色パミスは多量で

ある。 （ＳＤ３４）

　　　�落とし穴状遺構

　調査区の中央，Ｄ－１９区からＨ－２７区にかけて，１９基

が検出された。標高２９６ｍから２９８ｍにかけて，ほぼコン

ターラインに沿う形で検出されている。落とし穴状遺構

１３号と１９号を除き，全ての落とし穴状遺構の底面のほぼ

中央に，逆茂木痕と思われるピットが１基ずつ検出され

た。埋土については，全ての落とし穴状遺構の上部は，

Ｐ－１３を含むⅧ層土が中心となっている。Ｐ－１３は底部

に近づくにつれ量が少なくなっていくが，ほぼ全ての埋

土中にみられる。

　　　落とし穴状遺構１号（第３０図）

　Ｈ－２７区，Ⅸ層上面で検出された。平面の形状は楕円

形であり，一部削平されている。長軸が推定で１６６�，

短軸が推定で１１３�である。底面は長軸が１００�，短軸が

５７�である。深さは検出面から１８４�である。底面には

径１２�，深さ５８�の逆茂木痕が１本検出された。断面の

形状は，北側の壁は削平されているためにはっきりしな

いが，南側の壁は検出面から２１�で段を持ち，そこから

ほぼ垂直に下がる形状である。底面は平坦である。礫が

埋土①中から２点，埋土②中から１点検出された。

 （ＳＤ３３）

　　　落とし穴状遺構２号（第３１図）

　Ｇ－２５区，Ⅸ層上面で検出された。平面の形状は，樹

痕のためにはっきりしない。長軸は１６３�，短軸が９４�

である。底面は長軸が９８�，短軸が５４�である。深さは

検出面から１４５�である。底面には径６�，深さ５５�の

逆茂木痕が１本検出された。断面の形状は，東側の壁は

検出面から２０�，西側の壁は２６�で段を持ち，そこから

ほぼ垂直に下がる形状である。底面は平坦である。礫が

埋土②中から１点，床面付近から４点検出された。

 （ＳＤ１６）

　　　落とし穴状遺構３号（第３２図）

　Ｇ－２５区，Ⅸ層上面で検出された。平面の形状は楕円

形であり，長軸が１３１�，短軸が８８�である。底面は長

軸が７０�，短軸が３８�である。深さは検出面から１５５�

である。底面には径８�，深さ５１�の逆茂木痕が１本検

出された。断面の形状は，西側の壁は検出面から１５�，

東側の壁は１５�で段を持ち，そこからほぼ垂直に下がる

形状である。底面は平坦である。礫が埋土①中から１点，

埋土②中から１点検出された。 （ＳＤ１８）

　　　落とし穴状遺構４号（第３３図）

　Ｇ－２３区，Ⅸ層上面で検出された。平面の形状は楕円

形であり，長軸が１６１�，短軸が９２�である。底面は長

軸が５４�，短軸が３９�である。深さは検出面から１６１�

である。底面には逆茂木痕が１本検出されたが，実測は

できなかった。断面の形状は，西側の壁は検出面から２９

�，東側の壁は３４�で段を持ち，そこから緩やかに下が

る形状である。底面は平坦である。 （ＳＤ１９）

　　　落とし穴状遺構５号（第３４図）

　Ｇ－２７区，Ⅸ層上面で検出された。平面の形状は楕円

形であり，長軸が１３９�，短軸が８６�である。底面は長

軸が７３�，短軸が２９�である。深さは検出面から１６７�

である。底面には径４�，深さ５０�の逆茂木痕が１本検

出された。断面の形状は，北側の壁は検出面から２７�，

南側の壁は２５�で段を持ち，そこからほぼ垂直に下がる

形状である。底面は平坦である。礫が埋土①中から１点

検出された。 （ＳＤ１５）

　　　落とし穴状遺構６号（第３５図）

　Ｆ－２６区で検出された。樹痕のためにⅩ層上面での検

出となったが，他の落とし穴状遺構と同様に，Ⅸ層上面
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　　集石１号（Ｆー２４区） 
 
 

　　集石２号（Ｆ―２６区） 
 
①　暗褐色土（１０ＹＲ３／４）。Ⅶ層を

中心とした色合い。径１㎜～数㎜
の黄色または橙色のパミスを少量
含む。粘りややあり。しまりあり。 

②　黒褐色土（１０ＹＲ２／３）。①より
全体的に黒っぽい。Ⅷ層の可能性
あり。径１㎜程度の白いパミスを
多く含む。また，径１㎜～数㎜の
黄色または橙色のパミスを少量含
む。粘りややあり。しまりあり。
①よりしまっている。 
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　　集石３号（Ｇ―２７区） 
①　やや赤みがかった黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。Ⅶ層＋Ⅷ層の混ざり土。 
　地山と比べるとやや柔らかい。所々径５～１５㎜程度のパミスを含む。径１㎜程度の白色パミスも入るがⅧ層土よりは少ない。 
②　Ⅷ層土黒色土（７．５ＹＲ１．７／１） 
　　径１㎜程度の白色パミスが多く入る。混ざり土と比べてややしまっている 
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　　集石４号（Ｇ―２７区） 
①　Ⅶ層土主体。①よりやや明るいパミスをあまり含まない。 
②　Ⅶ層＋Ⅷ層の混ざり土。径５～１０㎜位のパミスを含む。 

　　集石５号（Ｇ―２９） 
①　暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）やや 
　黄色く明るい。 
　　径５～１５㎜程度のパミス，径１㎜程度の 
　白色を含む。 
②　黒褐色土（７．５ＹＲ２／２） 
　径１㎜程度のパミスを含む。 
　　所々にⅨ層ブロックの浮き上がりがみられる。 
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　集石７号（Ｈ―２８区） 
①　黒褐色土（１０ＹＲ２／３）中に３㎜大の黄パミス少量と，１㎜大の白パミ

スごくわずかが含まれ，しまった層である。 
②　暗褐色土（１０ＹＲ３／３）に５㎜大の黄パミスが多く，１㎜大の白パミス

がわずかに含まれ，また，黒褐色土（１０ＹＲ２／２）に白いパミスがわずか
に混じる。２～３㎝大のブロックが多く含まれる。ややしまる。（Ⅷ層
土か？） 

① 

①
 
②
 

　　集石６号（Ｈー２７区） 
①　黒褐色土（１０ＹＲ３／４）に黄橙色（１０Ｙ
Ｒ８／８）のパミス（５㎜～１㎝大のもの）
が多く含まれ，にぶい黄褐色（１０ＹＲ４
／３）のブロックがやや多く含まれる。
固さはしまっている。また，黄褐色土

（１０ＹＲ５／６）の２～３㎝大のブロック（Ⅸ
層？）も少し含む。２～３㎜大の白色
パミスもやや多く含む。 
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　　集石８号（Ｈ－３０区） 
①　黒褐色土（１０ＹＲ２／３）に橙色（７．５ＹＲ６／８）の５㎜大のパミスをわずかに含む。硬さはやや締まっている。 
②　褐色土（１０ＹＲ４／４）に明黄褐色（１０ＹＲ７／６）のパミスをやや含む。硬さは締まっているが基本的に柔らかい。（５㎜大） 
③　波線の内側はⅨ層及びⅧ層ににぶい黄褐色土（１０ＹＲ４／３）が入りこんでいる範囲 
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　　集石９号（Ｈ―３１区） 
①　褐色土（１０ＹＲ４／４）に，明黄褐色（１０ＹＲ７／６）のパミス（５㎜大）をやや

含む。固さはしまっているが，基本的にやわらかい。 
　（集石８号と同じ層） 
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－５３－

で検出されるものと思われる。平面の形状は楕円形であ

り，長軸が推定で１１４�，短軸が７９�である。底面は長

軸が７９�，短軸が３７�である。深さは検出面から１７０�

である。底面には径８�，深さ４４�の逆茂木痕が１本検

出された。断面の形状は，樹痕のために他の落とし穴状

遺構にみられるような段は判別できないが，ほぼ垂直に

下がる形状である。底面は平坦である。礫が埋土①中か

ら１点検出された。 （ＳＤ３５）

　　　落とし穴状遺構７号（第３６図）

　Ｆ－２６区，Ⅸ層上面で検出された。平面の形状は楕円

形であり，長軸が１４３�，短軸が９２�である。底面は長

軸が７６�，短軸が４１�である。深さは検出面から１６８�

である。底面には径１０�，深さ５３�の逆茂木痕が１本検

出された。断面の形状は，西側の壁は検出面から２５�，

東側の壁は２０�で段を持ち，そこからほぼ垂直に下がる

形状である。底面は平坦である。 （ＳＤ１３）

　　落とし穴状遺構８号（第３７図）

　Ｆ－２５区，Ⅸ層上面で検出された。平面の形状は楕円

形であり，長軸が１６７�，短軸が１０９�である。底面は長

軸が９８�，短軸は推定で５１�である。深さは検出面から

２０８�である。底面には径８�，深さ４６�の逆茂木痕が

１本検出された。断面の形状は，北側の壁は検出面から

３９�，北側の壁は６９�で段を持ち，樹痕と思われる外側

へのふくらみが一部あるものの，段からほぼ垂直に下が

る形状である。底面は平坦である。 （ＳＤ１７）

　　　落とし穴状遺構９号（第３８図）

　Ｅ－２５区，Ⅸ層上面で検出された。平面の形状は楕円

形であり，長軸が１４１�，短軸が９８�である。底面は長

軸が６０�，短軸が３７�である。深さは検出面から１９６�

である。底面には径５�，深さ４４�の逆茂木痕が１本検

出された。断面の形状は，西側の壁は検出面から３４�，

東側の壁は３２�で段を持ち，そこからほぼ垂直に下がる

形状である。底面は平坦である。 （ＳＤ２０）

　　　落とし穴状遺構１０号（第３９図）

　Ｅ－２４区，Ⅸ層上面で検出された。平面の形状は楕円

形であり，長軸が１５６�，短軸が９５�である。底面は長

軸が６９�，短軸が３１�である。深さは検出面から１９１�

である。底面には径６�，深さ４４�の逆茂木痕が１本検

出された。断面の形状は，西側の壁は検出面から２１�，

東側の壁は４１�で段を持ち，そこからほぼ垂直に下がる

形状である。底面は平坦である。 （ＳＤ２５）

　　落とし穴状遺構１１号（第４０図）

　Ｄ－２３区，Ⅸ層上面で検出された。平面の形状は楕円

形であり，長軸が１６８�，短軸が１１５�である。底面は長

軸が５８�，短軸が４２�である。深さは検出面から２２０�

である。底面には径８�，深さ５４�の逆茂木痕が１本検

出された。断面の形状は，南側の壁は検出面から２４�，

南東側の壁は３２�で段を持ち，そこからほぼ垂直に下が

る形状である。底面は，南側は平坦であり，北側は中央

から緩やかに立ち上がっている。 （ＳＤ３１）

　　　落とし穴状遺構１２号（第４１図）

　Ｅ－２５区，Ⅸ層上面で検出された。平面の形状は楕円

形であり，長軸が１５２�，短軸が９３�である。底面は長

軸が８８�，短軸が４５�である。深さは検出面から１３０�

である。底面には径９�，深さ５６�の逆茂木痕が１本検

出された。断面の形状は，南側の壁は検出面から３７�，

北側の壁は１９�で段を持ち，そこから南側の壁は緩やか

に，北側の壁はほぼ垂直に下がる形状である。底面はほ

ぼ平坦である。 （ＳＤ２２）

　　　落とし穴状遺構１３号（第４２図）

　Ｄ－２４区，Ⅸ層上面で検出された。平面の形状は卵形

であり，長軸が９６�，短軸が７２�である。底面は長軸が

５９�，短軸が３９�である。深さは検出面から１２７�であ

る。底面には逆茂木痕はみられなかった。断面の形状は，

西側の壁は検出面から２５�，東側の壁は４２�で緩やかな

段を持ち，そこからほぼ垂直に下がる形状である。底面

は平坦である。 （ＳＤ２６）

　　　落とし穴状遺構１４号（第４３図）

　Ｄ－２２区，Ⅸ層上面で検出された。平面の形状は楕円

形であり，長軸が１５６�，短軸が８４�である。底面は長

軸が８７�，短軸が３４�である。深さは検出面から１７２�

である。底面には径８�，深さ７６�の逆茂木痕が１本検

出された。断面の形状は，東側の壁は検出面から３６�，

南側の壁は２０�で，ごく緩やかな段を持ち，そこからほ

ぼ垂直に下がる形状である。底面は平坦である。

 （ＳＤ３６）

　　　落とし穴状遺構１５号（第４４図）

　Ｄ－２１区，Ⅸ層上面で検出された。平面の形状は楕円

形であり，長軸が１５６�，短軸が８２�である。底面は長

軸が９９�，短軸が２０�である。深さは検出面から１８５�

である。底面には径８�，深さ４２�の逆茂木痕が１本検

出された。断面の形状は，西側の壁の段は樹痕により

はっきりしないが，東側の壁は検出面から２７�で段を持

ち，そこからほぼ垂直に下がる形状である。底面は，西

側は中央から緩やかに立ち上がり，東側は平坦である。

 （ＳＤ４２）

　　　落とし穴状遺構１６号（第４５図）

　Ｄ－２０区，Ⅸ層上面で検出された。平面の形状は楕円

形であり，長軸が１４６�，短軸が９５�である。底面は長

軸が７０�，短軸が３７�である。深さは検出面から１６７�

である。底面には径７�，深さ４２�の逆茂木痕が１本検

出された。断面の形状は，北側の壁は検出面から２１�で

ごく緩やかな段，南側の壁は４８�で段を持ち，そこから

ほぼ垂直に下がる形状である。底面は平坦である。

 （ＳＤ３９）
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黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。径１０～３０�の橙色パミス（Ｐ－１３），径１�前後の白色パミ
スを含む。①

褐色土（７．５ＹＲ４／４）。①と⑩の混土層。①が優勢。②

褐色土（７．５ＹＲ４／６）。��～��層起源のブロック。③

暗褐色土（１０ＹＲ３／３）。①と⑦の混土層。④

⑦のブロック。部分的に①との混土だが，⑦が優勢。⑤

①と⑦の混土。白色，黄色パミスが多く，やや①が優勢。⑥

暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）。①と��～��層の混土か？径１�前後の黄色，白色パ
ミスをわずかに含む。⑦

暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）。①と⑩の混土。①が優勢で径２０�前後のＰ－１３とサツマブ
ロックを含む。②よりも①の割合が多い。⑧

暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）。①と⑩の混土。②と比べやや⑩が優勢。⑨

暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）。��～��層起源と考えられる混土層。少量の①を含む。⑩

①と⑩の混土層。⑧とほぼ同じ。⑪

褐色土（７．５ＹＲ４／４）。��～��相当のブロック。⑩のように混土状態になって
おらず，やや明るい。⑫

⑩とほぼ同じだが，①は含まない。⑬

黄橙色土（１０ＹＲ８／６）。⑩と��ｂ層の混土層。��ｂ層が優勢で白っぽい。⑭

にぶい黄橙色土（１０ＹＲ６／４）。⑬と⑭の混土層だが，⑬が優勢。⑮

⑬と⑭の混土層だが，⑭が優勢。⑬はブロック状になっている。⑯
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黒色土（１０ＹＲ１．７／１）。Ⅷ層土。径１０�前後の橙色パミス（Ｐ－１３），径１�前後の
白色パミスを多く含む。①

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。径１０�前後のＰ－１３を少量含む。径１�前後の白色パミ
スは少ない。粘質。②

黒褐色土（７．５ＹＲ３／１）。①と②の混土層だが①が主体。①よりやや明るい。③

黒褐色土（７．５ＹＲ３／１）。③とほぼ同じだが，①の割合がやや少ない。④

②とほぼ同じだが，②よりも黒っぽい。⑤

黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。�層土と⑤の混土層。⑥
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黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。径１０～４０㎜ の橙色パミス（Ｐ－１３）を多量に含む。径１
�前後の白色パミスを多く含む。①

黒色土（７．５ＹＲ２／１）。①よりもＰ－１３が極端に減る。１�前後の白色粒は多い。②

⑤に同じ。③

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。①と⑥の混土層。ただしＰ－１３はほとんど含まない。④

褐色土（７．５ＹＲ４／６）。⑥とほぼ同じだが，やや明るい。⑤

褐色土（７．５ＹＲ４／４）。①と��～��層との混土層。��～��層がやや優勢。⑥

極暗褐色土（７．５ＹＲ２／３）。⑥とほぼ同じだが，やや暗い。⑦

黒色土（７．５ＹＲ２／１）。②とほぼ同じだが，径２０～３０�のＰ－１３が部分的にブロック
状に混入する。⑧

Ｐ－１３は含まず，⑧よりも径１�前後の白色パミスは少ない。しまりはなく，軟
らかい。⑨
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黒褐色土。径５～２０�の黄色のパミス，径２～５�の白色のパミスが混入。①

褐色土。径５～２０�の黄色のパミス，径２～５�の白色のパミスが混入。②

②よりも明るい。やや茶褐色ぎみ。径２～５�の白色のパミスが少ない。③

③よりもやや暗い。④

④よりもやや暗い。⑤

淡褐色土。フカフカしている。⑥

樹痕。フカフカして，やわらかい。⑦

シラス主体の混ざり土。径１０�前後の逆茂木痕の可能性のある細長い掘り込み
があったが，実測はできなかった。⑧
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黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。Ⅷ層土。径１０�前後の橙色パミス（Ｐ－１３），径１�前後の
白色パミスを含む。①

黒褐色土（７．５ＹＲ３／１）。①とほぼ同じだが，やや明るい。②

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。Ｐ－１３を含まず，径３�前後のサツマブロックを含む。③

暗褐色土（７．５ＹＲ３／３）。①と�・��層土の混土層。④

極暗褐色土（７．５ＹＲ２／３）。③とほぼ同じだが，Ｐ－１３を含む。⑤

明褐色土（７．５ＹＲ５／６）。⑨と��～��層土の混土層。⑥

暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）。��～��層土のブロック。しまりややあり。粘りほぼ
なし。⑦

褐色土（１０ＹＲ４／６）。径４～５�前後のサツマブロックが集中する。⑧

黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。⑤より明るく，茶色い。径１０～３０�前後のサツマブロッ
クを多く含み，Ｐ－も少量含む。⑨

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。径１０�前後のＰ－１３，径１�前後の白色パミスを含む。⑩
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黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。径１０～３０ｍｍの橙色パミス（Ｐ－１３），径１�前後の
白色パミスを含む。①

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。①に似るがＰ－１３をほとんど含まない。径１�前後
の白色パミスは多い。②

②と④の混土層。やや②が優勢。③

褐色土（７．５ＹＲ４／３）。��～��層土のブロック。④

褐色土（７．５ＹＲ４／３）。④とほぼ同じだが，やや暗い。��～��層土を含
む。⑤

暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）。③とほぼ同じだが，④⑤のブロックを含まない。
③よりやや明るい。⑥

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。①に似るが，Ｐ－１３はほとんど含まない。径１～３
�のサツマブロックを含む。⑦

明褐色土（７．５ＹＲ５／６）。サツマブロック。⑧

極暗褐色土（７．５ＹＲ２／３）。⑦とほぼ同じだが，わずかに明るい。⑨

褐色土（７．５ＹＲ４／４）と⑨の混土層。褐色土が優勢で，やわらかくフカフカ。⑩
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褐色土（７．５ＹＲ４／４）。①に��ｂ層土がブロック状に混ざる。しまりややあり。
粘りなし。⑤

褐色土（７．５ＹＲ４／４）。⑤のブロック。しまりややあり。粘りなし。⑥

⑤よりも①の割合が少ない。⑦

��ｂ層土主体の混土層。⑧

サツマブロック。⑨

⑦より��ｂ層土の割合が多い。⑩

⑧より��ｂ層土の割合がさらに多い。⑪

⑪より��ｂ層土の割合が多い。⑫

黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。�層土。径１０�前後の橙色パミス（Ｐ－１３），径１０～３０�
の黄褐色パミス，径１�前後の白色パミスを含む。①

黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。①主体の混土層。径１０～５０�前後のサツマブロックを
含む。しまりややあり。粘りなし。②

黄褐色土（１０ＹＲ５／６）。��ｂ層土主体の混土層。しまりややあり。粘りなし。③

暗褐色土（１０ＹＲ３／４）。①主体の混土層。しまりややあり。粘りなし。④
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黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。径１０～４０�の橙色パミス（Ｐ－１３）を少量，径１�前後
の白色パミスを多く含む。しまりややあり。粘りややあり。①

黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。①と④の混土層。③よりやや明るい。②

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。①と④の混土層。①が優勢。径５�前後のＰ－１３を少量
含む。径１�前後の白色パミスも含む。③

褐色土（７．５ＹＲ４／６）。��～��層起源。しまりややあり。粘りややあり。④

暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）。①と④の混土層。④が優勢。一部樹痕による攪乱あり。⑤

褐色土（７．５ＹＲ４／３）。①と④と⑦の混土層。⑥

極暗褐色土（７．５ＹＲ２／３）。サツマブロックが中心。⑦

明褐色土（７．５ＹＲ５／８）。��～��層起源の粘質土ブロック。⑧

暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）。⑥とほぼ同じだが白色パミスが⑥よりやや多い。⑨

⑦に同じ⑩

褐色土（７．５ＹＲ４／４）。④と⑦の混土層。⑪

褐色土（７．５ＹＲ４／３）。⑨とほぼ同じだが白色パミスの量が少ない。⑫

明褐色土（７．５ＹＲ５／６）。粘質土ブロック。⑬

⑦に同じ⑭

黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。�層土。径１�前後の白色パミスを含む。⑮

⑦に同じ⑯

⑮に同じ⑰

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。⑫とほぼ同じだが白色パミスの量が少ない。⑱

黄褐色層。しまりはなく，軟らかい。粘りなし。⑲

⑫を主体とするブロック状の混土層。⑳

��ｂ層のブロック状混土層。しまりなし。粘りなし。�
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暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）。①と⑩の混土層。⑨

褐色土（７．５ＹＲ４／４）。��～��層起源のブロック。⑩

暗褐色土（７．５ＹＲ３／３）。⑥よりやや明るい。Ｐ－１３は⑥より多い。径２０～３０�の
サツマブロックを含む。⑪

褐色土（７．５ＹＲ４／４）。樹痕。⑫

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。⑪とほぼ同じだが，黒色土が優勢で，Ｐ－１３が少ない。
白色パミスはやや多い。⑬

褐色土（７．５ＹＲ４／３）。シラスを含むブロック状の混土層。⑭

にぶい褐色土（７．５ＹＲ５／４）。��ｂ層と⑭の混土層。⑮

黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。径１０�前後の橙色パミス（Ｐ－１３），径１ｍ前後の黄色，
白色パミスを含む。①

褐色土（７．５ＹＲ４／４）。①と��～��層土の混土層。やや��～��層土が優
勢。②

樹痕。Ⅷ層土。③

黒色土（７．５ＹＲ２／１）。①とほぼ同じだが，やや明るい。④

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。④とほぼ同じだが，やや明るい。径４０�前後のサツマ
ブロックが目立つ。⑤

黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。①とほぼ同じだが，Ｐ－１３が少ない。⑥

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。⑥とほぼ同じだが，Ｐ－１３が細粒化している。⑦

極暗褐色土（７．５ＹＲ２／３）。①と��～��層土との混土層。⑧
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黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。�層土。径１０～３０�前後の橙色パミス（Ｐ－１３），径１�
前後の白色パミスを含む。しまりあり。粘りなし。①

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。①を主体とする③との混土層。しまりややあり。粘り
なし。②

褐色土ブロック（７．５ＹＲ４／４）。粘質土。③

黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。②よりも③の割合が多い。径３～４�のサツマブロッ
クを含む。④

暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）。③を主体とする混土層。⑤

黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。①と③の混土層。⑥

黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。④とほぼ同じだが，やや暗い。⑦

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。①と③の混土層。②よりやや①が多く暗い。⑧

黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。�層土主体の混土層。サツマブロックを含むが①に見
られる橙色パミスは含まない。⑨

明褐色土（７．５ＹＲ５／６）。シラス混入の砂質土。⑩
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黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。④と⑦の混土層。④がやや優勢で白色パミスを多く含
む。⑥

褐色土（７．５ＹＲ４／３）。⑧とサツマブロックを含む��～��層土の混土層。径
１０�前後のＰ－１３をわずかに含む。白色パミスは少ない。⑦

極暗褐色土（７．５ＹＲ２／３）。⑦と⑩の混土層。やや⑩が優勢。⑧

褐色土（７．５ＹＲ４／３）。④と��ｂの混土層。��ｂがやや優勢。樹痕か？⑨

黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。④と��ｂの混土層。④が優勢。径３�前後のサツマ
ブロックを含む。⑩

にぶい褐色土（７．５ＹＲ５／４）。④と��ｂの混土層。��ｂが優勢で明るく，や
わらかい。⑪

橙色土（７．５ＹＲ６／６）。��ｂ層主体の混土層。⑫

黒色土（７．５ＹＲ２／１）。径１０～２０�の橙色パミス（Ｐ－１３），径１�前後の白色，黄
色パミスを含む。①

黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。①とほぼ同じだが，やや暗い。②

褐色土（７．５ＹＲ４／４）。��～��層起源のブロック。③

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。②と⑥の混土層。径１�前後の白色パミスを多く含む。
径５～１５�前後のＰ－１３を少量含む。④

黒褐色土（７．５ＹＲ３／１）。④と�～��層土の混土層。�～��層土がやや優勢。⑤



－６５－

B'

A A'

B

L=296.20ｍ 
A A' B B'

0 1ｍ 

① 

② 

⑦ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

③ 
Ⅹ 

ⅩⅠ 

ⅩⅡ 

ⅩⅢ 

ⅩⅣ 

ⅩⅦ 

ⅩⅤa

ⅩⅥ 

Ⅸ 
Ⅹ 

ⅩⅠ 

ⅩⅡ 

ⅩⅢ 
ⅩⅣ 

ⅩⅦ 

ⅩⅤa

ⅩⅥ 

Ⅸ 

ⅩⅤb

ⅩⅤb

��������	
�����������

黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。径２０�前後の橙色パミス（Ｐ－１３），径１～２�前後の黄
色，白色パミスを含む。①

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。①とほぼ同じだが，やや明るい。②

サツマブロック。③

黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。①とほぼ同じだが，サツマブロック，橙色パミス，白
色パミスの割合がやや増える。④

極暗褐色土（７．５ＹＲ２／３）。②とほぼ同じだが，やや明るい。⑤

黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。①と�～��層土の混土層。⑥

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。⑥よりも①の割合が多い。⑦

褐色土（７．５ＹＲ４／３）。粘質土。⑧
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黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。径１０�前後の橙色パミス（Ｐ－１３），径１�前後の白色パ
ミス，径１０～２０�のサツマブロックを含む。①

暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）。��～��層土の混土ブロック。わずかに①を含む。②

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。①とほぼ同じだが，やや茶色い。③

黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。①とほぼ同じだが，Ｐ－１３やサツマブロックはあまりみ
られない。白色パミスの量も少ない。④

黒褐色土（７．５ＹＲ３／１）。④と��～��層土の混土。��～��層土が多い。
やや粘性がある。⑤

褐色土（７．５ＹＲ４／３）。��～��層相当のブロック。⑥
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黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。径１０～３０�の橙色パミス（Ｐ－１３），径１�前後の白色パ
ミスを含む。①

極暗褐色土（７．５ＹＲ２／３）。�～��層土の混土層。パミス等をほとんど含まな
い。②

黒色土（７．５ＹＲ２／１）。�層土のブロックだが，パミス等はほとんど含まない。③

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。①と②の混土層。径３０～４０�のサツマブロックを含む。④

黒色土（７．５ＹＲ２／１）。①と②の混土層。②が優勢でパミス等が少ない。④より
やや暗い。⑤

②に同じ⑥

黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。⑤とほぼ同じだが，サツマブロックを含む。⑦

黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。�～��層起源の混土層。②と似ているがやわらかい。⑧

黒色土（７．５ＹＲ２／１）。�層土主体の混土層。Ｐ－１３は含まないが，白色パミスは
少量含む。⑨

明褐色土（７．５ＹＲ５／６）。サツマブロック。径１０～２０�に砕片化している。⑩

極暗褐色土（７．５ＹＲ２／３）。⑧と⑫の混土層。⑧が優勢。⑪

黒色土（７．５ＹＲ２／１）。�層土主体の混土層。径１０�前後のサツマブロック，白
色パミスをわずかに含む。⑫

⑧に同じ⑬

⑫に同じ⑭

黄橙色土（１０ＹＲ８／６）。シラス主体の混土層。⑮

橙色土（７．５ＹＲ６／８）。シラス主体の混土層。⑮よりも色調がはっきりしている。⑯

暗褐色土（７．５ＹＲ３／３）。⑧，⑫，��ａのブロック等の混土層。ブロック状。
やわらかくしまりなし。⑰



－６８－

B'

A A'

B

L=296.60ｍ 
A A' B B'

0 1ｍ 

① 

② 

⑦ 

④ 
⑤ ⑥ 

⑧ 

⑩ 

③ 

⑨ 

⑫ 

⑪ 

���������	
����������

黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。径１０～３０�前後の橙色パミス（Ｐ－１３），径１～３�前後
の黄色パミス，径１�前後の白色パミスを含む。①

黒色土（７．５ＹＲ２／１）。①と③の混土層。①よりもＰ－１３が少なく，全体的にやや
明るい。②

黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。�～��層起源の混土層。③

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。②と③の混土層。②よりもＰ－１３が少ない。わずかにサ
ツマブロックを含む。④

黒褐色土（７．５ＹＲ３／１）。④と⑩の混土層。⑤

径３�前後に砕片化したサツマブロック。⑥

径１�前後に砕片化したサツマブロック。⑦

極暗褐色土（７．５ＹＲ２／３）。⑩と��～��層土の混土層。��～��層は径５
�前後のブロック状。Ｐ－１３を含む。⑧

サツマブロック。⑨

黒色土（７．５ＹＲ１／１．７）。Ｐ－１３を含む。シラスブロックを少量含む。⑩

褐色土（１０ＹＲ４／６）。⑩とシラスの混土層。⑪

にぶい褐色土（７．５ＹＲ５／４）。⑩とシラスの混土層。⑫



－６９－

B

A

B'

A

A'

L=296.30m A' B B'

 

Ⅸ 

Ⅹ 

ⅩⅠ 

ⅩⅡ 

ⅩⅢ 

ⅩⅣ 

ⅩⅤ 

ⅩⅥ 

ⅩⅦ 

Ⅸ 

Ⅹ 

ⅩⅠ 

ⅩⅡ 

ⅩⅢ 

ⅩⅣ 

ⅩⅤ 

ⅩⅥ 

ⅩⅦ 

① 

③ 
② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ ⑧ 

⑦ 

⑨ 

⑩ 

0 1m 

ⅩⅧ 

ⅩⅧ 

��������	
�����������

黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。径１０～３０�前後の橙色パミス（Ｐ－１３），径３�前後の黄
色パミス，径１�前後の白色パミスを多く含む。①

黒色土（７．５ＹＲ２／１）。①と③の混土層。②

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。①と�～��層土の混土層。③

黒褐色土（７．５ＹＲ３／１）。径１０�前後のＰ－１３を含む。②よりのパミスの量は少な
い。径１０～２０�のサツマブロックをわずかに含む。④

極暗褐色土（７．５ＹＲ２／３）。⑥とサツマブロックの混土層。径１０～２０�のＰ－１３を
わずかに含む。⑤

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。径３�前後の黄色パミス，径１�前後の白色パミスを
多く含む。⑥

極暗褐色土（７．５ＹＲ２／３）。⑧とサツマブロックの混土層。⑦

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。径１�前後の白色パミス，径１０�前後のＰ－１３を少量含
む黒色土。⑧

黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。①と�～��層の混土層。⑨

⑦，⑧，��層土の混土層。やわらかくしまりなし。⑩
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黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。径１０～２０�前後の橙色パミス（Ｐ－１３），径１～３�の黄
色パミス，径１�前後の白色パミスを含む。①

褐色土（７．５ＹＲ４／３）。�層起源の混土層。白色パミスを少量含む。②

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。①に似ているが，Ｐ－１３，白色パミスともにやや量が減
る。③

極暗褐色土（７．５ＹＲ２／３）。②と③の混土層。③がやや優勢。③よりやや明るい。④

暗褐色土（７．５ＹＲ３／３）。③よりもＰ－１３は少なく，径１�前後の白色パミスは多
い。径２０～５０�のサツマブロックを含む。⑤

黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。⑤よりパミスの量がやや減る。サツマブロックを少量
含む。⑥

黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。⑥よりさらにパミスの量が減る。⑦

暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）。��～��層土主体の混土層。⑧

①に同じ。⑨

褐色土（７．５ＹＲ４／３）。⑧と⑨の混土層。しまりはなく，やわらかい。⑩
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黒色土（７．５ＹＲ１．７／１）。径１０～３０�前後の橙色パミス（Ｐ－１３），径３�前後の黄
色パミス，径１�前後の白色パミスを多く含む。①

黒色土（７．５ＹＲ２／１）。③と似ているが③より明るく，Ｐ－１３がやや少ない。②

黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。④と⑥の混土層。樹痕か？③

暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）。��～��層主体の混土層。樹痕か？④

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。④よりも明るい。パミス等の状況は④に似ている。⑤

黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）。⑦よりも明るい。パミス等の状況は④に似ている。⑥

褐色土（７．５ＹＲ４／４）。��～��層土の砂質土。⑦
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黒色土（１０ＹＲ１．７／１）。�層土だがパミス等をほとんど含まない。①

黒色土（７．５ＹＲ２／１）。①と④の混土層。②

暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）。サツマブロックを多く含む。③

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。�～��層の混土層。径３�前後のサツマ
ブロックを含む。④

黒色土（７．５ＹＲ２／１）。④に似ているが，サツマブロックがやや少な
く，やや暗い。⑤

暗褐色土（７．５ＹＲ３／３）。④に似ているが，サツマブロックがやや多
い。⑥

褐色土（７．５ＹＲ４／４）。④に似ているが，サツマブロックがさらに多
い。⑦

明褐色土（７．５ＹＲ５／８）。サツマブロック。⑧

褐色土（７．５ＹＲ４／４）。色調は⑦に似ているが，サツマブロックは含
まない。⑨

褐色土（７．５ＹＲ４／６）。砕片化したサツマブロック。⑩

黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）。�～��層起源とみられる黒色粘質土。径
３�前後の黄色パミスを含む。⑪

極暗褐色土（７．５ＹＲ２／３）。黄色パミスは含まない。⑫
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　　　落とし穴状遺構１７号（第４６図）

　Ｅ－２１区，Ⅸ層上面で検出された。平面の形状は楕円

形であり，一部削平されている。長軸が推定で１４２�，

短軸が推定で７９�である。底面は長軸が７５�，短軸が３９

�である。深さは検出面から１４０�である。底面には径

８�，深さ５７�の逆茂木痕が１本検出された。断面の形

状は，東側の壁は検出面から２２�，西側の壁は推定で２６

�で段を持ち，そこからほぼ垂直に下がる形状である。

底面は平坦である。 （ＳＤ４０）

　　　落とし穴状遺構１８号（第４７図）

　Ｅ－２０区，Ⅸ層上面で検出された。平面の形状は楕円

形であり，長軸が１２９�，短軸が８９�である。底面は長

軸が７３�，短軸が３４�である。深さは検出面から１３２�

である。底面には径８�，深さ４５�の逆茂木痕が１本検

出された。断面の形状は，北側の壁は検出面から３２�，

南側の壁は４６�で段を持ち，そこからほぼ垂直に下がる

形状である。底面は平坦である。 （ＳＤ３８）

　　　落とし穴状遺構１９号（第４７図）

　Ｄ－１９区，Ⅸ層上面で検出された。平面の形状は卵形

であり，長軸が１５０�，短軸が１１３�である。底面は長軸

が６５�，短軸が３０�である。深さは検出面から７９�であ

る。底面には逆茂木痕はみられなかった。断面の形状は，

検出面から東側，西側の壁とも複数の小さな段を持ち，

緩やかに下がる形状である。底面は平坦である。埋土に

ついては，他の落とし穴状遺構には多くみられるＰ－１３

や径１�前後の白色パミスの量が，極端に少ないという

特徴がある。調査担当者は，落とし穴状遺構ではない可

能性も指摘している。 （ＳＤ４３）
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備考

底面のピット底面上面検出面か
らの深さ
（�）

形状検出面遺構名 検出面から
の深さ（�）

上面の径
（�）数短軸（�）長軸（�）短軸（�）長軸（�）

上部は一部削平５８１２１５７１００１１３?１６６?１８４楕円形Ⅸ層落とし穴状遺構１号

上部は一部削平５５６１５４９８９４１６３１４５不定形？Ⅸ層落とし穴状遺構２号

５１８１３８７０８８１３１１５５楕円形Ⅸ層落とし穴状遺構３号

底面のピットは実
測不可１３９５４９２１６１１６１楕円形Ⅸ層落とし穴状遺構４号

５０４１２９７３８６１３９１６７楕円形Ⅸ層落とし穴状遺構５号

樹痕のため検出は
Ⅹ層４４８１３７７９７９１１４?１７０楕円形Ⅹ層？落とし穴状遺構６号

５３１０１４１７６９２１４３１６８楕円形Ⅸ層落とし穴状遺構７号

４６８１５１?９８１０９１６７２０８楕円形Ⅸ層落とし穴状遺構８号

４４５１３７６０９８１４１１９６楕円形Ⅸ層落とし穴状遺構９号

４４６１３１６９９５１５６１９１楕円形Ⅸ層落とし穴状遺構１０号

５４８１４２５８１１５１６８２２０楕円形Ⅸ層落とし穴状遺構１１号

５６９１４５８８９３１５２１３０楕円形Ⅸ層落とし穴状遺構１２号

０３９５９７２９６１２７卵形Ⅸ層落とし穴状遺構１３号

７６８１３４８７８４１５６１７２楕円形Ⅸ層落とし穴状遺構１４号

４２８１２０９９８２１５６１８５楕円形Ⅸ層落とし穴状遺構１５号

４２７１３７７０９５１４６１６７楕円形Ⅸ層落とし穴状遺構１６号

上部は一部削平５７８１３９７５７９?１４２?１４０楕円形Ⅸ層落とし穴状遺構１７号

４５８１３４７３８９１２９１３２楕円形Ⅸ層落とし穴状遺構１８号

０３０?６５?１１３１５０７９卵形Ⅸ層落とし穴状遺構１９号
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　　２　土器（第４９～５１，５３～５６，５８図）

　早期土器は１０類に分類した。各類について，以下に記

述する。

　第１類土器（４４～５８）

　１５点を図化した。器形的特徴としては，円筒形土器で

ある。口縁部が直行し，胴部から底部までは直線的で底

部は平底を呈する深鉢形土器である。口唇部には，平坦

面を形成するものである。

　施文的特徴としては，口唇部上面に刻みを施す。口縁

部文様帯外面には，貝殻刺突文を横位に２～３条，もし

くは斜位に横方向へ巡らす。その下には，クサビ形状貼

付文を数条巡らす。５７では，３条の粘土紐状貼付文にな

り，その間に縦位の貝殻刺突文を施す。胴部文様帯では，

胴部下端部外面にかけて斜位，もしくは横位の貝殻条痕

文を地文とし施すものである。調整方法としては，口縁

部から底部にかけて，工具によるケズリ調整後に，ナデ

調整を施すものである。加栗山式土器に相当すると考え

られる。

　第２類土器（５９～９３）

　３５点を図化した。器形的特徴としては，円筒形土器と

角筒形土器である。口唇部に平坦面を形成し，口縁部は

外反し，胴部から底部までは直線的で，底部は平底を呈

する深鉢形土器である。

　施文的特徴としては，口唇部に縦位の刻みを施す。口

縁部文様帯では，横位の貝殻刺突文もしくは貝殻押引文

を巡らし，その下には密接な貝殻刺突文を施すことでク

サビ状を呈する。胴部文様帯には，貝殻押引文を横位も

しくは縦位で横方向に巡らす。胴部下端部には縦位の刻

みを施すものである。調整方法としては，口縁部から底

部にかけて，工具によるケズリ調整後に粗いナデ調整を

施すものである。４７と５０には補修孔と考えられる孔が，

口縁部下端にヘラ工具により穿たれている。吉田式土器

に相当すると考えられる。

　第３類土器（９４）

　口縁部の１点を図化した。器形的特徴としては，口唇

部は肥厚し口唇端部は平坦面を形成し，口縁部は外に開

いている。

　施文的特徴としては，口唇部に縄目による斜位の施文

を施す。胴部上端にも，縄目による斜位の施文を施すも

のである。調整方法としては，口縁部から底部にかけて，

工具によるケズリ調整の後にナデ調整を施すものである。

石坂式系式土器に相当すると考えられる。

　第４類土器（９５）

　口縁部の１点を図化した。器形的特徴としては，口縁

形態は平口縁を呈し，口唇部には平坦面を形成し口縁部

はやや内湾し，胴部から直線的に窄まる。

　施文的特徴としては，「コ」状を呈する貝殻押引文が

特徴である。口縁部文様帯では，横位の貝殻押引文３～
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５条施す。胴部文様帯では，貝殻押引文を縦位あるいは

斜位に施すものである。調整方法としては，口縁部から

底部にかけて，工具によるケズリ調整後に，ナデ調整を

施すものである。下剥峯式土器に相当すると考えられる。

　第５類土器（９６，９７）

　２点を図化した。出土状況から，９６と９７は同一個体で

ある可能性がある。器形的特徴としては，口縁形態とし

て平口縁を呈し，胴部下半から口縁部にかけてほぼ垂直

に立ちあがる円筒形土器である。口唇部には，平坦面を

形成し，口縁部は若干内湾する。

　施文的特徴としては，口縁部文様帯から胴部文様帯に

かけて，貝殻腹縁部を使用した条痕文を，横位あるいは

斜位に数十条巡らす。調整方法としては，内面において

は工具による縦位のハケ調整ののち，丁寧なナデ調整が

施されている。外面の胴部下半部には，工具による縦位

のハケ調整が施されている。９６には補修孔と考えられる

孔が，口縁部下端に回転により穿たれている。円筒形条

痕文土器に相当すると考えられる。

　第６類土器（９８，９９）

　２点を図化した。９８は，パイプ状ベンガラを成分とす

る赤色顔料を内部に貯蔵した状態で出土した。９９は，そ

の９８を入れ子状にした状態で出土した。

　器形的特徴としては，９８は口縁部が直線的に開き，９９

は大きく外反する形態である。胴部中央部は球形状を呈

し，底部は平底となる。

　施文的特徴として９８は，口唇部文様帯から胴部全体に

かけて，縦位および横位の撚糸文を施す。さらに口縁部

内面には，横位の撚糸文を数条施すものである。９９は，

口唇部文様帯から胴部全体にかけて縦位および横位の変

形撚糸文を施す。さらに口縁部内面には，縦位の変形撚

糸文を施すものである。変形撚糸文は連弧文状の形態で

ある。調整方法としては，内面においては工具による縦

位のハケ調整ののち，丁寧なナデ調整が施されている。

９９では，肩部の変形撚糸文の上から，ナデ調整を施して

いる。また，内面では接合痕跡を明瞭に残すものである。

変形撚糸文土器に相当すると考えられる。

　第７類土器（１００，１０１）

　口縁部のみ２点を図化した。１１トレンチで出土してい

る。器形的特徴としては，１００は口縁形態として浅い波

状口縁を呈する。頚部から口縁部にかけては直線的に開

く。９９の断面形状は口唇部に向けて窄まり，１００はほぼ

同じ厚みを口唇部まで呈す。

　施文的特徴としては，口縁部に，棒状工具による１条

の刺突連点文を施し，その下には棒状工具による数条の

沈線文を横位に施す。また，９９は口唇部に棒状工具によ

る刺突連点文が施すものである。調整方法としては，ナ

デ調整が施されている。平栫式系土器に相当すると考え

られる。

　第８類土器（１０２～１０５）

　４点を図化した。出土状況から，１０３と１０４，１０５は同

一個体である可能性がある。器形的特徴としては，口縁

形態として波状口縁を呈し，胴部から口縁部にかけて

ラッパ状に屈曲し，胴部上半部がやや膨らみを呈する円

筒形土器である。

　施文的特徴としては，口唇平坦面に刻みを施す。口縁

部文様帯には，数条の刺突連点文を施し，１０２では工具，

１０３と１０４では貝殻を使用する。１０２は口縁部下半部から胴

部にかけては，二叉状工具による斜位及び縦位の沈線文

を施す。その下には，二叉状工具による横位の沈線文と，

貝殻による数条の刺突連点文を交互に施すものである。

調整方法としては，工具による横位のハケ調整の後，丁

寧なナデ調整が施されている。塞ノ神式土器に相当する

と考えられる。

　第９類土器（１０６）

　１点を図化した。器形的特徴としては，口縁形態は平

口縁を呈し，口唇部は平坦面を形成する。胴部は緩やか

に膨らみ，口縁部は直線的に開く。

　施文的特徴としては，口縁部から胴部全体に斜位の貝

殻条痕文を施す。調整方法としては，内面で斜位の貝殻

条痕調整が施されている。右京西式土器に相当すると考

えられる。

　第１０類土器（１０７）

　１点を図化した。器形的特徴としては，緩やかな波状

口縁を呈し，口唇部内面に４ヶ所の膨らみを呈する。胴

部から口縁部までバケツ状に開き，底部は平底である。

　施文的特徴としては，外面は無文であるが，内面口縁

部に刺突連点文が１条巡らされるものである。調整方法

としては，内面で横位ナデ調整が施されている。

　土器底部（１０８～１１３）

　６点を図化した。器形的特徴としては，円筒形の平底

である。施文的特徴としては，１１１と１１２，１１３には胴部

下端に斜位の刻みが施されている。底面には，植物葉圧

痕が確認できる。
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その他取上番号
色調胎土文様・調整

器種分類層位出土区遺物
番号

挿図
番号 内面外面その他砂礫雲母長石石英内面外面

補修孔有り

１１６　１６２４　１６２５　１６４１
１６５１　１６７８　１６８４　
１８０１　１８０２　１８０６　
１８０９　１８１０

明赤褐色赤褐色ケズリ　ナデクサビ有り，貝殻条
痕文，貝殻刺突文Ⅰ類４４４９

６８７にぶい橙橙色ケズリ貝殻条痕文　二段ク
サビ円筒Ⅰ類ⅧＧ－２５４５

１５７６赤褐色明赤褐色ナデ貝殻条痕文円筒Ⅰ類ⅦＨ－２６４６

補修孔あり１７８０　１９２６にぶい褐色にぶい褐色ナデクサビ　貝殻条痕文円筒Ⅰ類ⅦＨ－２５４７

６８３黄褐色黒褐色ケズリ後ナデ貼り付けクサビ　貝
殻条痕　貝殻刺突円筒Ⅰ類ⅦＧ－２５４８

６９３　７１５　７２１　１３６２　
１３８３　１５６０　２０２９赤褐色にぶい赤褐色火山ガラス○ナデ貝殻条痕円筒Ⅰ類Ⅷ，Ⅶ下Ｇ－２５，２７４９

補修孔あり６３６　１０７６橙橙ケズリ貝殻条痕文　クサビ円筒Ⅰ類５０

２０５９にぶい褐色にぶい褐色火山ガラス○工具ナデクサビ　条痕　刺突円筒Ⅰ類ⅧＨ－２５５１

１３３１にぶい橙暗赤褐色ナデ
口唇部貝殻筋のキザ
ミ　押引きによる横方
向　クサビ型突起　

円筒Ⅰ類ⅦＧ－２５５２

補修孔あり１５６２にぶい褐色にぶい赤褐色工具ケズリクサビ　貝殻条痕　
貝殻腹縁刺突円筒Ⅰ類５３

１８９９にぶい橙赤褐色ナデ
口唇部貝殻筋のキザ
ミ　押引きによる横方
向　クサビ型突起　

円筒Ⅰ類Ⅶ下Ｇ－２４５４

７３５にぶい赤褐色橙ケズリ貝殻条痕文円筒Ⅰ類ⅦＨ－２６５５

１５６３にぶい橙にぶい橙ケズリ貝殻条痕文円筒Ⅰ類Ⅶ下Ｈ－２５５６

１１７　１６２２　１６６７　２３３３
　３１１５　３３１０赤褐色橙ヘラミガキ

口唇部　貝殻筋のキ
ザミ　貼り付け突帯
　押引条痕文

Ⅰ類ⅦＧ－２１５７

１８３０赤褐色明赤褐色ケズリ貝殻条痕文Ⅰ類ⅧＧ－２４５８

補修孔あり
１５５３　１８１９　１８２１　
１８５１　１８７７　３３２４　
３３２５　３４６５

明黄褐色橙ナデ
二条横位貝殻刺突　
クサビ　押引　口縁
部刻み

円筒Ⅱ類５９５０

６９２にぶい黄橙にぶい橙ナデ一条の横位の貝殻刺
突　口唇部刻み円筒Ⅱ類ⅧＧ－２５６０

２０５４にぶい黄橙ナデ
口唇部刻み　押引　
一条横位貝殻刺突　
クサビ形突起

円筒Ⅱ類ⅧＨ－２５６１

３２９３にぶい黄橙にぶい褐色ナデ口唇部刻み　クサビ
　一条横位貝殻刺突深鉢Ⅱ類ⅧＥ－２１６２

３４１７　３４４２にぶい黄橙にぶい褐色ケズリ　ナデ
口唇部刻み　押引　
一条横位貝殻刺突　
クサビ形突起　

円筒Ⅱ類Ⅶ，ⅧＤ－２１６３

２５１７　３０１９　３２２２橙にぶい橙ケズリ　ナデ口唇部刻み　クサビ
　押引円筒Ⅱ類Ⅶ，ⅧＥ－２０，２１６４

１９３９橙橙ナデ
クサビ　口唇部刻み
　一条の横位の貝殻
腹縁押引

Ⅱ類Ⅶ下Ｈ－２５６５

１９１１　１９４４橙にぶい橙ナデ
口唇部刻み　一条横
位貝殻刺突　クサビ
形突起

円筒Ⅱ類Ⅷ，Ⅶ下Ｈ－２５６６

２１４６にぶい橙橙ナデクサビ　口唇部刻みⅡ類ⅧＨ－２５６７

２１２７明褐色褐色○○ケズリ後ナデ貝殻押しつけ　刺突
く　クサビ有り深鉢Ⅱ類Ⅶ下Ｇ－２７６８

２５６２にぶい橙にぶい褐色ナデ口唇部刻み　クサビ
形突起　円筒Ⅱ類ⅧＨ－２５６９

６３８褐色明褐色○○ケズリ後ナデ貝殻押しつけ　刺突
く　クサビ有り深鉢Ⅱ類Ⅵ上Ｆ－２７７０

１０７８にぶい橙明褐色○ケズリ貝殻刺突文　クサビ
貼付円筒Ⅱ類ⅦＦ－２８７１

８６８にぶい褐色橙ケズリ後ナデ
口唇部刻み　クサビ
　二条横位貝殻刺突
　

円筒Ⅱ類ⅦＨ－２７７２

２５０５明黄褐色にぶい黄褐色○ケズリ貝殻刺突文　クサビ
貼付円筒Ⅱ類ⅧＧ－２５７３

２０４７にぶい黄橙にぶい黄橙○ケズリ貝殻刺突文　クサビ
貼付円筒Ⅱ類ⅧＨ－２５７４

１０３５　３３３４にぶい橙にぶい橙火山ガラス○○○ヘラミガキ貝殻腹縁刺突　押し
つけ円筒Ⅱ類ⅦＨ－２７７５

１５８０にぶい橙にぶい橙ヘラミガキ口唇部押圧円筒Ⅱ類ⅦＨ－２６７６

１８７１にぶい橙にぶい橙ヘラケズリ刺突円筒Ⅱ類Ⅶ下Ｇ－２４７７

１３７５　１４４７にぶい橙にぶい橙ヘラケズリ刺突円筒Ⅱ類Ⅶ下Ｇ－２５７８

２０５１　２０５３にぶい橙橙クサビ　一条の横位
の貝殻腹縁押引Ⅱ類ⅧＨ－２５７９５１

１９４３橙橙ナデクサビ　一条の横位
の貝殻腹縁押引Ⅱ類Ⅶ下Ｈ－２５８０

２０７７橙にぶい橙ナデクサビ　押引円筒Ⅱ類ⅧＧ－２５８１

１９４４橙にぶい橙ナデクサビ円筒Ⅱ類Ⅶ下Ｈ－２５８２
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　　３　石器

　石鏃（１１４～１７７）

　縄文時代の石鏃は欠損品や未製品を含め６６点出土して

おり，分類すると以下の通りになる。

　１類：直線的な基部を持つ石鏃

　図の１１４～１１９・１２１～１２７・１５８がこれに該当する。

１１４・１１６は逆刺が鋭く浅い抉りのある小型正三角形で，

１１６は基部が欠損している。１１５・１１７・１１９は逆刺が鋭く

直線的な基部を持つ小型三角形で，どれも正三角形であ

る。１１５は先端部が欠損しており，１１７・１１９は先端部が

鋭い作りになっている。１１８は直線的な基部を持つ小型

正三角形で，先端部が鋭い作りになっている。１２１～

１２４・１２７は逆刺の鋭い直線的な基部を持つ正三角形であ

る。１２２・１２７は先端部が欠損しており，１２１・１２３は先端

部が鋭い作りになっている。１２４は側辺が内湾的な作り

になっている。１５８は逆刺の鋭い直線的な基部を持つ二

等辺三角形である。側辺が外湾的で先端部が欠損してい

る。

　２類：浅い凹基式の石鏃

　ａ：逆刺が丸いもの

　図の１３０～１３２・１３７・１４２・１４７・１４８がこれに該当する。

１３０・１４２・１４７は逆刺が丸く浅い抉りのある凹基式の正

三角形である。１４２は厚めの剥片を素材に用い側辺が外

湾的な作りになっている。１４７は基部の一部が欠損して

いる。１３１・１３２・１３７・１４８は同じ形態の二等辺三角形で

ある。１３２は基部の一部が欠損している。

　ｂ：逆刺が鋭いもの

　図 の１２０・１２９・１３３～１３６・１３８～１４１・１４４～１４６・１４９

がこれに該当する。１２０は逆刺が鋭く浅い抉りのある凹

基式の小型二等辺三角形である。１３３・１３９・１４９は逆刺

��������	
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その他取上番号
色調胎土文様・調整

器種分類層位出土区遺物
番号

挿図
番号 内面外面その他砂礫雲母長石石英内面外面

６４０　６４１　８４４　９０４
１５９０にぶい橙にぶい橙ヘラミガキ貝殻押引円筒Ⅱ類Ⅶ，ⅧＦ－２７８３５１

１９３４　１９６３橙橙ナデ一条の横位の貝殻腹
縁押引Ⅱ類Ⅶ下，ⅧＨ－２５８４

１０８０　１５７７にぶい橙にぶい橙火山ガラス○○○ヘラミガキ押引　貝殻押つけ円筒Ⅱ類Ⅶ，Ⅶ下Ｈ－２６８５

１４０２褐色黒褐色○○ケズリ後ナデ貝殻押圧文　刺突文深鉢Ⅱ類ⅥａＨ－２６８６

８５３にぶい赤褐色にぶい黄橙○○ケズリ後ナデ貝殻押引文深鉢Ⅱ類ⅦＨ－２６８７

１３２０にぶい橙にぶい橙ヘラケズリ刺突円筒Ⅱ類Ⅶ下Ｇ－２５８８

３２６９にぶい橙にぶい黄橙ナデ押引横方向の施文　
底部縦位の沈線円筒Ⅱ類ⅧＥ－２１８９

１５７５明黄褐色灰黄褐色○○ケズリ後ナデ貝殻押引文深鉢Ⅱ類ⅦＨ－２６９０

１９４５橙橙ナデ一条の横位の貝殻腹
縁押引角？Ⅱ類Ⅶ下Ｈ－２５９１

６０３明赤褐色明褐色○○ケズリ後ナデ貝殻押引文深鉢Ⅱ類ⅦＧ－２７９２

８５４橙にぶい褐色ナデ押引横方向の施文　
底部縦位の沈線円筒Ⅱ類ⅦＨ－２６９３

一括にぶい赤褐色暗赤褐色ナデ縄目による押型文深鉢Ⅲ類Ⅶ１１Ｔ９４

２３４４　３４７４明赤褐色明赤褐色○ケズリ後ナデ貝殻刺突文Ⅳ類ⅧＤ－２４９５

補修孔有り１３９２黒褐色黒褐色貝殻条痕文円筒Ⅴ類Ⅶ下Ｆ－２５９６

６４８　１３９１　１３９２　１３９３
１３９４工具ケズリ貝殻条痕文　工具ケ

ズリ円筒Ⅴ類Ⅶ，Ⅶ上Ｆ－２５９７

１７３３撚糸文深鉢Ⅵ類９８５３

１７３２橙にぶい黄橙○口唇内部撚糸文　ナ
デ撚糸文深鉢Ⅵ類９９５４

５５

口縁波状番号なしにぶい褐色にぶい赤褐色○ナデ口唇クサビ　貝殻押
引Ⅶ類１００５６

一括明赤褐色明赤褐色火山ガラス○○ナデ沈線　工具刺突Ⅶ類Ⅶ１１Ｔ　１０１

１５０９　１５１６にぶい橙にぶい黄橙ケズリ貝殻腹線刺突Ⅷ類Ⅶ上，ⅦＧ－３０１０２

１１５６　１２１９　１２２７赤褐色明赤褐色○○ケズリ　ナデ貝殻条痕文　貝殻刺
突文深鉢Ⅷ類ⅥａＦ－２１１０３

１１５３　１１９６　１２３４　
１２３７　１２３９　１２４８赤褐色黒褐色○○ケズリ　ナデ貝殻条痕文　貝殻刺

突文深鉢Ⅷ類ⅥａＦ－２１１０４

１１５０　１１５２　１１５５　
１１６５　１１６９　１１７１　
１１９７　１１９８　１２０２　
１２０３　１２０４　１２１２　
１２１３　１２２５　１２４３　
１２４９　１１８１　１２５６　
１２４２

赤褐色赤褐色○○ケズリ　ナデ貝殻刺突文　貝殻条
痕文深鉢Ⅷ類ⅥａＦ－２１１０５

３１８６灰褐色橙火山ガラス○○○条痕　ケズリ条痕　ケズリ深鉢Ⅸ類ⅤＤ－２１１０６５８

３４９６浅黄色にぶい橙ヘラナデ　口縁に刺
突無文、ナデⅩ類Ｄ－？１０７

１９４０　１９７８明赤褐色明褐色ケズリ後ナデナデ早期底部Ⅶ下Ｈ－２５１０８

１３５１　１３８６にぶい赤褐色橙ナデ　ケズリナデ　ケズリ早期底部Ⅶ下Ｇ－２５１０９

３１１６橙赤褐色○○ケズリナデ早期底部ⅧＤ－２１１１０

１９３８橙にぶい橙角閃石○ナデ縦位の刻み早期底部Ⅶ下Ｈ－２５１１１

３２４４明赤褐色明赤褐色角閃石○○ハケ　工具ナデハケ　工具ナデ早期底部ⅧＥ－２１１１２

３１１１浅黄にぶい橙○ナデ縦位の刻み早期底部ⅧＤ－２１１１３
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が鋭く浅い抉りのある凹基式の正三角形である。１３９は

側辺が内湾的な作りになっており，基部から側辺の部分

が一部欠損している。１４９は基部の一部に欠損がある。

１２９・１３４～１３６・１３８・１４０・１４１・１４４～１４６は同じ形態の

二等辺三角形である。１３６は先端部と基部の一部，１３８・

１４１・１４４は基部の一部がそれぞれ欠損している。また，

１４６の側辺は外湾的で最大幅が下方の位置にある。

　３類：五角形の石鏃

　図の１５０～１５４がこれに該当する。１５０・１５２・１５３は逆

刺が丸く浅い抉りのある凹基式の五角形である。１５１は

逆刺が鋭く直線的な基部を持つ五角形である。１５４は側

辺が内湾的な五角形で先端部が鋭い作りになっており，

基部の一部が欠損している。

　４類：未製品の石鏃

　図の１５５～１５７・１７１がこれに該当する。１５５～１５７は側

辺が外湾的で先端部に丸みを持つ作りになっており，

１５５は基部の一部に欠損がある。１７１は厚めの剥片を使用

しており，左側面・正面・裏面に自然面が残り凹厚剥離

がされていない。

　５類：剥片石鏃

　図の１５９・１６２・１６３・１７０・１７２・１７６・１７７がこれに該

当する。１５９は基部に丸みを持つ二等辺三角形である。

１６２は逆刺の鋭い直線的な基部をもつ二等辺三角形であ

る。１６３は深い抉りのある凹基式の剥片石鏃で先端部か

ら側辺の一部にかけて欠損している。１７０・１７６は側辺が

外湾的な作りの剥片石鏃で，１７０は右側面の一部が欠損

しており，１７６は先端部と基部が欠損している。１７２・

１７７は薄い剥片を使用した石鏃で，１７２は基部から側辺に

かけて一部欠損している。

　６類：深い凹基式の石鏃

　図の１６４～１６９がこれに該当する。１６４・１６５・１６７～１６９

は逆刺が丸く深い抉りのある凹基式の二等辺三角形であ

る。１６７は先端部が，１６５・１６９は基部の一部がそれぞれ

欠損している。１６８は未製品である。１６６は逆刺が鋭く深

い抉りのある二等辺三角形で，基部の一部が欠損してい

る。

　図の１２８・１４３・１６０・１６１・１７３～１７５は分類外の石鏃で

ある。１２８・１６０は基部に膨らみを持つ三角形で，１２８は

外湾的な側辺を持っている正三角形で，１６０は二等辺三

角形である。１４３は基部が僅かな波状に抉れた二等辺三

角形である。１６１は片脚が違う基部を持つ正三角形であ

る。１７３は基部に僅かな膨らみのある石鏃で中間部から

先端部にかけて欠損している。１７４は基部に僅かな膨ら

みをもつ石鏃である。左側面に自然面が残り右側面には

外湾的な側辺をもっている。１７５は基部が僅かな波状に

抉れており，先端部から右側面にかけて欠損している。

�
��
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�



－８６－

　楔形石器（１７８～１８４）

　楔形石器は９点出土しており，うち７点を図化した。

１７８は正面・裏面ともに上下からの剥離が確認できた。

１７９は正面・裏面の下部に剥離面を確認できた。１８０は正

面上部と下部，裏面上部に剥離面を確認できた。１８１は

正面上部と裏面下部に剥離面を確認できた。１８２は上部

と右側面部，裏面下部に僅かな剥離面を確認できた。

１８３は正面・裏面の上部に剥離面を確認できた。１８４は左

側面の正面・裏面に剥離面を確認できた。尚，１８１・

１８３・１８４は正面形は長楕円で縦断面形状はレンズ状を形

成しており，１８０・１８２は上下の刃部が平らに加工されて

いる。

　スクレイパー（１８５～２０１）

　スクレイパーは１７点出土しており，図の１８５～１９４は剥

片の側縁に連続した剥離を施し刃部としたもので，いわ

ゆるサイドスクレイパー（削器）である。１８５は安山岩

製で両面の側縁に連続した刃部加工を施している。１８６

は右側縁の両面に刃部加工を施されているが，刃が潰れ

ている。１８７は厚めの剥片を素材とし，上部と右側縁の

両面に刃部加工を施している。１８８は薄い剥片を素材と

し，正面の両側縁に刃部加工を施している。１８９は正面

の上部・左側縁・下部に刃部加工を施している。１９０は

小型の剥片を素材とし，正面の両側縁と裏面の下部に刃

部加工を施している。１９１は両面の上下に刃部加工を施

しており，両側辺が欠損している。１９２は正面の右側縁

と下部に刃部加工を施している。１９３は両面の下部に刃

部加工が施されており，上部から右側面にかけて欠損し

ている。１９４は小型の剥片を素材としており左側辺に刃

部として使用した痕跡がある。図の１９５～１９７は略円形の

形状で周縁の一部もしくは全周に剥離を施し刃部とした

もので，いわゆるラウンドスクレイパー（円形掻器）で

ある。１９５は側縁の全周に急角度の刃部加工が施されて

いる。１９６・１９７は両側辺の全周に刃部加工が施されてお

り，１９６の左側辺部は急角度の二次加工が施されている。

図の１９８～２０１は剥片の端部に急角度の剥離を施し刃部と

したもので，いわゆるエンドスクレイパー（掻器）であ

る。１９８は両側縁に刃部加工が施されている。１９９は両側

辺に加工が施されており，左側縁に急角度の刃部加工が

施されている。２００は左側辺の両面に急角度の刃部加工

が施されており，右側辺が欠損している。２０１は正面の

上部と裏面の下部に急角度の刃部加工を施している。ま

た，裏面の左側辺に微細な使用痕を確認している。

　二次加工剥片（２０２～２０６）

　図の２０２～２０６は一部に二次加工が認められる剥片であ

る。２０２は頁岩製で正面上部と両面下部，裏面右側辺に

微細な二次加工が施されている。２０３は左側辺の両面に

二次加工を施している。２０４は正面上部と右側辺に微細

な二次加工を施している。また形状から石錐として使用

された可能性も考慮できる。２０５は両面の全周に二次加

工を施している。２０６は左側辺の両面に粗い二次加工が

施されており右側辺が欠損している。

　微細剥離痕のある剥片（２０７～２１３）

　図の２０７～２１３は微細剥離痕が確認された剥片である。

２０７は正面の上部と裏面の右側面に微細剥離がある。２０８

はチャート製の厚めの剥片に微細剥離を施したもので，

両面の上下に見られる。２０９は両面の上部と裏面の右側

辺に微細剥離がある。２１０は正面の上下，両側辺に微細

剥離がある。２１１は正面の上下，両側辺と裏面の下部に

微細剥離がある。

　石核（２１４～２１８）

　図の２１４～２１８は石核である。２１４・２１５は剥離を作り出

した打面から剥離をおこなう石核である。図の２１６～２１８

は素材剥片を用い単一方向から剥離をおこなう石核であ

る。

　打製石斧（２１９）

　図の２１９は打製石斧である。材質は頁岩が使用されて

おり，整形剥離の段階の未製品である。

　磨石・敲石・ハンマー・凹石（２２０～２２７）

　図の２２０・２２６・２２７は磨石・敲石である。２２０は材質に

砂岩を使用しており，正面に磨面，下面に敲打痕を確認

している。２２６・２２７は安山岩製で２２７は右側面と下面に

敲打痕，４面に磨面を確認しており，２２６は正面と裏面に

磨面，左右側面と下面に敲打痕を確認している。２２１は

ハンマーである。砂岩製で上下に敲打痕を確認している。

２２２は凹石である。安山岩を使用しており正面と右側面

に使用の痕跡を確認している。２２３は磨石・凹石・敲石

である。砂岩製で正面に磨面と凹石としての使用痕，裏

面に磨面，左側面に複数の敲打痕を確認している。

２２４・２２５は敲石である。２２４は砂岩製で上下と右側面に

敲打痕を確認している。２２５は安山岩製で下面に敲打痕

を確認している。

　石皿（２２８～２３２）

　図の２２８～２３２は石皿である。２２８・２２９・２３１・２３２は材

質に安山岩が使用されており，２２８・２２９は正面と裏面に

敲打痕を確認している。２３１は正面に磨面，裏面に磨面

と敲打痕を確認しており，２３２は正面と裏面に磨面を確

認している。２３０は砂岩製で，正面と裏面に磨面を確認

している。また両面とも上の部分が一番使用されており，

下から上にかけて窪む形になっている。
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備考重量（�）厚（�）幅（�）長（�）石材器種層位出土区取上番号遺物番号挿図番号

０．０９０．２００．９００．８０黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ下Ｄ－２３２３１５１１４６０
０．１００．２００．９００．７０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅦＤ－２２２２０９１１５

０．１３０．２００．９５０．９０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＥ－２１３２３１１１６

０．１２０．２００．９５１．００黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＥ－２１３２２８１１７

０．１７０．２０１．１０１．００黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ下Ｄ－２２２２２７１１８

０．２２０．２５１．１０１．１０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅦＤ－２１３４４８１１９

０．１２０．２０１．１０１．１０黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ６Ｔ８０１２０

０．７９０．４０１．８０１．６０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＧ－２５１３４６１２１

０．３６０．３０１．５０１．２０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅦＨ－２４１８８７１２２

０．６１０．４０１．５０１．３０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＤ－２２３２２５１２３

０．２５０．３０１．１５１．１０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＨ－２５２４０９１２４

０．４６０．３０１．５５１．００黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ６Ｔ７３１２５

０．２３０．２５１．２０１．２０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅦＤ－２１３４０２１２６

０．２７０．２０１．６００．９０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＨ－２５７０２１２７

０．６５０．５０１．３０１．２０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅦＧ－２７９９０１２８

０．１７０．２０１．１０１．２０黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ下Ｄ－２２２２６９１２９

０．３００．３５１．２５１．１０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＥ－２１３１２６１３０

０．２２０．２５１．１０１．２０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＥ－２２３１５７１３１

０．４４０．３０１．４０１．３５黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＧ－２４１８９１１３２

０．１７０．３０１．１０１．１０黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅷ６Ｔ９２１３３

０．４１０．３０１．３０１．４０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＥ－２１３３６３１３４

０．２５０．２０１．３０１．３０黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ下Ｈ－２５２４０３１３５

０．２３０．２９１．２０１．００黒曜石Ｃ打製石鏃ⅦＥ－２４３４２０１３６

０．２２０．２５１．２０１．２０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＥ－２１３２３６１３７

０．２７０．２５１．３０１．３０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＤ－２２３０８３１３８

０．４２０．３０１．６０１．３５黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ下Ｄ－２３２３０３１３９

０．３００．３５１．２０１．１０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＥ－２１３２３５１４０

０．４２０．４０１．２０１．８０黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ下Ｄ－２２２２７４１４１

２．０７０．７０１．９０１．７５黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ下Ｈ－２６１５６５１４２

２．４５０．６０２．２５２．５０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅦＨ－２６１５７４１４３

０．２７０．３０１．２０１．１５黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＤ－２２３００５１４４

０．２３０．３０１．１５１．３０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＥ－２１３２５６１４５

０．４４０．２５１．０５１．７０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＥ－２１３３２８１４６

０．４１０．３０１．４０１．３０黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ６Ｔ５６１４７６１
０．５４０．４０１．５０１．４０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅦＧ－２７９７７１４８

０．４８０．３０１．２５１．５０黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ６Ｔ６９１４９

０．７５０．５０１．４０１．６０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅦＧ－２４１８４７１５０

０．８２０．４０１．３５１．３０黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ？Ⅶ下？Ｈ－２５２０１５１５１

０．３２０．２５１．１５１．１５黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＥ－２２３２１６１５２

０．８９０．５５１．５５１．６０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅦＦ－２４１８２８１５３

０．４２０．２８１．３５１．７０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅦＥ－２２３１４８１５４

０．８９０．４０１．４０１．６５黒曜石Ｃ打製石鏃ⅦＥ－２２３１７５１５５

１．３４０．５５１．３０１．８０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＥ－２１３１３２１５６

３．８８０．８０２．１０２．２０黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ上Ｇ－２７６３２１５７

０．２２０．２００．９５１．００黒曜石Ｃ打製石鏃Ｄ－２１３４００１５８

０．５２０．３０１．３５１．６０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＥ－２１３３９１１５９

０．２３０．２０１．０５１．２０黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅷ６Ｔ９１１６０

０．５９０．５０１．４０１．２０黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ６Ｔ５５１６１

０．７３０．５０１．３０１．５０黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ下Ｅ－２３２３３０１６２

０．１６０．３０１．４００．９５黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＧ－２７２５３２１６３

１．１８０．４０１．７０２．２０黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ５Ｔ５Ｔ１６４

０．６５０．４０１．５０１．８０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅦＤ－２１３３８６１６５

１．４６０．４５２．００２．９０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅥａＨ－２８１６０８１６６

１．２１０．４０２．２５１．９０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅦＨ－２６８５１１６７

０．４３０．４２１．６０１．４０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅦＦ－２１１６９１１６８

０．６１０．３５１．６０１．９０黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ下Ｄ－２２２２１９１６９

０．７４０．５０１．１０１．８０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＤ－２１３０９０１７０

２．５７０．７０１．４０２．４０黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ下Ｇ－２５１３２２１７１

０．４５０．２０１．２０２．００黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＥ－２１３２２９１７２
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０．４１０．４０１．６００．８０黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ下Ｇ－２５２００１１７３６２
０．７００．５０１．２０１．３０黒曜石Ｃ打製石鏃Ⅶ６Ｔ７９１７４
０．４１０．４０１．４０１．００黒曜石Ｃ打製石鏃ⅦＧ－２４１８４０１７５
０．９８０．６０１．５０１．４０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＤ－２１３１２４１７６
０．１９０．２５０．９５１．４０黒曜石Ｃ打製石鏃ⅧＥ－２１３２８４１７７
２．１１０．６０１．８０１．９０黒曜石Ｃ楔形石器ⅧＨ－２５２１４８１７８
１．７７０．６５１．９５１．６０黒曜石Ｃ楔形石器ⅦＦ－２４２０２４１７９
１．６３０．５０１．５０１．６０黒曜石Ｃ楔形石器ⅧＨ－２４１８８１１８０
１．３６０．６０１．４０１．９０黒曜石Ｃ楔形石器Ⅶ下Ｄ－２２２２１７１８１
１．９２０．５５１．６０２．３０黒曜石Ａ楔形石器ⅦＥ－２４２０２２１８２
１．７５０．７５１．６０２．００黒曜石Ｃ楔形石器Ⅶ下Ｇ－２７１０４７１８３
１．０６０．７０１．１５１．５５黒曜石Ｃ楔形石器ⅧＤ－２２３２０４１８４

１９．４１１．００６．３０２．７０安山岩削器Ⅷ遺構内４６Ｄ－１６３４９７１８５
１．８８０．５０１．７０２．００黒曜石Ｃ削器ⅧＧ－２５１５５９１８６

２１．１８１．８０３．５０４．８０黒曜石Ｃ削器ⅦＧ－２２７３３１８７
１．５８０．３０２．２０２．５０黒曜石Ｃ削器Ⅵ６Ｔ一括１８８
１．６５０．５０２．３０１．７０黒曜石Ｃ削器ⅦＥ－２１３３８０１８９６３
０．４００．３０１．００１．７０黒曜石Ｃ削器ⅦＧ－２５１３０４１９０
１．２２０．４０１．５０１．９０黒曜石Ｃ削器ⅧＨ－２５１９９１１９１
１．９１０．８０１．８０１．５０黒曜石Ｃ削器ⅧＤ－２２３０７１１９２
１．４５０．６０１．９０１．８０黒曜石Ｃ削器ⅦＨ－２５１７６０１９３
０．４７０．５０１．１０１．２０黒曜石Ｃ削器ⅧＤ－２２３２０７１９４
１．２１０．６５１．５０１．４０黒曜石Ｃ円形掻器ⅧＤ－２１３１９６１９５
１．９８０．７０１．９０１．９０黒曜石Ｃ円形掻器Ⅶ下Ｈ－２５２１６６１９６
１．３４０．５０１．６０１．７０黒曜石Ｃ円形掻器ⅧＨ－２５１９８５１９７
０．８６０．５０１．２０１．３０黒曜石Ｃ掻器ⅦＥ－２２３２２４１９８
０．８２０．４０１．４０１．４０黒曜石Ｃ掻器Ⅶ下Ｈ－２５１９７２１９９
１．０８０．５０１．２０１．７５黒曜石Ｃ掻器ⅧＨ－２５２０５５２００
２．０３０．６０１．３５２．１０黒曜石Ｃ掻器ⅧＥ－２１３４７５２０１
５．０５０．７８２．２５３．１０頁岩　二次加工剥片ⅧＧ－２５６８８２０２
１．０７０．６０１．３０１．８０黒曜石Ｃ二次加工剥片Ⅶ６Ｔ６２２０３
０．５７Ｐ９５１．０５１．７０黒曜石Ｃ二次加工剥片ⅧＥ－２１３４８６２０４
０．９７０．６０１．６０１．３０黒曜石Ｃ二次加工剥片ⅦＧ－２７９７０２０５
１．０８０．６０１．６０１．３０黒曜石Ｃ二次加工剥片ⅦＤ－２１３０９６２０６

１０．４２０．８０３．２０３．６０黒曜石Ｂ微細剥離痕Ⅶ８Ｔ一括２０７
１０．０９０．７０２．６０４．００チャート微細剥離痕ⅥａＧ－２１１１７２２０８
０．８１０．６０１．４０１．２０黒曜石Ｃ微細剥離痕ⅧＤ－２１３１９２２０９６４
０．７９０．４５１．５０２．１０黒曜石Ｃ微細剥離痕ⅧＧ－２５１５５８２１０
１．３９０．７０１．６０２．２０黒曜石Ｃ微細剥離痕ⅦＥ－２１３１７２２１１
０．３８０．４５１．１０１．５５黒曜石Ｃ微細剥離痕ⅧＥ－２２３２１０２１２
０．１８０．３５１．１０１．１０黒曜石Ｃ微細剥離痕ⅧＥ－２１３２３３２１３
２．６９１．００２．００１．７０黒曜石Ｃ石核ⅧＤ－２４２３４６２１４

３１９．１１５．００９．６０７．６０黒曜石Ｂ石核ⅦＦ－２３７２４２１５
８５．３１２．２０７．３０５．４０黒曜石Ｃ石核ⅦＨ－２７８９８２１６
６．０６１．３０２．４０２．２０黒曜石Ｃ石核ⅦＧ－２８１０６１２１７
１．３００．６０１．８０１．２０黒曜石Ｃ石核Ⅷ６Ｔ９７２１８

２７０．００２．８０７．００１０．２０頁岩　打製石斧Ⅶ下Ｇ－２８１０４３２１９６５
７８０．００１７５．００７．２０１１．６０砂岩磨石・敲石Ⅶ下Ｇ－２５１３７６２２０
９８０．００６．１０８．３０１４．３０砂岩ハンマーⅦＧ－６１４３２２１
３５５．００３．００８．８０７．８０安山岩凹石ⅦＧ－２７９０３２２２
２６０．００４．００４．７０９．５０砂岩磨石・凹石・敲石ⅦＧ－２７９３７２２３
３１０．００３．７０８．５５７．４０砂岩敲石ⅦＦ－２７９４５２２４
１１０．００２．６０４．２０５．９０安山岩敲石ⅥＤ－２２３０１３２２５
５６０．００４．９０９．００８．６０安山岩磨石・敲石ⅧＦ－２８２５９５２２６６６
１１０．００３．９０５．００４．００安山岩磨石・敲石ⅧＦ－２１１６２６２２７

２９８０．００７．９０１９．２０１３．４０安山岩石皿ⅧＧ－３３１４７５２２８
３４５０．００９．５０１９．００１２．６０安山岩石皿ⅧＧ－２５１５５７２２９
２１７０．００７．３０１１．００２０．８０砂岩石皿ⅦＧ－６１４２２３０６7
１７６０．００７．７０１１．１０１４．４０安山岩石皿ⅦＨ－３１１４５９２３１
１６５０．００３．６０１３．８０１８．１０安山岩石皿Ⅶ上Ｇ－３０１６４６２３２
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　　第３項　縄文時代中期

　出土分布は第６８図で示したように，台地上にまとまっ

て出土した。

　遺構の分布は第６８図で示したように，落とし穴状遺構

と考えられる土坑がＤ～Ｇ－２０区に４基，Ｆ－２５区に１

基の計５基検出した。いずれも逆茂木痕と思われるピッ

トが検出されたため，落とし穴状遺構として取り扱うこ

とにする。落とし穴状遺構３基は第６８図で示したように

同一の等高線上に並んで配置されたかのように検出した。

検出面は地形的には平坦である。

　　１　遺構

　　　落とし穴状遺構１号（第６９図）

　Ｆ－２５区，Ⅳｂ層上面で検出された。平面の形状は隅

丸長方形であり，一部削平されている。長軸が推定で

２０６�，短軸が推定で１０３�である。底面は長軸が１３２�，

短軸が６４�である。深さは検出面から１０３�である。底

面には逆茂木痕が４本検出された。それぞれは径１０�と

深さ４４�，径１２�と深さ３３�，径８�と深さ３４�，径７

�と深さ３２�である。埋土は，底部はＰ－１１の二次堆積

土とアカホヤ火山灰の二次堆積土の混土，最上部は御池

火山灰の二次堆積土である。 （ＳＤ１）

　　　落とし穴状遺構２号（第７０図）

　Ｄ－２０区，Ⅴａ層上面で検出された。平面の形状は円

形であり，長軸が１９０�，短軸が１７３�である。底面は長

軸が１０８�，短軸が３７�である。深さは検出面から１２６�

である。底面には逆茂木痕が３本検出された。それぞれ

は径５�と深さ３５�，径５�と深さ３８�，径８�と深さ

３９�である。埋土は，底部はⅦ・Ⅷ層土にＰ－１１が混ざ

り，最上部は御池火山灰土である。 （ＳＤ６）

　　　落とし穴状遺構３号（第７１図）

　Ｆ－２０区，Ⅳｂ層上面で検出された。平面の形状は円

形であり，一部削平されている。長軸が２０５�，短軸が

１６３�である。底面は長軸が１０１�，短軸が４８�である。

深さは検出面から１１９�である。底面には逆茂木痕が４

本検出された。それぞれは径８�と深さ２５�，径４�と

深さ３３�，径１４�と深さ３８�，径４�と深さ４７�である。

底面は平坦である。埋土は，底部はⅦ・Ⅷ層土にアカホ

ヤ火山灰の二次堆積土が混ざり，上部はほぼ御池火山灰

土である。 （ＳＤ３）

　　　落とし穴状遺構４号（第７２図）

　Ｆ－２０区，Ⅶ層上面で検出されたが，制作面はさらに

上の可能性がある。平面の形状は長方形であり，長軸が

１５８�，短軸が５４�である。底面は長軸が１３１�，短軸が

３９�である。深さは検出面から５８�である。底面には逆

茂木痕はみられなかった。埋土は，底部はⅦ・Ⅷ層土に，

わずかに御池火山灰が混ざり，上部はほぼ御池火山灰土

である。 （ＳＤ２）
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褐色土（１０ＹＲ４／６）。�ａ層土が中心。径１�前後
の白色パミスを多く含む。①

黄褐色土（１０ＹＲ５／６）。�ａ層土が中心。径１�前
後の白色パミスを多く含む。砂状硬質。粘りなし。②

黄褐色土（１０ＹＲ５／８）。�ｂ層土と�ａ層土の混土
層。径１�前後の白色パミスを多く含む。しまり
あり。粘りほぼなし。

③

明褐色土（７．５ＹＲ５／８）。�ｂ層土と�ａ層土の混
土層。③より明るい。�ｃ層土を少量含む。しま
りあり。粘りほぼなし。

④

�ａ層にアカホヤブロックが混ざる。⑤

�ａ層土と�ａ層土の混土層。�ｃ層土を含む。
しまりややあり。粘りなし。⑥

�ｂ層土を中心とする混土層。砂状硬質。粘りな
し。⑦

御池パミスを含む暗茶褐色土層。しまりややあり。
粘りあり。⑧

褐色土（７．５ＹＲ４／６）。⑦と�層土の混土層。径１
�程度の白色パミス，径２�前後の黄色パミスを
含む。

⑨

暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）。径３�前後のサツマパミ
スを少量含む。⑩



－９９－

A A'

A'A

 
① 

② 

④ 

⑤ 

⑥ ⑥ ⑥ 

⑦ 

⑦ ⑦ 

Ⅵ 

Ⅴ 

Ⅴa

Ⅴb

Ⅵ 

Ⅶ 

Ⅶ 

Ⅷ 
Ⅷ 

Ⅸ 

Ⅸ 

0 1m

L=298.50m

Ⅹ 
Ⅹ 

③ 

��������	
����������

黄褐色砂質土（１０ＹＲ５／８）。ほぼ御池パミス。しまりや
やあり。①

明褐色土（７．５ＹＲ５／６）。①と③の混土層。②

褐色土（７．５ＹＲ４／６）。ほぼ�ａ層。③

褐色土（７．５ＹＲ４／６）。③とほぼ同じだが，Ｐ－１１をわず
かに含む。④

暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）。Ｐ－１１に③が少量混ざる。⑤

暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）。⑤とサツマの混土層。⑥

黒色土（７．５ＹＲ２／１）。�・��起源の混土層。⑦

��������	
���������

備考

底面のピット底面上面検出面か
らの深さ
（�）

形状検出面遺構名 検出面から
の深さ（�）

上面の径
（�）数短軸（�）長軸（�）短軸（�）長軸（�）

上部は一部削平

４４１０

４６４１３２１０３?２０６？１０３隅丸長方形？Ⅳｂ層落とし穴状遺構１号
３３１２
３４８
３２７
３５５

３３７１０８１７３１９０１２６円形Ⅴａ層落とし穴状遺構２号 ３８５
３９８

上部は一部削平

２５?８

４４８１０１１６３?２０５?１１９円形？Ⅳｂ層落とし穴状遺構３号
３３４
３８１４
４７４

０３９１３１５４１５８５８長方形Ⅶ層？落とし穴状遺構４号
０５０１０９６７１３２７５隅丸長方形Ⅴｂ層落とし穴状遺構５号
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黄褐色土（１０ＹＲ５／６）。黄褐色の２�～１�のパミスを含む。砂状硬
質土。①

①と褐色土（１０ＹＲ４／６）の混土層。やや粘性があり，硬くしまる。②

②とほぼ同じだが，やや明るい。③

褐色土（１０ＹＲ４／６）に，２�前後の黄橙色パミス，１�前後の明褐色
のパミスを含む。④

黒褐色土（１０ＹＲ２／２）に，２�前後の黄橙色パミス，２�前後の白色
砂粒を含む。⑤

①と似ているが，ややパミスの量が少ない。砂状硬質土。⑥

褐色土（１０ＹＲ４／４）に，２�前後のパミスを多く含む。やや粘りがあ
り，軟らかい。⑦

黒褐色土（１０ＹＲ２／３）。粘質土で軟らかい。１�前後の黄色パミスを
ごくわずか含む。⑧



－１０１－

A

A

A'

A'

B'
B

B'
B

L=296.40m

Ⅶ 

Ⅷ 

Ⅸ 

Ⅹ 

ⅩⅠ 

　② 
① 

③ 

⑤ 
④ 

⑥ 

⑦ 
⑧ 

⑨ 
⑩ 

⑪ ⑫ 樹
痕 樹痕 

A'

A'

A

A L=295.80m

Ⅴb

Ⅵa

Ⅵb

Ⅶ 

Ⅷ 

Ⅸ 

Ⅵb

Ⅵa

Ⅴb

落とし穴５号 
0 1m

① 

② 
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④ ⑤ 

⑥ 

Ⅶ 

Ⅷ 

Ⅸ 

Ⅹ 

落とし穴４号 

��������	
�������������

�ｂ層土と�ａ層土の混土層。�ａ層土はごく
わずか。①

壁面近くは�層土に�，�層土が混ざる。中央
部は�ａ層土が目立つ。②

�，�層土に，わずかに�層土が混ざる。③

�層土に，わずかに黒色土が混ざる。黄色パミ
スが混ざる。④

�ａ層土に，わずかに黒色土が混ざる。⑤

①よりも�ａ層土が多く，壁面近くは�ａ層土
が目立つ。⑥

Ⅳ層土に，わずかに黒色土が混ざる。Ｐ－１１が
混ざる。⑦

黒色土（�，�層）に，わずかに�層土が混ざ
る。⑧

�層砂質土。Ｐ－１１が混ざる。⑨

�層土に�層土が混ざる。Ｐ－１１が目立つ。粘
性を帯びる。⑩

黒色土（�，�層）に�層土が混ざる。⑪

暗茶褐色土。サツマ小ブロック混入。⑫

�ｂ層土を中心とする混土層。①

�ａ層に，５～２０�の黄色パミス，２～５�の
白色パミスが混ざる。②

茶褐色土。�ａ層が中心。③

③にＰ－１１が混ざる。④

④に�・�層土が混ざる。⑤

黄褐色土。フカフカしている。Ｐ－１１を多く含
む。⑥
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　　　落とし穴状遺構５号（第７２図）

　Ｇ－２０区，Ⅴｂ層上面で検出された。平面の形状は隅

丸長方形であり，長軸が１３２�，短軸が６７�である。底

面は長軸が１０９�，短軸が５０�である。深さは検出面か

ら７５�である。底面には逆茂木痕はみられなかった。埋

土は，底部はⅦ・Ⅷ層土にＰ－１１が混ざり，最上部は御

池火山灰土である。 （ＳＤ４）

 

　　２　土器・石器

　　　土器

　図の２３３・２３４は，調査区南側のトレンチ１７を拡張した

部分で出土した。滑石が非常に多く混入されていた。そ

の影響で，表面の剥落が激しい。胴部には太い縦位の条

痕が確認され，曽畑式系土器に類似する。

　　　石器

　図の２３５は，石鏃である。チャート製で逆刺が丸く深

い抉りのある凹基式の二等辺三角形をした石鏃である。

　図の２３６は，スクレイパーである。安山岩製で剥片の

側片に連続した剥離を施している。上部につまみを作り

出しているように見えるがここでは削器とした。

233

234

0 10cm 

236

0 5cm 

235
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その他取上番号
色調胎土文様・調整

器種分類層位出土区遺物
番号

挿図
番号 内面外面その他砂礫雲母長石石英内面外面

１４６　１５９にぶい黄にぶい黄滑石多い○条痕ナデナデ鉢曽畑式系ⅣｂＢ－１３２３３７３

１４４黄灰にぶい黄滑石多い○条痕ナデ曽畑式系ⅣｂＢ－１３２３４

備考重量（�）厚（�）幅（�）長（�）石材器種層位出土区取上番号遺物番号図版番号

０．４６０．２５１．２０１．９０チャート打製石鏃Ⅴ４Ｔ４Ｔ２３５７５
１２．１９１．００４．２０３．３０安山岩スクレイパーⅤａ１Ｔ１Ｔ２３６

���������	
����
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　　第４項　縄文時代後・晩期

　出土状況は，第７４図と第７９図に示した。台地から北側

に突き出た尾根上に，後期の竪穴式住居跡が検出されて

いる。後期の遺物は，同じ尾根上にも散見されるが，尾

根北側と南側の谷部への，流れ込みと考えられるものの

出土量が多い。また，南側に隣接する唐尾遺跡との境界

に近い１７トレンチからも出土している。

　晩期の遺物も，台地から北側に突き出た尾根から谷部

への流れ込みと考えられるものが多い。また，後期より

台地上の遺物がみられるが，南側への広がりはみられな

い。遺構は確認されていない。

　　１　遺構

　竪穴住居跡

　竪穴住居跡は，平成１３年の確認調査時に２トレンチで

検出した。遺構の実測は，平成１７年度の本調査時に行っ

ている。

　台地から北側に突き出た小尾根の平坦部で検出した。

形態は３．５×２．５ｍの楕円形で，中央に深さ５０�直径２０�

の柱穴が１ヶ所，中央から南西方向には１ｍ×０．５ｍの落

ち込みがみられる。埋土は黒褐色土で，黄褐色土（Ⅳｂ

層）を掘りこんでいる。近くからは石匙が出土している。

　　２　土器

　後期土器（２３７～２５９）

　２３点を図化した。２３８，２３９，２４１，２４２，２４３，２４４は，

凹線文の施文を特徴とした後期初頭の土器である。２４２

には凹施文の区画内に，貝殻沈線による疑似縄文が施文

されている。２３７は，口縁部の断面形が三角形で，口唇

部には貝殻腹縁による刺突文が施されている。また，貝

殻条痕により調整がなされている。このような特徴から，

松山式土器であると考えられる。２４０は，口縁部が肥厚

しする文様帯であることから，北久根山式土器であると

考えられる。２４０と２４１は，口縁部肥厚帯の中央部に斜位

の貝殻刺突文を１条巡らせている。調整方法としては，

貝殻条痕調整の後，丁寧なハケ調整を施されている。こ

のような特徴から，市来式土器であると考えられる。

２４９は，頸部がくびれ，胴部中央部でやや膨らみ，下半

部で窄まる形態から，市来式土器の無文土器であると考

えられる。２４６と２５４は，磨消縄文による，くの字型の屈

曲部をもつ口縁部形態から，西平式土器であると考えら

れる。２４５と２４３は，口縁部肥厚部に２本の凹線が施され，

箆磨研磨で調整されていることから，中岳式土器である

と考えられる。

　晩期土器（２６０～３０６）

　２６０から２７６は，口縁部に３条の沈線を施し，外反しな

がら開く形態から，入佐式土器であると考えられる。３０２

から３０６は浅鉢土器であると考えられる。
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　　　　竪穴式住居跡（Ｈ―２８区） 
①　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）。１㎜大の黄色パミスをやや多く含む。ややしまる。 
②　黒褐色土（１０ＹＲ２／３）。１㎜～２㎜大の黄色パミスをやや多く含む。また，５㎜大の黄色パミスを２～３粒含む。黒褐色（１０ＹＲ２／３）がベー

スとなるが，２㎝大ほどの下層（Ⅳａ層，黄褐色土（１０ＹＲ５／６））のブロックを含む。ややしまる。炭化物がやや多く混じる。 
③　黄褐色土（１０ＹＲ５／６）（２㎜大のパミスをとても多く含む〈御池〉）の割合が多く，少し黒褐色土（１０ＹＲ２／３）が混じる。硬く，ややしまって

いる。 
④　褐色土（１０ＹＲ４／６）。１㎜～２㎜大の黄色パミスをごく少量含む。やや柔らかい。 
⑤　黒色土（１０ＹＲ１．７／１）。１㎜大の黄色パミスをごく少量含む。ベースはⅢａ層と考えられる。樹根によるⅢａ層の流入。 
　フカフカしている。 
⑥　黒色土（１０ＹＲ２／１）。やわらかい。１㎜大の黄色パミスと５㎜大の黄色ブロックをやや含む。 
⑦　５㎝～１０㎝大の黄ブロックを含む。②と③が混じるような土。黒色土（１０ＹＲ２／１）と④や③がブロックで混ざる。柔らかい２㎜大の黄色パ

ミスをやや多く含む。 
⑧　暗オリーブ褐色土（２.５Ｙ３／３）。２㎜下の黄色パミスを少量含む。硬くしまる。 
⑨　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）。とても柔らかい。 
⑩　褐色土（１０ＹＲ４／４）。５㎜～１㎝大の黄色パミスが少量混ざり，２㎜大の黄色パミスがやや含まれる。 
⑪　Ｐ１１上層。褐色土（１０ＹＲ４／４）をベースとし，１㎝程の明褐色（７.５ＹＲ５／８）のパミスをやや多く含む。ややしまる。 
⑫　Ｐ１１。褐色土（１０ＹＲ４／４）をベースとし，１㎝～２㎝大の明褐色（７.５ＹＲ５／８）のパミスを非常に多く含む。パラパラとしており，しまりがな

い。 
⑬　Ｐ１１下層。黒褐色土（７.５ＹＲ３／２）。粘性の強い性質をもち，ややしまっている。 
⑭　黒褐色土（７.５ＹＲ３／２）をベースとして，上層のパミス（明褐色（７.５ＹＲ５／８）の１㎝～２㎝大のパミス）がやや多く混じる。 
⑮　褐色土（１０ＹＲ４／４）をベースとして，１㎝大の明褐色（７.５ＹＲ５／８）のパミスを多く含む。やや柔らかい。 
⑯　暗褐色土（１０ＹＲ３／４）をベースとして，にぶい黄褐色（１０ＹＲ４／３）の２㎝大円形のブロックを多く含む。さらに明褐色（７.５ＹＲ５／８）の１㎝大

のパミスも少量含む。やや柔らかい。 
⑰　暗褐色土（１０ＹＲ３／４）をベースとして，にぶい黄褐色（１０ＹＲ４／３）の２㎝大円形のブロックを多く含む。明褐色（７.５ＹＲ５／８）の５㎜大のパミ

スを少量含む。やや柔らかい。 
⑱　暗褐色土（１０ＹＲ３／４）をベースとして，にぶい黄褐色（１０ＹＲ４／３）の２㎝大円形のブロックを多く含む。明褐色（７.５ＹＲ５／８）の５㎜～１㎝大

のパミスをやや多く含む。やや柔らかい。 
⑲　黄褐色土（１０ＹＲ５／６），１㎜大の黄色パミスをとても多く含む。しまる。 

① 
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その他取上番号
色調胎土文様・調整

器種分類層位出土区遺物
番号

挿図
番号 内面外面その他砂礫雲母長石石英内面外面

５６４赤褐色明赤褐色○○○ナデ工具ナデⅠⅢｂＧ－２０２３７７６

１１８３橙にぶい橙ナデ凹線文　貝殻押付ⅡⅣａＦ－１７２３８

１４９にぶい褐色にぶい褐色砂利○ケズリ凹線文深鉢ⅡⅣａＢ－１２２３９

２１２８浅黄橙橙凹線文凹線文　貝殻押付け
あり（口縁）ⅡⅦＤ－２３２４０

４０８にぶい橙明黄褐色ケズリ　ナデ凹線文ⅡⅣａＨ－２５２４１

３８３橙にぶい黄橙ケズリ貝殻凹線ⅡⅣａＨ－２９２４２

３９４にぶい明褐ナデ凹線文ⅡⅣａＧ－３２２４３

４１８明褐褐色ナデ凹線文ⅡⅣａＧ－３２２４４

１１２６にぶい黄橙にぶい黄橙ミガキミガキⅡⅡａＧ－１９２４５

３８０にぶい黄橙にぶい褐色ナデミガキⅡⅢａＦ－３０２４６

４５１橙橙ケズリ後ナデナデⅡⅣａＧ－３０２４７

２４７にぶい赤褐色黒ナデⅢＧ－２８２４８

２９３にぶい黄橙にぶい黄橙細粒ナデナデ　無文深鉢ⅣⅣＨ－２５２４９

橙灰褐色火山ガラス○ナデ貝殻刺突文ⅣⅣａ３Ｔ２５０

橙灰褐色火山ガラス○ナデ貝殻刺突文ⅣⅢ下３Ｔ２５１

褐色にぶい赤褐色○○○ナデ頸部に刻みの突帯Ⅳ２５２

にぶい橙黒褐色ミガキミガキⅤⅣａ８Ｔ２５３

１４７　１４８にぶい褐色褐灰火山ガラスミガキミガキ深鉢ⅤⅣａＢ－１２２５４

１４１３にぶい橙火山ガラス○○―ナデ深鉢後期底部ⅧＧ－２７２５５

３５２にぶい赤褐色橙ナデ無文後期底部ⅣａＧ－３１２５６

にぶい橙橙ナデナデ　無文後期底部Ⅲ５Ｔ２５７

２９６褐灰明赤褐色ナデ無文　ナデ後期底部ⅢｂＨ－２５２５８

５１１褐灰明赤褐色ナデ無文　ナデ後期底部ⅣａＨ－２５２５９

２０１　２０２赤褐色赤褐色ナデ沈線　ナデ　ミガキ深鉢晩期ⅣａＧ－２６２６０７７

３６５にぶい赤褐色にぶい赤褐色ナデナデ　沈線深鉢晩期ⅢａＧ－３１２６１

一括暗褐色にぶい橙ナデ　ミガキ沈線　ナデ　ミガキ深鉢晩期Ⅲ下５Ｔ２６２

橙灰褐色ナデナデ　沈線深鉢晩期Ⅲ下１Ｔ２６３

橙灰褐色ナデナデ　沈線深鉢晩期Ⅲ下１Ｔ２６４

３１２褐灰にぶい赤褐色ナデナデ　沈線深鉢晩期ⅣＨ－２６２６５

３７６橙灰褐色ナデナデ　沈線深鉢晩期ⅢｂＧ－３０２６６

１３９６明褐色灰褐色ナデ　ミガキナデ　沈線深鉢晩期ⅣａＧ－２６２６７

４５９にぶい橙灰褐色ナデナデ　沈線深鉢晩期ⅣａＧ－３１２６８

４１０黒褐色黒褐色ナデ沈線深鉢晩期ⅣａＧ－２５２６９

にぶい赤褐色ナデ沈線深鉢晩期Ⅲ下１Ｔ２７０

４３２黒褐色黒褐色ナデナデ　沈線深鉢晩期ⅣａＧ－３１２７１

５５０にぶい赤褐色灰褐色ナデナデ　沈線深鉢晩期ⅣａＧ－２５２７２

２６７橙にぶい褐色ナデ沈線深鉢晩期ⅢｂＨ－２７２７３

２３０黒褐色黒褐色ナデ沈線深鉢晩期ⅢａＨ－２７２７４
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その他取上番号
色調胎土文様・調整

器種分類層位出土区遺物
番号

挿図
番号 内面外面その他砂礫雲母長石石英内面外面

２２２にぶい褐色褐色ナデ沈線深鉢晩期ⅢｂＧ－２７２７５７７

４０３明赤褐色明赤褐色ナデ沈線深鉢晩期ⅣａＦ－３０２７６

一括灰黄褐色黒褐色ナデ沈線深鉢晩期Ⅲ下５Ｔ２７７

２３１黒褐色褐灰ナデ貝殻条痕文深鉢晩期ⅢｂＨ－２７２７８

５０６にぶい橙灰褐色ナデナデ深鉢晩期ⅣａＧ－３０２７９

３７１褐色黒褐色ナデミガキ深鉢晩期ⅣａＧ－３１２８０

４９６褐灰灰黄褐色ナデ沈線深鉢晩期ⅣａＨ－２５２８１

３７８赤褐色黒褐色ナデ沈線深鉢晩期ⅢａＧ－３０２８２

１４５７にぶい黄黄灰ナデナデ深鉢晩期Ⅶ上Ｈ－３１２８３

５３６にぶい黄橙褐灰ケズリ　ナデケズリ　ナデ深鉢晩期ⅣａＧ－３０２８４

２７０にぶい橙橙ナデ突帯あり浅鉢晩期ⅢｂＧ－２５２８５

３０３７橙橙ナデ口唇の間際に突帯あ
り深鉢晩期ⅤＥ－２１２８６

一括ナデミガキ深鉢晩期Ⅲ下１Ｔ２８７

３５１明赤褐色黒褐色ミガキミガキ深鉢晩期ⅢｂＧ－３１２８８

１３３９にぶい褐色黒褐色火山ガラス○ナデナデ深鉢晩期ⅣａＧ－２６２８９

３０３１黒褐色明赤褐色ナデナデ深鉢晩期ⅤＤ－２１２９０

一括赤褐色赤褐色ミガキナデ深鉢晩期Ⅲ下５Ｔ２９１

４５６　５２２にぶい橙橙ケズリケズリ深鉢晩期ⅣａＧ－３０２９２

無し橙にぶい褐色ナデナデ深鉢晩期ⅣＢ－１２２９３７８

２８１にぶい黄橙橙ナデナデ深鉢晩期ⅢｂＨ－２５２９４

５３７　５４０にぶい黄橙にぶい褐色ナデケズリ深鉢晩期ⅣａＦ－２４２９５

２０９　２１１灰黄褐色明赤褐色火山ガラス○○ナデ工具ナデ深鉢晩期ⅢｂＨ－２６２９６

一括明赤褐色赤褐色ケズリナデ深鉢晩期Ⅲ下５Ｔ２９７

５１３暗灰黄黄褐色○○ナデミガキ深鉢晩期ⅣａＨ－２５２９８

４８１黒褐色灰オリーブナデナデ深鉢晩期ⅣａＧ－３０２９９

一括にぶい橙にぶい赤褐色ナデナデ　無文浅鉢晩期Ⅲ下５Ｔ３００

３７７赤明赤褐色ナデナデ浅鉢晩期ⅢｂＧ－３０３０１

４２０黒褐色暗赤褐色ナデ　ミガキナデ　ミガキ浅鉢晩期ⅣａＧ－３１３０２

５２４黒褐色黒褐色ナデ　ミガキナデ　ミガキ浅鉢晩期ⅣａＧ－３１３０３

４９２　４９３黒褐色明赤褐色ナデ　ミガキナデ　ミガキ浅鉢晩期ⅣａＧ－３０３０４

３３９　４７４　４９４　５３５黒褐色暗赤褐色ナデ　ミガキナデ　ミガキ浅鉢晩期ⅣａＧ－３１３０５

５３０明褐色赤褐色ケズリ　ナデミガキ浅鉢晩期ⅣａＧ－３０３０６
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　　３　石器

　石鏃（３０７～３０９）

　図の３０７～３０９は石鏃である。３０７は安山岩製で逆刺が

鋭く浅い抉りのある凹基式の二等辺三角形をした石鏃で

ある。３０８はチャート製で逆刺が丸く深い抉りのある凹

基式の二等辺三角形をした石鏃である。なお先端と基部

の部分は欠損している。３０９は腰岳産黒曜石製で逆刺が

鋭い凹基式の二等辺三角形をした石鏃である。

　石匙（３１０～３１２）

　図の３１０～３１２は石匙である。３１０は安山岩製で正面に

のみ両側縁に縦方向の刃部加工を施している。３１１は

チャート製で正面と裏面に縦方向の刃部加工を施してい

る。３１２は頁岩製で正面と裏面に横方向の刃部加工を施

している。

　スクレイパー（３１３・３１４）

　図の３１３・３１４はスクレイパーである。３１３は安山岩製

で上面に自然面を残す素材剥片を用いている。剥片の正

面と裏面に連続した剥離を施していることから削器に分

類される。３１４は頁岩製で剥片の端部に急角度の剥離を

施していることから掻器に分類した。

　石核（３１５）

　図の３１５は石核である。チャート製の素材の周縁部か

ら求心的な剥離をおこなう石核で，上下面に二次加工も

確認できることからスクレイパーとして利用された可能

性もある。

　磨石・敲石・石皿（３１６～３１９）

　図の３１６は石皿である。砂岩製で正面と裏面に磨面を

確認している。また，上面に敲打痕も確認しており，敲

石として利用した可能性もある。３１７は磨石・敲石であ

る。砂岩製で正面と裏面に磨面，上下に敲打痕を確認し

ている。３１８は石皿である。安山岩製で正面と下面に磨

面を確認している。３１９は石皿である。砂岩製で正面と

左右側面に磨面，正面の左端と左側面に僅かな敲打痕を

確認している。
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備考重量（�）厚（�）幅（�）長（�）石材器種層位出土区取上番号報告書番号図版番号

０．６５０．３０１．７０１．９０安山岩打製石鏃ⅢｂＨ－２５２８５３０７８１

０．４４０．３０１．１０１．４０チャート打製石鏃ⅣａＨ－２５５０８３０８

０．６２０．３０１．４５１．５０黒曜石Ａ打製石鏃Ⅶ下５Ｔ５Ｔ３０９

３０．３４０．８０４．５０７．８０砂質安山岩石匙ⅣａＥ－２５１７９９３１０

８．５８０．９０２．２０４．７０チャート石匙ⅣａＨ－２８１６１４３１１

３７．０６０．８０９．１０６．７０頁岩石匙ⅣａＧ－３１３４６３１２

８８．２７１．６０８．９５６．４０安山岩スクレイパーＧ－２８一括３１３

１４．９６１．１５４．４５３．５５頁岩スクレイパーⅢｂＧ－２９３８２３１４８２

１７．３０１．５０３．３０３．４０チャート石核ⅣａＦ－２３５４５３１５

６２０．００５．５０７．２０１３．００砂岩石皿表砕一括３１６８３

２８０．００２．４０５．８０１４．５０砂岩磨石・叩石ⅢｂＧ－３０３２１３１７

３９０．００４．６０８．５０９．２０輝石安山岩石皿ⅢｂＧ－３０３４３３１８

３２７０．００７．８０１４．９０１９．３０砂岩石皿Ｄ－２３１１２１３１９
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　　第１項　分布状況

　古墳時代から古代・中世にかけての遺物包含層は，文

明３年（１４７１）の桜島噴出物のボラ層（Ｐ３）より下層

になるⅢａ層からⅢｂ層に該当する。これらの層の旧地形

のうち，尾根部に当たるＥ－２２～Ｇ－２７区などは，後世

の削平を受けて消失した部分が多い。そのような状況の

中で，旧地形の谷部に当たる地点で，一部包含層が残存

し，遺構・遺物を確認した。Ｄ－１９～Ｈ－２１区にかけて

は，溝状遺構を検出した。また，溝状遺構内などで遺物

を確認した。

　　第２項　遺構

　溝状遺構

　溝状遺構は，旧地形の台地平坦部から谷部へと緩やか

に傾斜しつつ，直線状に延びている。概ねＤ－２０～２１区

からＨ－１９区に向けて１６条が確認できる。南側からグ

ループ化し，１～８の番号を付した。また，Ｅ－２０区に

は，全長５ｍ未満の短めのものが５条以上並走している。

これには９の番号を付した。

　埋土は，基本的に黒色腐食土である。断面Ｅ，Ｆ，Ｊ，

Ｋ，Ｌ，Ｎ，Ｏ，Ｐ，Ｑでは底部に硬質の砂質土が確認

された。断面図内の斜線部は硬化面である。

　溝状遺構１～３

　旧地形の谷頭付近から谷底へ，谷を下るように伸びて

いる。長さは，１が約３．５ｍ，２－①が約１５．５ｍ，２－②

が約６ｍ，３－①が約２６．５ｍ，３－②が約３ｍである。

２－①と３－①，３－②では，底面に波板状遺構が確認

できる。

　溝状遺構４・５・８

　旧地形の谷部のゆるやかな斜面に位置している。長さ

は，４が約７ｍ，５が約３．５ｍ，８－①が約３．５ｍ，８－

②が約１．５ｍである。１～３と６・７の間に位置する。

６・７とは，平行している。４と８－①では，底面に波

板状遺構が確認できる。

　溝状遺構６

　旧地形の谷部を横断するように，台地端部から谷底へ

伸びている。長さは約２４．５ｍである。谷底側で，底面に

波板状遺構が確認できる。

　溝状遺構７

　旧地形の谷部を横断するように，台地平坦部から谷底

へ伸びている。６との間に約６ｍの溝状遺構があるが，

谷部のゆるやかな斜面で，７に収束している。谷底側で，

台地平坦部側で，底面に波板状遺構が確認できる。土師

器３２１と３２４が出土している。

　溝状遺構９

　旧地形の台地平坦部に位置している。部分的に，底面

で波板状遺構が確認できる。
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　　第３項　遺物

　成川式土器（３２０）

　旧地形の台地上の平坦部に位置するＤ－２４区で出土し

た。本遺跡で確認された古墳時代の遺物はこの１点だけ

である。胴部に突帯が回る甕であることから，笹貫タイ

プのものと考えられる

　土師器（３２１～３２５）

　図の３２１と３２４は，Ｄ・Ｅ－２１区溝状遺構内で出土して

いる。その他のものは，旧地形の谷部で出土している。

　砥石（３２６）

　旧地形の台地上の平坦部に位置するＤ－２３区で出土し

た。正面・裏面・右側面に磨面を確認している。また，

裏面は上部が最も使用されており，下から上にかけて窪

む形になっている。
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その他取上番号
色調胎土文様・調整

器種分類層位出土区遺物
番号

挿図
番号 内面外面その他砂礫雲母長石石英内面外面

１４１７　１４１８　１４１９
１４２０　１４２１　１４２２橙橙輝石○○ヘラけずりヘラけずり甕成川式

土器　ⅢａＤ－２４３２０

８８ 注記なし褐灰にぶい黄橙輝石○○研磨ロクロ内黒土師器３２１

３０３８浅黄橙にぶい黄橙○ロクロナデロクロ 土師器ⅢｂＥ－２１３２２

３００　３０１にぶい褐色にぶい褐色輝石○○工具を利用したナデロクロ甕土師器ⅢｂＨ－２５３２３

３０２３にぶい黄橙浅黄橙○○ロクロナデロクロ 土師器ⅤＤ－２１３２４

５６２にぶい黄橙浅黄橙○○ロクロヘラ切りはなし坏土師器ⅢｂＧ－２０３２５

泥岩，重さ
８０ｇ１１２２砥石Ｄ－２３３２６
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　　第１項　分布状況

　近世から近代にかけての遺物包含層は，Ⅰ層の表土層

に該当する。この層は，耕作やボラ除去作業，近代以降

の県道建設などのため，削平や撹乱を受けて消失した部

分が多い。そのような状況の中で，Ｄ・Ｅ－１９～２５区に

かけて，一部包含層が残存し遺構・遺物を確認した。ま

た，一部のⅠ層埋土中からは，安永８年（１７７９）の桜島

噴出物のボラ（Ｐ２）を確認した。

　　第２項　遺構

　Ｄ・Ｅ－１９～２５区に近世における掘立柱建物跡を４棟

確認した。Ｐ２を含むものも確認していることから１８世

紀後半以降のものと思われる。柱穴痕の中には，鉄製品

や茶碗などの遺物も確認している。４棟とも北東～南西

を軸にした，ほぼ同じ方向に向いていたことが想定され

る。

　また，柱穴痕の埋土を以下のように分類する。

①黒色土。２�大の黄褐色パミスが非常に多い。しまり

はない。

②黒色土。１�以下の黄色砂粒土（Ⅳ層）を少量含む。

③黒色土と暗褐色土のブロック。Ⅲａ，Ⅲｂ，Ⅳａ層の

混在。やわらかい。

④黒色土。５�大のにぶい黄褐色パミスが非常に多い。

Ⅲ層とⅡ層の混在。しまりはない。

⑤黒色土。５�大のパミスが非常に多い。

⑥黒褐色土。５�大のパミスがやや多い。少しねばりが

ある。ややしまる。

⑦黒色土。２�大のにぶい黄褐色パミスを少量含む。

�黒色土。１�大の褐色砂粒土（Ⅳ層）を少量含む。や

やしまる。

�黒色土。３�～１�大のにぶい黄色パミスが非常に多

い。しまりがなく脆い。

�黒色土。３�～１�大のにぶい黄色パミスが非常に多

く，３～４�大の褐色土ブロック（Ⅳ層）をやや多く

含む。しまりはなく脆い。

�明褐色土。一度掘り上げたアカホヤ（Ⅴ層）を柱穴に

入れたもの。柔らかい。

　掘立柱建物跡１号（第９１図）

　Ｄ・Ｅ－２４～２５区で検出した。２間×３間，約４．５ｍ

×７ｍの大きさである。

　掘立柱建物跡２号（第９２図）

　Ｄ－２３～２４区で検出した。２間×３間，約５ｍ×７ｍ

の大きさである。柱穴１１は，壁面に幅７�程度の先の丸

い工具による工具痕が明瞭に残る。底面には，層になら

ないシミのような硬化面が残っていた。柱穴１４からは蓋

付茶碗が出土した。調査区外に広がる可能性がある。
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その他取上番号
色調胎土文様・調整

器種分類層位出土区遺物
番号ｙｈ

内面外面その他砂礫雲母長石石英内面外面

口唇部以外
全面施釉にぶい赤褐色にぶい赤褐色○半胴甕薩摩焼３２７

暗灰黄暗灰黄半胴甕薩摩焼表採３２８

暗灰黄暗灰黄薩摩焼表採３２９

明赤褐色黒褐色鉄釉線香立薩摩焼表採３３０

注記無し赤褐色にぶい黄褐色施釉口縁部釉剥ぎ　施釉土瓶薩摩焼３３１

注記無し明赤褐色黒褐色鉄釉土瓶薩摩焼３３２

暗灰褐色暗灰黄半胴甕薩摩焼表採３３３

暗灰黄鉄釉黒褐色鉄釉鉄釉だれ壺薩摩焼表採Ｆ－２２３３４

注記無し黒褐色暗褐色釉土瓶薩摩焼３３５

注記無し黒褐色暗褐色釉土瓶薩摩焼３３６

底部以外全
面施釉にぶい黄褐色暗灰黄○半胴甕薩摩焼表採３３７

黒褐色鉄釉黒褐色鉄釉半胴甕薩摩焼表採３３８

黄褐色黒褐色鉄釉半胴甕薩摩焼表採３３９

底部以外全
面施釉黄褐色黒褐色鉄釉半胴甕薩摩焼表採３４０

にぶい赤褐色暗褐色おろし擂鉢薩摩焼表採３４１

注記無し明赤褐色黒褐色鉄釉施釉茶家薩摩焼３４２

褐灰黒褐色施釉土瓶蓋薩摩焼表採Ｆ－２２３４３

注記無し黒褐色黒褐色土瓶蓋薩摩焼３４４

注記無し赤褐色褐色土瓶蓋薩摩焼３４５

注記無しにぶい褐色にぶい黄褐色土瓶蓋薩摩焼３４６

注記無し灯明皿薩摩焼３４７

目跡注記無し黒褐色明赤褐色釉タレ高台付
き皿　薩摩焼３４８

輪積痕注記無し灰褐色灰褐色釉高台付
き皿　薩摩焼３４９

褐色褐色蛇目痕釉かけ皿型薩摩焼表採Ｆ－２２３５０

輪積痕１１２３灰白灰白目跡有り釉有り蓋付茶碗ＳＰ２３Ｄ－２３３５１

灰白灰白染付け蓋付茶碗３５２

灰黄灰白染付３５３

灰白灰白輪花高台付
き皿　染付３５４

灰色灰色目跡有り高台釉剥ぎ陶器染付３５５

灰白灰白高台釉剥ぎ湯呑染付３５６

灰白灰白染付釉染付釉磁器染付３５７

灰色灰色皿３５８

灰色灰白陶器染付３５９

灰色暗灰褐色目跡有り釉タレ高台付
き皿　３６０

古寛永寛永通宝古銭３６１

鍬鉄製品３６２

底面にＫ．Ｓ．
の凹み薄緑薄緑気泡薬壜ガラス

製品　３６３

白白，緑二条の緑線湯呑統制食器表採Ｆ－２２３６４

　掘立柱建物跡３号（第９３図）

　Ｄ－２１～２２区で検出した。１間×１間，約４ｍ×４．５

ｍの大きさである。柱穴３からは，鉄製品や平鍬と思わ

れる鉄製農具が出土した。

　掘立柱建物跡４号（第９４図）

　Ｄ・Ｅ－１９～２１区で検出した。２間×２間，約４ｍ×

５ｍの大きさである。調査区外に広がる可能性がある。

　　第３項　遺物

　遺物は，一括取上遺物が大半であり，出土地点を特定

できるものは少ない。この中で，図３５１の蓋付茶碗の蓋

部と，図３６２の平鍬と考えられる鉄製農具は，掘立柱建

物跡の柱穴痕から出土した。

　薩摩焼（３２７～３５０）

　図３２７には注ぎ口が付いていたと思われる。図３３０は線

香立ての口縁部と考えられる。図３３１，３３２，３３５，３３６は

土瓶の口縁部であると考えられる。図３４１は擂鉢の底部

であると考えられる。図３４２は土瓶の耳部であると考え

られる。図３４３，３４４，３４５，３４６は土瓶の蓋と考えられる。

図３４７は灯明皿であると考えられる。図３４９，３５０は１９世

紀の姶良・加治木系のものであると考えられる。

　平佐焼とその他の陶磁器（３５１～３６０）

　図３５１，３５２，３５４は平佐焼であると考えられる。うち，

３５１，３５２は蓋付茶碗の蓋と茶碗であると考えられる。図

３５６，３５８，３６０は１８世紀後半の肥前系のものであると考

えられる。

　古銭（３６１）

　寛永通宝である。文字の判別が難しいが，古寛永の可

能性がある。

　鉄製品（３６２）

　掘立柱建物跡３号の柱穴３から出土した。牛馬で牽い

て使用する平鍬の可能性がある。

　ガラス製品（３６３）

　緑色の瓶で，底面に「Ｋ」「Ｓ」型の凹みがある。薬

瓶であると考えられる。

　統制食器（３６４）

　白色の湯呑で，濃オリーブ色の二本線が口縁下の胴部

を廻っている。戦時下の昭和１６年（１９４１）３月以降に製

造された，工場食器であると考えられる。
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　　第１項　遺構・遺物について

　　１　遺構

　本遺跡における検出遺構は，旧石器時代と，縄文時代

早期・中期・後期，古代・中世，近世に分けられる。　

　旧石器時代該当層からは，礫群を２基検出した。縄文

時代該当層からは，早期の集石９基，土坑２基，落とし

穴状遺構１９基，中期の落とし穴状遺構５基，後期の竪穴

住居跡１軒を検出した。中世該当層からは，溝状遺構１６

条を検出した。近世該当層からは，掘立柱建物跡４棟を

検出した。

　縄文時代の生活範囲は，時期により変化している。早

期前葉においては，台地北側に突き出た尾根の周辺で，

集石，落とし穴状遺構が多くみられる。遺物も，その南

北の斜面から出土している。早期後葉においては，南斜

面側に重点が移っている。前期から中期にかけては，遺

構・遺物とも激減するが，さらに南側へ移っている。中

期の落とし穴状遺構は，台地北側に突き出た尾根と，そ

の南側の台地との間の谷部を下っている。遺物は台地上

の唐尾遺跡に隣接する地点から出土している。後期から

晩期にかけては，再び北側に移り，台地北側に突き出た

尾根の先端部付近で，掘立柱建物跡を検出した。遺物も，

北斜面側に集中して出土している。また，南側台地上の，

唐尾遺跡に隣接する地点でも出土している。

　なお，縄文時代の落とし穴状遺構については，第２項

にて詳述する。以下，時代ごとに記述する。

・旧石器時代

　礫群を，台地から突き出た小尾根の頂端部に形成され

た平坦地端部で２基検出した。被熱のあとがみられる礫

で構成され，石材は，頁岩，砂岩，凝灰岩が多い。礫群

１号の落ち込みには，ⅩⅡ層の埋土が見られる。

・縄文時代早期

　集石を，台地と小尾根の接続部で１基，台地から突き

出た小尾根頂端部の北側落ち際で６基，小尾根先端部で

２基検出した。石材は，凝灰岩，砂岩，頁岩が多い。大

半の礫が，被熱による赤化のあとがみられる。落ち込み

内の埋土は，Ⅶ・Ⅷ層土が見られるものと，Ⅵ層起源の

パミスが混在したⅦ層土がみられるものがある。

　土坑は，台地から突き出た小尾根頂端部に形成された

平坦地中央部で１基，台地から谷部に下る南斜面上で１

基を検出した。１号からは，多数の礫の他に黒曜石や土

器片，炭化物もみられる。２号は，隅丸長方形で底部は

平坦である。埋土はⅧ層土で，２号には黄色パミスや１

㎜ 程度の白色粒も混在する。

　落とし穴状遺構を，　Ｄ－１９区からＨ－２７区で１９基検

出した。内容については，第２項で詳述する。

・縄文時代中期

　落とし穴状遺構を，Ｄ～Ｇ－２０区を中心に５基検出し

た。内容については，第２項で詳述する。

・縄文時代後期

　竪穴式住居跡を，台地から突き出た小尾根の平坦部で

１軒検出した。形態は３．５×２．５ｍの楕円形で，中央に柱

穴が１ヶ所，中央から南西方向には落ち込みがみられる

ものである。埋土は黒褐色土で，黄褐色土（Ⅳｂ層）を

掘りこんでいる。

・古代・中世

　溝状遺構を，台地上から谷部に向かう地形で１６条検出

した。遺構内からは，土師器が出土している。

・近世

　掘立柱建物跡を，台地平坦部で４棟検出した。柱穴痕

の埋土に，安永８年（１７７９）の桜島噴出物であるＰ２を

確認している。埋土中からは，１８世紀後半以降とみられ

る陶磁器が出土している。また，発掘調査時に地域から，

関山は関所に由来すると伝聞した。北東に位置する通山

地区には，近世の番所の存在が知られているが，関山に

ついては明らかにできなかった。

　　２　遺物

　本遺跡における出土遺物は，旧石器時代の小型ナイフ

形石器文化期と細石刃文化期，縄文時代の早期・前期・

中期・後期・晩期の時期，古墳時代，古代，中世，近世，

近代に分けられる。

　旧石器時代の石器の中には小型ナイフ形石器文化期と

細石刃文化期の混在層からの出土遺物など時期の特定が

難しい石器も含まれているが，本報告書ではナイフ形石

器文化期の遺物として紹介している。石材については不

純物を多く含みガラス質の強い性質のＯＢ－Ｂや，不純物

が少なく透明度が高い性質を持つＯＢ－Ｃが多く出土して

おり，ガラス質が強く光沢があり透明感のない性質を持

つＯＢ－Ａや安山岩，頁岩，砂岩，チャート等が僅かに出

土している。

　以下，時代ごとに記述する。

・旧石器時代小型ナイフ形石器文化期

　小型ナイフ形石器，使用痕剥片，スクレイパー，二次

加工剥片，石核，礫器，凹石，敲石が確認できた。遺物

量は少ない。しかし，出土した石核からは打面と作業面

を交互に入れ替える剥離，単一方向から作出した平坦な

面の剥離，礫面上で複数回の打面転移を行う剥離，単一

方向から円礫の自然面の剥離など，多様な剥片剥離技術

が存在していたことを確認できた。

・旧石器時代細石刃文化期

　細石刃，細石刃核，掻器，削器，石核，石鏃，小型の

尖頭器が確認できた。石鏃は，旧石器時代の遺物包含層

から出土したと思われる。この時期では九州における細

石刃文化期においては古相に位置する細石刃核である野

岳・休場系の細石刃核が出土している。
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・縄文時代早期

　土器は，加栗山式土器，吉田式土器，石坂式系土器，

下剥峯式土器，円筒形条痕文土器，変形撚糸文土器，平

栫式系土器，塞ノ神式土器，右京西式土器を確認できた。

加栗山式土器と吉田式土器の出土量が多い。加栗山式土

器に分類したものの中には，「札ノ元Ⅶ類土器」に類似

するものも含まれる。

　また，大型の変形撚糸文土器が，小型の撚糸文土器と

入れ子状で出土し，撚糸文土器には，パイプ状ベンガラ

を成分とする赤色顔料が貯蔵されていた。出土状況は，

早期の本体部である尾根と，谷を挟んで反対側の南側の

台地上のⅦ層で出土し，周りに遺構・遺物は少なく，掘

りこみは確認されていない。なお，本遺跡では赤色顔料

が付着した遺物および変形撚糸文土器の出土は，この他

にはない。本県では，この時代での類例はなく，特に注

目される。

　石器は，石鏃，楔形石器，スクレイパー，二次加工剥

片，微細剥離痕剥片，石核，打製石斧，磨石，敲石，凹

石，ハンマー，石皿が確認できた。この時期は本遺跡で

は遺物量が一番多く，特に石鏃の出土量は豊富で，小型

の石鏃から剥片を使用した石鏃まで多様の種類の石鏃が

出土している。石鏃の中には形態や制作技術に草創期の

特徴を持っている物もある。

・縄文時代前・中期

　土器は，曽畑式系土器を確認できた。調査区南側の唐

尾遺跡に隣接する地点で出土した。滑石を極めて多く含

み，剥落が激しいものである。

　石器は，石鏃１点とスクレイパー１点を確認できた。

本遺跡の縄文時代では最も出土量が少ない。２つとも

別々のトレンチから出土している。

・縄文時代後・晩期

　土器は，後期土器として岩崎上層式土器，松山式土器

北久根山式土器，市来式土器，西平式土器，中岳式土器

が確認できた。晩期土器は，入佐式土器，深鉢土器，浅

鉢土器が確認できた。

　石器は，石鏃，石匙，スクレイパー，石核，磨石，敲

石，石皿が確認できた。この時期の石材は主に安山岩，

砂岩，頁岩，チャート等が使用されている。なかでも３１０

の石匙や３１８の磨石は砂質安山岩や輝石安山岩等，数は

少ないが複数の種類の安山岩が石材に使用されている。

また，３１２の石匙は頁岩製で表面に鉄錆が浮かび上がって

いるという特徴を持っている。

・古墳時代

　成川式土器を１点確認できた。笹貫タイプと考えられ，

台地の平坦部にあたるＤ－２４区で出土している。本遺跡

では，弥生～古墳時代の遺物量が最も少ない。

・古代・中世

　土師器を数点，砥石を１点確認できた。土師器のうち

２点は溝状遺構から出土している。

・近世

　薩摩焼（姶良加治木系含む），平佐焼，肥前系の陶磁器，

寛永通宝，鉄製品を確認できた。うち２点は，掘立柱建

物跡の柱穴痕から出土している。陶磁器の器種は，半胴

甕，高台付皿，蓋付茶碗，土瓶，擂鉢，灯明皿，線香立

である。１８世紀後半から１９世紀半ばの時期と考えられる

ものが多い。また，鉄製品は平鍬と考えられる。

・近代

　薬壜と考えられるガラス製品を１点，統制食器と考え

られる陶磁器を１点確認できた。いずれも，一括取り上

げ遺物である。統制食器は，戦時中の工場食器の湯呑で

あった可能性がある。

　また，発掘調査時の地域での聴き取りから，調査区に

は近代に病院が存在したことを確認している。

（長�慎太郎・岩下直樹）

　　第２項　縄文時代の落とし穴状遺構について

　　１　縄文時代早期の落とし穴状遺構

　　１９基の落とし穴状遺構は，調査区のほぼ中央，　Ｄ－

１９区からＨ－２７区にかけて検出された。標高２９６ｍから

２９８ｍにかけて，ほぼ谷頭付近のコンターラインに沿うよ

うに検出されている。この辺りは，調査区内で最も標高

が高い場所である。長軸の向きについては，全ての落と

し穴状遺構の長軸の向きを揃えたという様子や，地形に

沿って長軸の向きを揃えたという様子はみられないよう

である。どちらかといえばコンターラインに直交するも

のが９基，平行するものが１０基となっており，長軸の向

きに，特に共通性はないようである。隣り合う落とし穴

状遺構の間隔については，最短で約４ｍ，最長で約２３ｍ，

平均で約１０ｍとなっている。

　平面の形状については，楕円形のものが１７基，卵形の

ものが２基である。１９基の上面の長軸の平均は１４６�，

短軸の平均は９３�であり，底面の長軸の平均は７６�，短

軸の平均は３９�である。断面の形状については，検出面

から平均で約３０�のところで段を持ち，そこからほぼ垂

直に掘り込まれるという形状を持つものがほとんどであ

る。検出面からの深さについては，１９基の平均が１６３�

である。

　逆茂木痕と思われる底面のピットについては，落とし

穴状遺構１３号と１９号を除き，全ての落とし穴状遺構の底

面のほぼ中央から，それぞれ１基ずつ検出された。１７基

の底面のピットの径の平均は８�，検出面からの深さは

５１�であり，逆茂木は地面に直接打ち込まれたものでは

ないかと思われる。埋土については，全ての落とし穴状

遺構の上部が，自然堆積したと思われるＰ－１３を含むⅧ

層土に覆われている。Ｐ－１３は底部に近づくにつれ量が

少なくなっていくが，ほぼ全ての埋土中にみられる。そ



－１３１－

のため，時期については，Ｐ－１３降下の直前に近い頃で

はないかと考えられる。

　しかし，落とし穴状遺構１４号と落とし穴状遺構１６号の

埋土の堆積状況については，他の落とし穴状遺構とは異

なる点がみられる。上部がＰ－１３を含むⅧ層土に覆われ

ているという点は同じであるが，底面だけではなく，埋

土の中央付近にも逆茂木痕と思われる跡がみられ，周辺

の埋土は，中央の逆茂木痕と思われる跡を避けるように

して堆積している。逆茂木がまだしっかりとしている状

況で，何らかの理由で人為的に埋められたのではないか

という様子もうかがえる。その場合，底面付近にもＰ－

１３がみられることから，これらの落とし穴状遺構が埋め

られたのは，Ｐ－１３降下後ではないかとも考えられる。

そのため，詳しい時期の判定については，今後の考察を

待つ必要がある。

　また，落とし穴状遺構２号，落とし穴状遺構６号，落

とし穴状遺構９号，落とし穴状遺構１０号，落とし穴状遺

構１６号，落とし穴状遺構１７号では，完掘後の比較的硬い

ⅩⅤ層からⅩⅧ層にかけた壁の一部に，掘削工具痕と思

われる跡が確認された。写真では確認しづらいが，調査

者は２～４�程度の棒状の物ではないかと述べている。

　　２　縄文時代前期以降の落とし穴状遺構

　５基の落とし穴状遺構が検出された。

　落とし穴状遺構１号は，埋土の底部にアカホヤ火山灰

を含むことから，時期については，アカホヤ火山灰降下

の直前に近い頃ではないかと考えられる。

　落とし穴状遺構２号は，底部のアカホヤ火山灰の二次

堆積土にＰ－１１が多く混ざるが，底部のＰ－１１は，壁か

ら崩れ落ちたものと思われる。時期については，アカホ

ヤ火山灰堆積後と考えられる。

　落とし穴状遺構３号は，中部から底部にかけてはアカ

ホヤ火山灰の二次堆積土，上部は御池火山灰土である。

時期については，アカホヤ火山灰堆積後と考えられる。

　落とし穴状遺構４号は，検出されたのはⅦ層上面であ

るが，さらに上位で検出されるものと思われる。底部に

御池火山灰を含むことから，時期については，御池火山

灰降下の直前に近い頃ではないかと考えられる。

　落とし穴状遺構５号は，検出されたのはⅤｂ層上面で

あるが，さらに上位で検出されるものと思われる。形状

は異なるものの，埋土の堆積状況は落とし穴状遺構３号

に近く，時期についても，落とし穴状遺構３号と同じ頃

ではないかと考えられる。

　落とし穴状遺構１号と落とし穴状遺構４号については，

単独で使用されていた可能性が高いが，落とし穴状遺構

２号，落とし穴状遺構３号，落とし穴状遺構５号につい

ては，同時期に使用されていた可能性も考えられる。

（木内敏生）

（参考文献）

栗山葉子２００６「変形撚糸文の原体復元－桐木耳取遺跡の
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黒川忠広２００４「南九州貝殻文土器に見られる地域性につ

いて」『縄文の森から』第２号　鹿児島県立埋

蔵文化財センター

�岐阜県陶磁資料館２００１「戦時中の統制されたやきも

の」『特別展図録』

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００２「九日田・供養之

元・前原和田遺跡」『発掘調査報告書３６』

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００５「瀬戸頭Ａ・Ｂ・
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『発掘調査報告書８８』

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００５「桐木耳取遺跡」

『発掘調査報告書９１』

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００６「伏野・隠迫・枦

堀・仁田尾・御仮屋跡遺跡」『発掘調査報告書

１０１』

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００７「堂園平遺跡」

『発掘調査報告書１０４』

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００７「堂平窯跡」『発掘

調査報告書１０６』

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００７「仁田尾中Ａ・Ｂ

遺跡」『発掘調査報告書１１０』

落とし穴状遺構１６号完掘状況
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鹿児島県立埋蔵文化財センター

　本遺跡出土の赤色顔料について，次のとおり分析を

行った。

１　試料

　　変形撚糸文土器内入れ子に貯蔵された赤色顔料

２　観察・分析方法

　�　形状観察

　　　走査型電子顕微鏡（日本電子製ＪＳＭ－５３００Ｌ

Ｖ）による２０００～７５００倍観察を行った。

　�　蛍光Ｘ線分析

　　　エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（堀場製作所

製ＸＧＴ－１０００，Ｘ線管球ターゲット：ロジウム，

Ｘ線照射径１００μｍ）を使用した。分析対象は元素

番号１１のナトリウム（Ｎａ）からウラン（Ｕ）まで

である。分析条件は次のとおりである。

　　　胎土の分析については，断面の一部を削り，新鮮

な胎土面を出して，同じ条件で分析した。

３　結果（電子顕微鏡写真及び蛍光Ｘ線分析結果は次項掲載）

　�　形状観察

　　　サイズの土器内にあふれるほどの量が貯蔵されて

いる。出土時の色調は鮮明な赤褐色であった。電子

顕微鏡観察により，パイプ状の粒子を確認した。

　�　蛍光Ｘ線分析

　　　分析の結果，強い鉄（Ｆｅ）のピークが得られた。

不純物がほとんど無い，良質のベンガラである。

４　鹿児島県内における赤色顔料の観察例

　　顔料とは着色剤の一種で，水には溶けない微粒子で

ある。赤色顔料はその主成分から「ベンガラ」，

「朱」，「鉛丹」の３種類に分けられ，ベンガラは酸

化第二鉄（Ｆｅ２Ｏ３），朱は硫化水銀（ＨｇＳ），鉛丹は

四酸化三鉛（Ｐｂ３Ｏ４）を主成分とする。

　　　赤色顔料の歴史は，古いもので１．５～２万年前に

北海道，東北地方においてベンガラが付着した石器

や顔料原石が出土した例があり，朱は縄文時代後期

から，鉛丹は古墳時代から使われている。これまで

に鹿児島県内で出土した縄文時代の赤色顔料は，ほ

とんどが土器に付着したベンガラであり，朱の検出

は数例しかない。

　　　当センターでは，遺跡から出土するベンガラにつ

いて，電子顕微鏡観察により次の２種類に分類して

いる。

　　�レプトシリックス（Ｌｅｐｔｏｔｈｒｉｘ）などの鉄細菌

（鉄バクテリア）に由来するパイプ状の形状をも

つ粉末

　　�天然の原石に由来する不定形の粉末

　　　これまでに，県内各地の多くの遺跡で赤色顔料を

確認しており（観察表参照），岩本遺跡や稲荷原遺

跡の岩本式土器に付着していた例など，縄文時代早

期初頭にはすでに使われていたことが分かっている。

　　　本遺跡のように，貯蔵したと見られるものは，こ

れまで縄文時代後期の市来貝塚出土の二枚貝が知ら

れているのみであった。

　　　今回の例は，縄文時代早期後葉としては初めての

例であり，貯蔵の形態や量など特筆すべき点が多い。

Ｘ線照射径　　　　：１００μｍ

測定時間　　　　　：１００ｓ

Ｘ線管電圧　　　　：５０ｋＶ

電流　　　　　　　：２６０μＡ

パルス処理時間　　：Ｐ３

Ｘ線フィルタ　　　：なし

試料セル　　　　　：なし

定量補正法　　　　：スタンダードレス
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蛍光Ｘ線分析結果

電子顕微鏡観察画像
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「パイプ」はパイプ状粒子を確認したもの。
「その他」はパイプ状粒子以外のベンガラや白色顔料を確認したもの。
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その他水銀朱
ベンガラ

観察対象所在地遺跡名地図時期
非パイプパイプ

○岩本式土器指宿市岩本１

早期
初頭

縄　
　
　
　

文　
　
　
　

時　
　
　
　

代

○岩本式土器鹿児島市加栗山２
○岩本式土器３点伊集院町稲荷原３
○岩本式土器４点伊集院町上山路山４
○岩本式土器１点（完形品）田代町ホケノ頭５

○○○平栫式土器（深鉢壺）耳栓国分市上野原６
早期
後葉

○○○塞ノ神式土器共伴の耳栓状土製品福山町城ヶ尾７
○○土器付着末吉町桐木Ｂ８
○○変形撚糸文土器（入れ子）曽於市末吉町関山４８

○○○深浦式土器横川町星塚９

前期
○○深浦式土器伊集院町山ノ脇１０
○○深浦式土器加治木町干迫１１
○○深浦式土器ほか南さつま市金峰町上水流４９
○○石皿（春日式土器共伴）輝北町前床１２中期
○○南福寺式土器市来町市来貝塚１３

中期末
○○南福寺式土器高尾野町柿内１４
○土器付着，土坑内伊集院町上ノ平１５

後期

○○○出水式土器出水市出水貝塚１６
○○土器，敲石（指宿式土器共伴）鹿児島市山ノ中１７

○○○市来式土器（台付皿形土器）市来町市来貝塚１３
○○二枚貝に入ったベンガラ
○○市来式土器（台付皿形土器）鹿児島市草野貝塚１８
○軽石加工品

白色顔料○市来式土器（台付皿形土器）加治木町干迫１１
○市来式深鉢形土器（１点）
○鐘崎式土器

○加曽利Ｂ式土器類似の注口土器（移入品）　
白色顔料○市来式土器（台付皿形土器）高原町佐土（宮崎県）１９

○○○市来式土器に伴う磨石枕崎市滝ノ下２０
○台付皿形土器川内市楠元２１
○鐘崎式土器姶良町中原２２
○鐘崎式土器上屋久町一湊松山２３
○○市来式土器（台付皿形土器）
○○軽石製品垂水市柊原貝塚２４

晩期

○○土坑内出土国分市上野原６
○内面○外面黒川式土器（浅鉢）鹿屋市榎崎Ｂ２５

○○○黒川式土器（浅鉢深鉢）加世田市干河原２６
○黒川式土器（深鉢）松元町枦掘２７

○○○突帯文に伴う壺形土器根占町出口２８
○内面○外面黒川式土器（浅鉢）南さつま市金峰町上水流４９

○黒川式土器
○○曽於市末吉町関山西５０
○○黒川式土器曽於市大隅町チシャノ木５１
○○板付Ⅰ式土器（壺形土器）垂水市柊原貝塚２４

弥生時代

○○口唇部に櫛描波状文のある壺形土器高山町東田２９
○北部九州から移入された壺形土器東串良町西牟田３０

黒色顔料○壺型土器日置市東市来町市ノ原４地点５２
○○土坑内埋土南九州市川辺町堂園Ａ５３
○○竪穴住居内出土の浅鉢等志布志市有明町上苑Ａ５４
○小口積みの石室内面と割り竹型木棺跡（４ｃ中）阿久根市鳥越古墳３１

古墳時代

○鹿角製刀装具１９９４年えびの市島内地下式横穴４号３２
○○石室内面１９９４年えびの市島内地下式横穴４０号３２
○軽石製石棺の内面大崎町飯隈地下式横穴３３
○軽石製石棺の内面大崎町神領地下式横穴３４
○玄室床面吾平町中尾１号地下式横穴３５
○土師器串良町岡崎４号墳３６
○○朱玉串良町岡崎１号地下式横穴３６

○頭蓋付着高山町北後田地下式横穴３７
○○石棺内側付着高山町天神原地下式横穴３８
○○石棺内側付着有明町原田地下式横穴３９
○○丹粉大口市平田地下式板石積石室４０
○○磨石付着山川町成川４１
○○成川式土器

○○○成川式土器（鉢　高杯）姶良町保養院４２
○○成川式土器（手づくね土器）高山町東田２９
○○竪穴住居炉周辺の床面鹿児島市鹿大構内Ｌ－６区４３

○埴輪付着肝付町高山塚崎古墳５５
○内赤土師器川内市西ノ平４４

古代

○土師器松元町フミカキ４５
○土師器伊集院町下永迫Ａ４６
○土師器出水市六反ヶ丸４７
○土師器日置市東市来町市ノ原４地点５２
○土師器椀・杯ほか南さつま市金峰町上水流４９
○土師器南さつま市金峰町芝原５６
○土師器南さつま市金峰町持躰松５７

（成分分析により同定した資料のみ掲載）
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（成分分析により同定した遺跡のみ掲載）
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　　炭化物№１３（遺物№１２５２：ＩＡＡＡ－７０８２１），Ｄ－２４区炭化物№１４（遺物№１４２２：ＩＡＡＡ－７０８２２），

合計２点である。

��������

　１）メス・ピンセットを使い，根・土等の表面的な不純物を取り除く。

　２）ＡＡＡ（Ａｃｉｄ　Ａｌｋａｌｉ　Ａｃｉｄ）処理。酸処理，アルカリ処理，酸処理により内面的な不純物を

取り除く。最初の酸処理では１Ｎの塩酸（８０�）を用いて数時間処理する。その後，超純水で

中性になるまで希釈する。アルカリ処理では０．００１Ｎの水酸化ナトリウム水溶液（８０�）を用

いて数時間処理する。その後，超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では１Ｎの塩

酸（８０�）を用いて数時間処理した後，超純水で中性になるまで希釈し，９０�で乾燥する。希

釈の際には，遠心分離機を使用する。

　３）試料を酸化銅１ｇと共に石英管に詰め，真空下で封じ切り，５００�で３０分，８５０�で２時間加

熱する。

　４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し，真空ラインで二酸化炭素（ＣＯ２）

を精製する。

　５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し，グラファイトを

作製する。

　６）グラファイトを内径１�のカソードにハンドプレス機で詰め，それをホイールにはめ込み，

加速器に装着し測定する。

������

　　測定機器は，３ＭＶタンデム加速器をベースとした１４Ｃ－ＡＭＳ専用装置（ＮＥＣ　Ｐｅｌｌｅｔｒｏｎ　９ＳＤ

Ｈ－２）を使用する。１３４個の試料が装填できる。測定では，米国国立標準局（ＮＩＳＴ）から提供さ

れたシュウ酸（ＨＯｘⅡ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同

時に実施する。また，加速器により１３Ｃ／１２Ｃの測定も同時に行う。

������

　１）年代値の算出には，Ｌｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用した。

　２）ＢＰ年代値は，過去において大気中の１４Ｃ濃度が一定であったと仮定して測定された，１９５０

年を基準年として遡る１４Ｃ年代である。

　３）付記した誤差は，次のように算出した。

　　　複数回の測定値について，χ２検定を行い測定値が１つの母集団とみなせる場合には測定値

の統計誤差から求めた値を用い，みなせない場合には標準誤差を用いる。

　４）δ１３Ｃの値は，通常は質量分析計を用いて測定するが，ＡＭＳ測定の場合に同時に測定される
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δ１３Ｃの値を用いることもある。

　　　δ１３Ｃ補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。

　　同位体比は，いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰；パーミル）で表した。

　　　����������������������������������

���������������������������������������

　　ここで，���������������������������������������

�����������������������������������������������

　　　δ１３Ｃは，質量分析計を用いて試料炭素の１３Ｃ濃度（１３ＡＳ＝１３Ｃ／１２Ｃ）を測定し，ＰＤＢ（白亜

紀のベレムナイト（矢石）類の化石）の値を基準として，それからのずれを計算した。但し，

加速器により測定中に同時に１３Ｃ／１２Ｃを測定し，標準試料の測定値との比較から算出したδ１３Ｃ

を用いることもある。この場合には表中に〔加速器〕と注記する。

　　　また，△１４Ｃは，試料炭素がδ１３Ｃ＝－２５．０（‰）であるとしたときの１４Ｃ濃度（１４ＡＮ）に換算し

た上で計算した値である。�式の１４Ｃ濃度を，δ１３Ｃの測定値をもとに次式のように換算する。

�����������������������������������������������������������

��������

��������������������������������������������������������

����������������������������������

　　　貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については，海洋中の放射性炭素濃度が大気の

炭酸ガス中の濃度と異なるため，同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きく

なる。多くの場合，同位体補正をしないδ１４Ｃに相当するＢＰ年代値が比較的よくその貝と同一

時代のものと考えられる木片や木炭などの年代値と一致する。

　　　１４Ｃ濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として，ｐＭＣ（ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｍｏｄｅｒｎ　Ｃａｒｂｏｎ）

がよく使われており，△１４Ｃとの関係は次のようになる。

　　　������������������������

�������������������������

　　　国際的な取り決めにより，この△１４ＣあるいはｐＭＣにより，放射性炭素年代（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌ

Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　Ａｇｅ；ｙｒＢＰ）が次のように計算される。

　　　�������������������������

����������������������

　５）１４Ｃ年代値と誤差は，１桁目を四捨五入して１０年単位で表示される。

　６）較正暦年代の計算では，ＩｎｔＣａｌ０４データベース（Ｒｅｉｍｅｒ　ｅｔ　ａｌ　２００４）を用い，ＯｘＣａｌｖ

３．１０較正プログラム（Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ１９９５　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ　２００１　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ，　ｖａｎ　ｄｅｒ

　　Ｐｌｉｃｈｔ　ａｎｄ　Ｗｅｎｉｎｇｅｒ２００１）を使用した。
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　　炭化物№１３（遺物№１２５２：ＩＡＡＡ－７０８２１）の１４Ｃ年代は６９１０±４０ｙｒＢＰ，炭化物№１４（遺物№

１４２２：ＩＡＡＡ－７０８２２）の１４Ｃ年代は１３３０±３０ｙｒＢＰである。暦年較正年代（１σ＝６８．２％）は，№

１３が５８４０～５８２０ＢＣ（１０．０％）・５８１５～５７３５ＢＣ（５８．２％）であり，縄文時代早期後葉に相当する。

№１４は６５０～７００ＡＤ（５５．９％）・７４０～７７０ＡＤ（１２．３％）であり，飛鳥時代末から奈良時代に相当

する。化学処理および測定内容に問題は無く，妥当な年代と考えられる。

　　参考

　　　ＩＡＡＡ－７０８２１に関しましては，試料名１３及び追加試料を合わせて処理し測定した結果になります。

　　　ＩＡＡＡ－７０８２２に関しましては，代替２試料（代替の代替試料）を処理し測定した結果になります。
　

　　　ここに記載するＬｉｂｂｙ　Ａｇｅ（年代値）と誤差は下１桁を丸めない値です。

参考文献
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Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ　Ｃ．　２００１　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　Ｐｒｏｇｒａｍ　ＯｘＣａｌ，　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　４３（２Ａ），３５５

－３６３

Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ　Ｃ．，　ｖａｎ　ｄｅｒ　Ｐｌｉｃｈｔ　Ｊ．　ａｎｄ　Ｗｅｎｉｎｇｅｒ　Ｂ．　２００１　’Ｗｉｇｇｌｅ　Ｍａｔｃｈｉｎｇ’　ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　ｄａｔｅｓ，

Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　４３（２Ａ），３８１－３８９

Ｒｅｉｍｅｒ，　Ｐ．Ｊ．　ｅｔ　ａｌ．　２００４　ＩｎｔＣａｌ０４　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　ａｇｅ　ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ，　０－２６ｃａｌ　ｋｙｒ　ＢＰ，　

 Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ 　４６，　１０２９－１０５８
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�加速器分析研究所
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　　関山遺跡は，鹿児島県曽於市末吉町に所在する。

��������

　　測定対象試料は，Ｄ－２４区の遺物№１４２２付着炭化物（３：ＩＡＡＡ－７０４０４），Ｇ－２５区の遺物№６８３

付着炭化物（４：ＩＡＡＡ－７０４０５），合計２点である。

��������

　１）メス・ピンセットを使い，根・土等の表面的な不純物を取り除く。

　２）ＡＡＡ（Ａｃｉｄ　Ａｌｋａｌｉ　Ａｃｉｄ）処理。酸処理，アルカリ処理，酸処理により内面的な不純物

を取り除く。最初の酸処理では１Ｎの塩酸（８０�）を用いて数時間処理する。その後，超純水

で中性になるまで希釈する。アルカリ処理では０．００１Ｎの水酸化ナトリウム水溶液（８０�）を

用いて数時間処理する。その後，超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では１Ｎの

塩酸（８０�）を用いて数時間処理した後，超純水で中性になるまで希釈し，９０�で乾燥する。

希釈の際には，遠心分離機を使用する。

　３）試料を酸化銅１�と共に石英管に詰め，真空下で封じ切り，５００�で３０分，８５０�で２時間加

熱する。

　４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し，真空ラインで二酸化炭素（ＣＯ２）

を精製する。

　５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し，グラファイトを

作製する。

　６）グラファイトを内径１�のカソードにハンドプレス機で詰め，それをホイールにはめ込み，

加速器に装着し測定する。

������

　　測定機器は，３ＭＶタンデム加速器をベースとした１４Ｃ－ＡＭＳ専用装置（ＮＥＣ　Ｐｅｌｌｅｔｒｏｎ　９ＳＤ

Ｈ－２）を使用する。１３４個の試料が装填できる。測定では，米国国立標準局（ＮＩＳＴ）から提供さ

れたシュウ酸（ＨＯｘⅡ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同

時に実施する。また，加速器により１３Ｃ／１２Ｃの測定も同時に行う。

������

　１）年代値の算出には，Ｌｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用した。

　２）ＢＰ年代値は，過去において大気中の１４Ｃ濃度が一定であったと仮定して測定された，１９５０年

を基準年として遡る１４Ｃ年代である。



－１４１－

　３）付記した誤差は，次のように算出した。

　　　複数回の測定値について，χ２検定を行い測定値が１つの母集団とみなせる場合には測定値

の統計誤差から求めた値を用い，みなせない場合には標準誤差を用いる。

　４）δ１３Ｃの値は，通常は質量分析計を用いて測定するが，ＡＭＳ測定の場合に同時に測定される

δ１３Ｃの値を用いることもある。

　　　δ１３Ｃ補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。

　　同位体比は，いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰；パーミル）で表した。

�������������������������������������
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　　ここで，���������������������������������������
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　　　δ１３Ｃは，質量分析計を用いて試料炭素の１３Ｃ濃度（１３ＡＳ＝１３Ｃ／１２Ｃ）を測定し，ＰＤＢ（白亜

紀のベレムナイト（矢石）類の化石）の値を基準として，それからのずれを計算した。但し，

加速器により測定中に同時に１３Ｃ／１２Ｃを測定し，標準試料の測定値との比較から算出したδ１３Ｃ

を用いることもある。この場合には表中に〔加速器〕と注記する。

　　　また，△１４Ｃは，試料炭素がδ１３Ｃ＝－２５．０（‰）であるとしたときの１４Ｃ濃度（１４ＡＮ）に換算

した上で計算した値である。�式の１４Ｃ濃度を，δ１３Ｃの測定値をもとに次式のように換算する。

　　　�������������������������������������������������������	

�����または

�������������������������������������������������������	

　　　�������������������������������

　　　貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については，海洋中の放射性炭素濃度が大気の

炭酸ガス中の濃度と異なるため，同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きく

なる。多くの場合，同位体補正をしないδ１４Ｃに相当するＢＰ年代値が比較的よくその貝と同一

時代のものと考えられる木片や木炭などの年代値と一致する。

　　　１４Ｃ濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として，ｐＭＣ（ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｍｏｄｅｒｎ　Ｃａｒｂｏｎ）

がよく使われており，△１４Ｃとの関係は次のようになる。

　　　������������������������

�������������������������

　　　国際的な取り決めにより，この△１４ＣあるいはｐＭＣにより，放射性炭素年代（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌ

　　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　Ａｇｅ；ｙｒＢＰ）が次のように計算される。

　　　�������������������������

����������������������
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　５） １４Ｃ年代値と誤差は，１桁目を四捨五入して１０年単位で表示される。

　６）較正暦年代の計算では，ＩｎｔＣａｌ０４データベース（Ｒｅｉｍｅｒ　ｅｔ　ａｌ　２００４）を用い，ＯｘＣａｌｖ

３．１０較正プログラム（Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ１９９５　　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ　２００１　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ，　ｖａｎ　ｄｅｒ

　　Ｐｌｉｃｈｔ　ａｎｄ　Ｗｅｎｉｎｇｅｒ２００１）を使用した。
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　　Ｄ－２４区の遺物№１４２２付着炭化物（３：ＩＡＡＡ－７０４０４）の１４Ｃ年代が８２１０±５０ｙｒＢＰ，Ｇ－２５区

の遺物№６８３付着炭化物（４：ＩＡＡＡ－７０４０５）の１４Ｃ年代が９２２０±５０ｙｒＢＰである。暦年較正年代

（１σ＝６８．２％）は，３が７３２０～７１４０ＢＣ，４が８５４０～８５１０ＢＣ（６．９％）・８４８０～８３３０ＢＣ（６１．３％）

である。化学処理および測定内容に問題は無く，妥当な年代と考えられる。
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Ｓｔｕｉｖｅｒ　Ｍ．　ａｎｄ　Ｐｏｌａｓｈ　Ｈ．Ａ．　１９７７　Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ：Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ　ｏｆ　１４Ｃ　ｄａｔａ，　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　１９，　３５５－３６３

Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ　Ｃ．　１９９５　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ａｎａｌｙｓｉｓ　ｏｆ　ｓｔｒａｔｉｇｒａｐｈｙ：　ｔｈｅ　ＯｘＣａｌ　Ｐｒｏｇｒａｍ，

Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　３７�，　４２５－４３０

Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ　Ｃ．　２００１　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　Ｐｒｏｇｒａｍ　ＯｘＣａｌ，　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　４３（２Ａ），　３５５
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　鳥居川遺跡・チシャノ木遺跡の確認・本調査は，平成１８年５月９日から平成１８年１１月２８日（実働

１１０日）まで実施した。工事の関係上チシャノ木遺跡の調査を，平成１８年５月９日から平成１８年９

月２８日まで実施した。その後鳥居川遺跡の調査を，平成１８年１０月３日から平成１８年１１月２８日まで

行った。

　調査区域は，公共座標Ｘ＝－１５６６００，Ｙ＝－２８００を基準に，東西に１～４０までを付け，南北にＡ

～Ｔまでを付け，１区画１０ｍのグリッドを設定し，Ａ－１区と呼称することとした。鳥居川遺跡で

は，調査区が２つに分かれるため，Ｂ～Ｈ－４～７区をＡ地点，Ｎ～Ｔ－１～８区をＢ地点とした。

　チシャノ木遺跡の調査は，重機で表土を除去したところ，圃場整備等により層が攪乱されⅡ～Ⅲ

層はほとんど残存しておらず，Ⅳ層は残存していたり攪乱されていたりと場所によって残存の度合

いが違うことが判明した。その後，確認トレンチをＭ～Ｑ－１８～３４区に１７か所設定し，Ⅷ層まで人

力で掘り下げて確認調査を行った。その結果，遺物の存在が確認されたので本調査を行うこととし

た。

　本調査は，Ⅷ層まで人力で掘り下げた。その後，旧石器時代及び縄文時代草創期文化層における

遺構・遺物の有無を確認するためのトレンチを３２か所設定し，ⅩⅧ層（シラス）上面まで人力で掘

り下げた。調査の結果，旧石器時代から近世にかけての遺構・遺物が確認され，特に，縄文時代晩

期の遺物が多く出土した。結果の詳細については，第３節で述べてある。

　鳥居川遺跡の調査は，�地点・Ｂ地点とも重機でⅠ層を除去したところ，圃場整備等により層が

攪乱されていたのでⅤ層からの調査となった。Ⅴ層からⅧ層まで人力で掘り下げ，その後，下層確

認のためのトレンチを設定し，ⅩⅧ層（シラス）上面まで人力で掘り下げた。調査の結果，遺構は

確認されなかったが，縄文時代早期及び後期の遺物が確認された。結果の詳細については，第２節

で述べてある。

　遺物は，トータルステーションを使って取り上げたものもあるが，基本的には，平板により実測

を行うとともに，レベルを測定して遺物台帳に記載して取り上げを行った。遺構は，検出状況を写

真で撮影し，位置を記録してから個別に実測を行った。

������

　鳥居川遺跡・チシャノ木遺跡の基本土層，火山灰の堆積状況等については，「第Ⅳ章　遺跡の層

位」で示したとおりである。しかし，遺跡の大部分が圃場整備等により表土からⅢないしⅣ層まで

攪乱されていた。
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　本遺跡の調査は，圃場整備等により層が攪乱されていたので，Ⅴ層からの調査となり，ⅩⅧ層上

面（シラス上面）まで調査を行った。調査の結果，縄文時代の遺物のみ出土した。縄文時代の調査

は，Ⅴ層（縄文時代後期該当層）からⅩ層（縄文時代草創期該当層）まで行ったが，遺構は確認で

きなかった。遺物は縄文時代早期，縄文時代後期・晩期の遺物が出土しており，縄文時代後期・晩

期の遺物が半数近くを占める。

����

　遺物総数は，３１３点で，そのうち２４６点が土器である。土器は，縄文時代早期押型文（１類）が主

にⅦ・Ⅷ層から７点，早期後葉土器（２類）が主にⅥ層から６４点，後期末の黒色磨研系と思われる

破片が１点，晩期土器（３類）がＧ・Ｆ－５・６区を中心に，主にⅤ層から１３４点出土している。た

だし，Ⅴ層は晩期土器が出土する該当層ではなく，遺跡の地形から流れ込みの可能性が高い。
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　１・２は外面に楕円押型文が施文された胴部土器片である。同一個体の可能性がある。外面は楕

円押型文を施文後，部分的に文様がナデ消された部分がみられる。内面はナデられ，外面にはうす

くススが付着している。胎土には雲母がみられる。
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　３・４は５と類似するバケツ状の底部を呈する土器片である。小片であるが，外面に撚糸の施文

がみられる。５は条痕が横位・縦位に施される土器で，縦位２単位の条痕は，ほぼ均一な間隔で３
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－１５４－

か所に施されていたと思われる。内面・外面上半部にススが付着している。

����������	
�����

　６は口縁部から胴部に向かって湾曲して，胴部に明瞭な屈曲をもつ深鉢形土器である。ほぼ粗製

であるが，胴部の屈曲部より下方向へ約５�ほど磨かれている。口縁部は３分の１ほど欠損してる

が，口縁部の突起は１か所のみと思われる。内外面にススが付着しており，外面のススの１４Ｃ年代
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測定を行ったところ，２７３０±３０であった。

　７は粗製鉢である。底部は欠損しているが，緩やかにカーブしていたと思われる。胴部下半に張

りをもち，そこから緩やかに内傾して口唇部に至る。内面はほぼ横方向，外面は横・斜め方向に条

痕，ハケメ状ナデがみられる。内面底部はナデの痕跡がほとんどみられないため，丁寧にナデが施

されたか，磨かれた可能性もある。内面のススの１４Ｃ年代測定を行ったところ，２７５０±３０の年代を

得た。

　８～１２は組織痕土器である。８・９は底部に組織痕の見られる鉢である。８は内外面ともにハケ

メ状ナデのあと荒く磨かれる。型取りをしたと思われる底部と口縁部をつなぐ屈曲部は，ケズリ調

整がみられる。９も８と類似する調整であるが，ミガキは内面のみで丁寧に磨かれている。８の外

面にはススが付着している。１０は９と同一個体となる可能性のある胴部片で，ナデられたのち，内

面が丁寧に磨かれている。１１は底面に近いと思われる破片である。内面は丁寧に磨かれ，断面をみ

ると内面側が黒化している。１２は８・９と同一個体の胴～底部片の可能性がある。

　１３・１４は浅鉢である。１３は胴部から口縁部にかけて内湾する器形で，口縁部に凹線が施される浅

鉢である。１４は精製浅鉢の胴部である。内外面が丁寧に磨かれ，胴部が屈曲する器形を呈していた

と思われる。
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備考
胎土色調調整・文様

取上番号部位器種層区型式等番号挿図
その
他

小礫軽石
火山
ガラス

雲母
輝石
角閃

石英
長石

外面内面外面内面

外面スス付着○○○○○にぶい褐色にぶい褐色ナデ，楕円押型文ナデ２６６　２６７胴部深鉢ⅦＦ５押型文土器１

８

外面スス付着○○○○○にぶい褐色にぶい褐色ナデ，楕円押型文ナデ３０４胴部深鉢ⅧＥ５押型文土器２

内面コゲ付着○○○○○
にぶい黄褐
色

黒褐色ナデ，撚糸文ナデ１５０底部深鉢Ⅶ上Ｓ３塞之神式３

○○○○○
にぶい黄橙
色

暗灰黄色ナデ，撚糸文ナデ１５１底部深鉢Ⅶ上Ｓ３塞之神式４

内外面スス付
着

○○○○○○にぶい褐色暗褐色条痕，ナデナデ

２７　２８　１０８
１５８　１６１　１６２
１７１　１７２　１７５
１７６　１７９　１８３
１８５　１８７　１９１
１９３　１９９　２００
２０２　２０５　２０８
２０９　２１１　２１２
２１５　２１９　２２０
２２３　２２６　２６３
１５７　１９５　２２２

胴～底部深鉢
Ⅴ
Ⅵ
Ⅶ

Ｆ５
Ｇ５

塞之神式５

内外面スス付
着

　△○○○○
にぶい黄橙
色

にぶい黄橙
色

ナデ，ミガキ
ナデ，ミガ
キ

７　９　１２　１８　
３０　３１　３８　４０　
５１　６５　８４　８７
１０５　１１２　２４２
２６１

口～胴部深鉢Ⅴ
Ｇ５
Ｇ６

黒川式６１１

内面スス付着△○○○暗褐色褐色
条痕，ハケメ状ナ
デ

ハケメ状ナ
デ後ナデ

６　１４　１５　４１　
４４　４９　５５　５７　
６３　６６　６８　７６　
７７　８９　１００
１０２　１１３　１１５　
１２１　１２２　１２８　
１３０　１３４　１３７　
２２８　２３１　２３８　
２３５　２４７　２５０　
２５１　２５８　２５９　
２６２　２８１　２８３　
２８５

口～底部鉢
Ⅴ
Ⅵ

Ｇ５
Ｇ６

黒川式７

１２
経１０�　緯７
本　Ｚ撚
外面スス付着

○○○○○黒褐色
にぶい赤褐
色

ハケメ状ナデ後ミ
ガキ，一部ケズリ，
組織痕

ハケメ状ナ
デ後ミガキ

２１　２４　５０　２４６口～胴部鉢ⅤＦ６黒川式８

経９�　緯６本
穿孔あり

○○○○○褐色暗褐色
条痕後一部ケズリ，
組織痕

ハケメ状ナ
デ後ミガキ

２０　２３　７０口～胴部鉢Ⅴ
Ｇ６

黒川式９

経５－８�
緯７本　Ｚ撚

○○○○○黒褐色
にぶい赤褐
色

組織痕
ハケメ状ナ
デ後ミガキ

２２胴～底部鉢ⅤＦ６黒川式１０

経１０�　内面
炭素分吸着

○○△
にぶい黄橙
色

黒色組織痕ミガキ７４　７５胴～底部鉢ⅤＧ５黒川式１１

経７�　緯７本
Ｚ撚

○○○○○橙色黒褐色組織痕
ハケメ状ナ
デ後ミガキ

２４３胴～底部鉢ⅤＧ６黒川式１２

○○○褐色褐色ナデ後ミガキ
ナデ後ミガ
キ

８２口縁部浅鉢ⅤＤ５黒川式１３

△○○○褐灰色褐灰色ミガキミガキ１３３胴部浅鉢ⅤＧ６黒川式１４
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　鳥居川・チシャノ木遺跡の石材は，肉眼観察で以下のように分類した。

ＡＮ１：外面は黒灰色もしくは灰色に風化しているが，破損面は黒色安山岩である。

ＡＮ２：黒灰色でやや光沢があり，細かい不純物を含む。嬉野産の黒色安山岩である。

ＡＮ３：黒灰色～青灰色で不純物を含む安山岩。西北九州系の可能性のあるものも含まれる。

ＡＮ４：斑晶組織を有し，主に磨石・敲石などに使用される。
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ＳＨ１：灰白色～青灰白色のシルト質頁岩で，粒子は細かい。

ＳＨ２：やや粒子が粗く，珪質分が含まれるもの。

ＳＨ３：やや粒子が粗く，珪質分があまり含まれない。

ＳＨ４：節理が発達しており，はがれやすい性質の頁岩。一部粘板岩も含まれる。

ＳＨ５：ホルンフェルス。風化しており，白色を呈するものもある。

ＯＢ１：透明感がありガラス質が強く，不純物を多く含む。いわゆる三船（鹿児島市）産と思われ

る黒曜石である。

ＯＢ２：透明感があり不純物が少なく，いわゆる霧島系と呼ばれる黒曜石である。また，一部腰岳

産の可能性のあるものも含む。

ＯＢ３：青灰色を呈し，ガラス質で不純物が少ない。西北九州系の針尾または淀姫産の可能性があ

る黒曜石である。

ＯＢ４：ガラス質で灰白色をしており，透明感は低い。姫島産の可能性のある黒曜石である。

ＯＢ５：アメ色を呈し，ガラス質が強く，不純物は少ない。桑の木津留産の黒曜石に類似する。

　その他は，ＣＨ：チャート，ＣＣ：玉髄，ＣＲ：水晶，ＳＡ：砂岩，ＴＵ：凝灰岩，ＫＳ：軽石，Ｋ

Ａ：花崗岩などに分類される。

　鳥居川遺跡の石器は，石鏃が４点，安山岩製の磨石が２点出土している。

　１５はチャート製の石鏃である。基部の抉りが深く，逆刺は丸くなっている。１６は西北九州系の黒

曜石を素材とする石鏃である。１７は頁岩製の石鏃で，基部の抉りは浅い。１８は片面に広い剥離面を

残し，両側縁に押圧剥離を施している。

5cm0

17
16

15

18
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重量（�）厚み（�）幅（�）長さ（�）遺物番号標高層区石材石器器種番号挿図
番号

０．８２０．３０１．７０２２５５２１６．７８０ⅥＤ５ＣＨ石鏃１５

１５
０．９２０．４０１．６０２．３７２２１７．３４５ⅤＤ６ＯＢ３石鏃１６
０．８５０．４０１．７０１．９３０６－攪乱Ｒ２ＳＨ３石鏃１７
０．５３０．４０１．１０１．７３３２１７．２１５ⅤＤ６ＯＢ２石鏃片１８
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　チシャノ木遺跡の旧石器時代の調査は，２ｍ×５ｍの確認トレンチを３２か所設定して行った。旧

石器文化層でも細石刃文化層であるⅩ層は，慎重に調査を行い，最終的には，ⅩⅧ層のシラス上面

まで調査を行い終了した。

　調査の途中，Ｑ－２１区，３１トレンチのⅩⅢ層上面で削器が１点出土したため，３０・３１トレンチを

拡張して調査を行った。同時に，３１トレンチ周辺であるＰ・Ｑ－２１～２４区に設定した確認トレンチ

の調査を一時中断し，地形を考慮して，トレンチとトレンチの間に１区画２ｍ×２ｍのメッシュを

設定し，千鳥方式でⅩⅢ層上面まで調査を行ったが，遺物は出土せず，包含層の広がりは確認され

なかったので，確認トレンチの調査を再開した。

　調査の結果，旧石器時代の遺物は，３１トレンチで出土した削器１点のみであった。
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　Ｑ－２１区，３１トレンチ内ⅩⅢ層上面で出土した。頁岩製の縦長剥片を素材とする削器である。両

側縁と剥片先端部に部分的に細かい二次加工が施される。
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5cm0
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重量（�）厚み（�）幅（�）長さ（�）遺物番号標高層区石材石器器種番号挿図
番号

３４．３４１．６０３．７５７．３０７１２２１３．５０１ⅩⅢＱ２１ＳＨ１削器１９１７



－１６１－

��������	
��

�������

　チシャノ木遺跡の縄文時代の調査は，畑造成のため上の層が削平されており，一部Ⅳａ・Ⅳｂ層

が残存していたが，Ⅴ層から調査となった。遺溝は，検出面や埋土の状況から縄文時代早期の集石

が２基，落とし穴が２基，土坑が３基の計７基検出されている。遺物は，Ⅶ～Ⅷ層上面で縄文時代

早期の石器や土器，Ⅳｂ～Ⅴａ層で縄文時代後期から晩期の石器や土器が出土しており，縄文時代

晩期の遺物が大半を占める。
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　縄文時代早期の集石がⅧ層上面で２基検出されている。
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　Ｌ・Ｍ－３５区で検出された集石である。径０．４ｍ×０．３ｍのほぼ円形プランをしている。すぐ近く

で廃棄したと思われる礫も３点検出されている。礫総数は１３個で，石材は，全て安山岩であった。
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－１６２－

また，集石中の１個と２７トレンチの横転層（Ⅶ層下該当）で出土した礫が接合できた。
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　Ｎ－３４区で検出された集石である。径０．７ｍ×０．５ｍの楕円形プランで，少し掘り込みをもつ。

０．８ｍ×０．９ｍの範囲に炭化物の広がりが確認された。礫総数は２５個で，石材は，砂岩が１点，他は

全て安山岩であった。また，集石中の２個の礫が接合できた。
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　縄文時代早期の落とし穴が２基検出されている。
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　Ｌ・Ｍ－３４区で検出された落とし穴である。平面プランは長軸１．２ｍ，短軸０．８ｍの楕円形で，検

出面から底面までの深さは０．３ｍである。底面には，逆茂木痕と思われる小ピットが，１２個検出さ

れた。観察できた埋土はⅤａ層と同一のアカホヤ火山灰の二次堆積土を主体とし，上部に少しⅣｂ

層と同一の御池火山灰が含まれていた。
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　Ｍ－３４区で検出された落とし穴である。平面プランは長軸１．２ｍ，短軸０．７ｍの楕円形で，検出面

210.6m

L－35区 
27トレンチ　横転層の礫と接合 21

0.
6m

210.7m

210.7m

1m0
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から底面までの深さは０．２ｍである。底面には，逆茂木痕と思われる小ピットが４個検出された。

観察できた埋土はⅤａ層と同一のアカホヤ火山灰の二次堆積土であった。
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　縄文時代早期の土坑が３基検出されている。検出面は１号土坑がⅧ層上面，２号・３号土坑がⅦ

層上面で，埋土の状況等から，古いと思われる順に１～３号と番号を付けた。
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　Ｓ－２３区で検出された土坑で，検出面はⅧ層上面である。平面プランは長軸１．１ｍ，短軸０．９ｍの

楕円形で，検出面から底面までの深さは０．７ｍである。観察できた埋土はいずれもＰ－１１が混ざっ

た土で，その割合や土の硬さ等から３つに分層することができた。
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　Ｒ－２３区で検出された土坑で，検出面はⅦ層上面である。平面プランは長軸１ｍ，短軸０．９ｍの

ほぼ円形で，検出面から底面までの深さは０．８５ｍである。観察できた埋土はアカホヤとＰ－１１が混

ざった土が大半を占めており，その混ざりの度合いから６つに分層することができた。
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　Ｓ－２３区で検出された土坑で，検出面はⅦ層である。平面プランは長軸１．４ｍ，短軸１ｍの楕円

形で検出面から底面までの深さは０．４ｍである。観察できた埋土はアカホヤであった。
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211.0m

211.0m

211.2m

1m0

Ｂ 

Ａ 

Ｂ′ 

Ａ′ 

ＡＡ′断面 

ＢＢ′断面 

Ⅴ層（上部に御池パミス含む） 

Ⅴ層（上部に御池パミス含む） 

Ⅴ層 

Ⅷ層 

Ⅸ層 

Ⅸ層 

Ⅸ Ⅸ 

Ⅹ 

ⅩⅠ 
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214.0m213.9m

③ 

③ 

Ⅴ層 
＋ 

黄褐色軽石混 
淡茶褐色土 

Ⅴ層 
＋ 

黒褐色土 

Ⅴ層 

御池火山灰を含む 
Ⅴ層（アカホヤ火 
山灰）Ｐ１１が３割含 

黒褐色土 
＋ 

灰色シルト質砂層 

Ⅴ層 
（アカホヤ火山灰） 
Ｐ１１が１割含 

Ｐ１１を多く含む 

Ｐ１１を多く含む 
暗黄色土 

Ｐ１１を少量 
含む暗黄色土 

① ① 

② ② 
④ ④ 

⑤ 

ゴ
ボ
ウ
穴 

ゴ
ボ
ウ
穴 

213.9m
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－１６６－
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　縄文時代の土器は，早・前期，後・晩期のものが出土している。時期毎には，早期土器１５点，前

期土器８点，後期土器４３点，晩期土器１０１９点出土しており，大半を晩期土器が占める。出土層とし

ては，Ⅶ・Ⅷ層からは早期土器が，Ⅳ・Ⅴ層からは晩期土器が出土している。また，晩期土器の出

土区は主にＰ・Ｑ－２９～３１区に集中している。土器の形態・文様などから，以下の１～７類に分類

した。
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　Ｑ－２４区から３点出土している。２０は外面に山形文を施す押型文土器である。内面には部分的に

コゲが付着している。

���������	�
����

　２１・２２は同一個体と思われる無文土器である。Ｎ－３４区から出土している。２２には口唇部にやや

高い部分がみられ，波頂部であった可能性もある。出土層からも１類土器と近い時期であったと思

われる。ススの付着がみられる。
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　２点とも底部に近いと思われる胴部片である。２３は内面にコゲが付着し，外面は丁寧にナデられ

ている。２４は内面に調整によるハケメが観察できる。

���������	�
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　２５は，幅５�の凹線が施されている胴部片である。２６・２７は同一個体と思われるが，２５もこれら

の胴部片の可能性がある。
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　２８・２９ともにＯ・Ｐ－３４区より出土している。２８は２９の口縁部と思われ，波状口縁の頂部付近で

ある。口唇部凹線内には右の諸撚り（Ｓ撚り）縄文が施されている。口唇部付近は内側に屈曲し，

頸部屈曲部に向かって内傾し，胴部は丸く張る。２９は，胴部にＳ撚りの縄文を転がした後，６条の

凹線を施している。また，頸部屈曲部には粗雑な刺突が連続して施されている。

��������	�
�����������	�
��	������������	
��

　６類土器は，本遺跡の出土遺物の主体を占める一群である。ここでは器形によって，深鉢（６ａ

類），鉢（６ｂ類），中華鍋形を呈する鉢（６ｃ類），浅鉢類（６ｄ類）で分類した。調整などの特

徴も加味して分類を行ったが，全形が分かるものが少なく，判別が困難なものも少なくなかった。
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　粗製の深鉢形土器で，多くは内外面に条痕もしくはナデによる器面調整が施されている。さらに

１～４類に分類した。

　�����：　口縁部がわずかに肥厚し，胴部に屈曲部がみられる粗製の深鉢形土器である。胴

部下半の形状を示す接合例はみられないが，胴部屈曲部から底部に向かってほぼ直

線的につながると考えられる。（３０～５０）
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－１６９－

　�����：　６ａ－１類以外の深鉢と思われるものを一括した。（５１～５９）

　�����：　胴部片（６０～６４）

　�����：　底部（６５～６７）

　６ａ－１類の３０～３２は，胎土・調整などの観察から同一個体の可能性がある屈曲型深鉢である。

口縁部はわずかに肥厚し，胴部屈曲部から口縁部に向かってやや内傾する。外面にはススが付着し

ている。３１の口縁は平らではなく，波状もしくは何らかの突起物がつけられていた可能性がある。

21

23
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22

20

10cm0

��������	
�����



－１７０－

３８は，補修のためか部分的に粘土が塗り重ねられているため，口縁部は部分的に肥厚している。４０

～４２は同一個体と思われる。外面にはススが付着し，内外面ともに丁寧にナデられている。肥厚部

は緩やかな段をもって形成されている。４３は口唇部から約４�の広い肥厚部がみられる。外面には

ススが付着している。４５～５０は深鉢とよぶには器高が低いと思われるが，この類に含めた。突帯を

もち，突帯の下には径２�ほどの穿孔が施されている。いわゆる孔列土器の可能性が高い。４５は２

孔であり連続性が不明であるが，５０は，約１．２�の等間隔をおいて孔が３つ並んでいることがうか

がえる。また，他の土器の孔と孔の間隔は，４５は１．７�，４７は１．５�，４９は１�と少々バラつきがみ

られる。各々が同一個体の可能性もあるが，不明である。また，４６は胎土，調整などの点から４５の

胴部と思われ，同一個体と考えられる。４５・４６ともに内外面は丁寧にナデられている。胴部である

４６は屈曲部より下位の内面にミガキが施されている。

　６ａ－２類は，屈曲型以外の深鉢形土器と思われる一群である。５１は口唇部に粘土紐を貼り付け

ている。外面のススを１４Ｃ年代測定した結果，２７２０±３０の年代を得ている。５２・５３は突帯をもつも

のである。５２は外面にススが付着している。５４・５５は同一個体の可能性がある。外面にはススが付

着している。５６は外面が赤化している。

　６ａ－３類の６０～６３は深鉢形土器の胴部片と思われるものである。６０は粗製で，恐らく６ａ－１

類の胴部屈曲型の深鉢胴部と思われる。６１・６２も粗製である。６２は内面にススが付着している。６３

は鉢の胴部片である可能性もある。内面は部分的に磨かれている。６４も６０と同じく胴部屈曲型の可

能性がある。内面は丁寧に磨かれている。

　６ａ－４類の６５～６７は底部である。６５と６６は同一個体の可能性がある。６５と６６の内面は丁寧にナ

デられており，磨かれていた可能性もある。６７の底部には，丸く薄いススが付着している。

10cm0
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－１７３－
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　その他の器形を呈すると思われる鉢形土器である。全形が把握できるものはないため，一部深鉢

形土器も含まれている可能性がある。器形としては，�口縁部に突帯をもつもの（６８・６９），�口

縁部をわずかに肥厚させて，頸部はややまるく内湾し，胴部は口径ほどかそれ以上にまるく張るも

の（７０～７３），�口縁部がやや内湾し，口径より胴部径がやや大きくなり，胴部が丸く屈曲してい

るもの（７４～８１），�その他の形状不明の鉢形土器（８２～９０），に大まかに区分される。また６ｂ類

のものと思われる胴部も含めて掲載する。

　７１～７３は同一個体の可能性が高い。７２の形状から口縁部は波状か突起がついていたと思われる。

内面上部には条痕がみられるが，下部は丁寧にナデられている。

10cm0
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－１７４－
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－１７６－
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－１７７－

　７４は深鉢の可能性もあるが，この類に含めた。内面に白い粘土のようなものが多く付着している。

７４～７６は同一個体の可能性が高い。７９は内面が大きく剥落しているが，丁寧にナデられている。８０

は胴部に屈曲部をもち，外面にススが付着している。８３・８４は胎土や調整などから同一個体の可能

性がある。外面にススが付着している。内外面ともに明瞭ではないが磨かれたあとがうかがえる。

８６・８８は内面から口唇部までミガキが及んでいる。外面はナデである。８９・９０はこれらの鉢類の胴

部片と思われるものである。

����������	�
���	���
�	����

　鉢形土器のうち，口縁部が直行もしくはやや外反，または屈曲し，胴下半部に向かって緩やかに

屈曲し，丸もしくは平底となるもので，いわゆる中華鍋形を呈するものに代表される一群である。

調整，組織痕の有無によってさらに３つに分類した。

　�����：　底部に組織痕がみられるもの。調整は主に内部にミガキがみられるいわゆる半粗

半精製土器が主体を占める。（９１～１４９）

　�����：　組織痕はみられないが，形状は中華鍋形を呈し，内面にはミガキが施されている。

（１５０～１６０）

　�����：　組織痕が部分的に観察できる。器形は中華鍋形と想定されるが，内面外面ともに

磨かれている精製土器である。（１６１～１６７）

　６ｃ－１類の９１～９５は同一個体の可能性の高いものである。胎土に小礫が多く混ざり，調整も一

見すると粗製土器である。また，内面のミガキもはっきりと確認できないが，９４・９５は胴部屈曲部

にあたると思われ，外面にはわずかに組織痕が観察できるため，この分類に含めた。９６～９８も同一

10cm0
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－１７９－
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－１８０－

個体と思われるものである。胴部下半部には組織痕がみられ，胴部上半部との境目に明瞭ではない

が突帯が施されていると思われる。

　９９～１０４も同一個体の可能性が高いものである。９９は胴部屈曲部より下半部で粘土が剥がれた下

から組織痕が確認でき（写真１），型取りをしたあと組織痕の上から粘土を重ねたことが見て取れ

る。１０３・１０４も同様である。１０５～１０８も同一個体と思われる鉢形土器である。口唇部はやや肥厚し，

胴部にやや屈曲部をもつ形態である。組織痕を観察すると，経糸が一部ほどけているのが分かる。

また，一部分は２枚の編布が重なっていることがわかる。１０９も，底部型取り部と胴部上半部のつ

なぎ目がよく分かる組織痕土器である。接合部分は粘土がやや厚く重ねられている。１１０～１１４は同

一個体の可能性があるものである。１１０は補修孔がみられる。また，アンギンの編布は縦糸が部分

的に解けており，凹凸のないなだらかなカーブをもつ容器のようなものに編布をひいて型取りをし

ていたことが分かる。また，１１０の器面には２段の段（深いところで３�）がみられ，段の上下で

経糸・緯糸は繋がっており，型取りをする際に何らかのものがそこにあったことが分かる。１１０～

１１４は，経糸はほとんどが１�間隔であるが，部分的に経糸が３～４�の間隔で２本入る部分があ

る。１１１は部分的に２枚の布が重なっており，下の布の経糸のくぼみが観察できる。１１５は２枚の編

布を重ねて型取りをしていることが分かる資料である。上下の編布の経糸は６０°ほどずれており，

緯糸の間から下の編布の緯糸が確認できる。１１６・１１８は同一個体の可能性がある。１１７は組織痕は

明瞭ではないが，胴部屈曲部に接合痕が観察される。１２０・１２１は胎土や調整から同一個体と思われ

る。１２１は平織り，そして１２０はアンギン編みと平織りの２種類が混在している。尾関清子氏に見て

いただいたところ，重なり部分から，別の布が重なっているという御教示をいただいた。１２２は胴

部で屈曲し，内傾しながら口縁部に至ると思われる組織痕土器である。経糸は１�幅のものと２～

４�幅のものが混在している。１４２～１４４は網目圧痕土器である。網目の屈曲部間の最大長をそれぞ

れ計測した。１４８は，底部はほぼ平底の鉢であるが，組織痕がわずかに確認できたため，この類に

含めた。１４９は１４８の底部である可能性が高い。粗製の鉢であるが，底部付近の内面は比較的丁寧に

なでられている。

　写真２～４は組織痕のモデリング陽像である。モデリング陽像を観察すると，１３７・１３９などは経

糸が異なる２方向にみられ，２枚の布が重なっていたことがよくわかる。また，観察できた片撚糸

は，ほとんどが左撚り（Ｓ撚り）である。

　６ｃ－２類の１５０～１６０は組織痕がみられない中華鍋形タイプのものである。１５０・１５１は口縁部形

態から，波状もしくは突起物がつけられていた可能性がある。１５１は外面にススが付着しており，

１５２も同一個体と思われる。口縁部は波状もしくは突起物がつけられていたと思われる。１５３～１５５

は同一個体と思われ，外面にススが付着している。１５６は補修孔がみられる。１５８は，胎土や調整

などから１５６の胴部の可能性がある。屈曲部は粘土を厚く貼り付けており，型取り部分との接合部

であると思われる。１６０は組織痕は見られないが，底部と胴部の接合部だけでなく，底部にも粘土

が重ねられていると思われる。外面上部には，ススが付着している。
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－１８２－
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－１８６－
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－１８９－

　６ｃ－３類の１６１～１６７は内外面を丁寧に磨いた精製土器である。破片であるが，中華鍋形を呈し

ていたと思われる。注目されるのは，１６２・１６３・１６４・１６６・１６７のように外面に組織痕がわずかに

残存している点である。なぜこのように部分的に組織痕が残存しているのかは検討を要するが，型

取り後にくぼんだ部分を磨き損ねたか，剥落して組織痕が観察されたのか，という可能性が考えら
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－１９０－

れる。組織痕土器の外面までをも丁寧に磨いている例はほとんどなく，広く精製土器の製作方法を

考える上でも貴重な資料である。
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　主に内面外面ともに磨かれている精製土器である。しかし，本遺跡においては，ミガキが粗雑で

ナデ調整が観察できる土器の方が多い。１６８は口唇部にヒレ状の突起をもち，その下に凹線が巡る。
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－１９１－

胴部が屈曲する形態である。１６９は玉縁状の口縁で頸部で屈曲する。１７０・１７１は口唇部にヒレ状の

突起をもち，口縁部近くの凹線，胎土，胴部が丸く屈曲部をもつ点などから同一個体の可能性が高

い。１７２も類似する形態で，１７３～１７６は口縁部に凹線が１条巡る。１７８～１８０は波状口縁をもつもの

で，１７８は波頂部に上面観が丸い突起物がみられ，パイプ状のベンガラが検出された。また，１８０も

同様にパイプ状のベンガラが検出されている（第５節第２項参照）。１８８～１８９は同一個体の可能性

が高い。口縁部が短く外反し，胴部が屈曲する形態である。１８９・１９０は凹線が巡る底部である。
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　１９５は口唇部に刻みがあり，横方向の条痕の上にくぼみがみられる。縄文時代早期土器の可能性

がある。１９６は口唇部に縦方向の条線，その下に横方向の浅い凹線が施されている。
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　２点出土している。所属時期は不明であるが，１９７は表裏面が磨かれた土器片を利用しており，

晩期のメンコ状土製品と思われる。

�������

　縄文時代の石器は，出土層と形態から全ての帰属年代を検討することが困難な部分があるため，

ここではⅣ～Ⅷ層の遺物を一括して掲載する。石材分類については先述（１５７ｐ）の通りである。
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備考
胎土色調調整・文様

取上番号部位器種層区型式等番号挿図
その
他

小礫軽石
火山
ガラス

雲母
輝石
角閃

石英
長石

外面内面外面内面

内面コゲ付着○○○○○にぶい黄橙色にぶい黄褐色山型文ナデ３８８　３９０胴部深鉢ⅦｂＱ２４押型文土器２０

２４

○○○灰黄褐色灰黄褐色ナデナデ２１５　２１７口縁部－
Ⅶａ
Ⅶｂ

Ｎ３４無文土器２１

外面スス付着○○○黒褐色暗灰黄色ナデナデ２７９　２１３　２１７口縁部－
Ⅶａ
Ⅶｂ
Ⅷａ

Ｎ３４無文土器２２

内面コゲ付着○○○○○橙色褐色ナデナデ
２８１　２８２　２８３　
２８６　１７５９
１７５８

胴部深鉢
Ⅴ　
Ⅴａ

Ｏ３４前期土器２３

○○○○にぶい褐色にぶい橙色ナデハケメ状ナデ７３３　７３６底部鉢ⅣｂＰ２９前期土器２４

○○○にぶい黄橙色橙色ナデ，凹線文ナデ１５２８胴部ⅤＰ２８阿高式２５

穿孔あり△○○○橙色にぶい黄橙色ナデ条痕，ナデ

１１４０　１４９８　
１２９８　１３０８　
１３０６　１３０７　
１６１０　１８３６

胴部深鉢
Ⅳｂ
Ⅴ　

Ｏ３０
Ｐ３０
Ｐ３１

後期前半土
器

２６

△○○○橙色にぶい黄橙色条痕，ナデ条痕，ナデ
１１１７　１１３２　
１２１３　１３０３　
１４９９　１８４０

底部深鉢
Ⅳｂ
Ⅴ　

Ｏ３０
Ｐ３０

後期前半土
器

２７

外面スス付着
Ｓ撚

○○○○褐色黒褐色
ナデ後ミガキ，
磨消縄文

ナデ後ミガキ２８５口縁部深鉢ⅤａＯ３４西平式２８

２５

Ｓ撚○○○○褐色灰黄褐色
ナデ後ミガキ，
磨消縄文

ナデ後ミガキ
２８７　２８８　２９０　
２９１

胴部深鉢ⅤａＰ３４西平式２９

○○○○○褐灰色にぶい黄色条痕後ナデ条痕後ナデ
５１１　８８８
１０２２　１３２５
１７９６　１８６６

口～胴部深鉢
Ⅳｂ
Ⅴａ
Ⅴ　

Ｐ２９
Ｐ３０

黒川式土器３０

２７

外面スス付着○○○○○褐灰色にぶい黄橙色ヨコナデヨコナデ
６３５　６４０　６４７　
１１５７　１４７７
１７８７

口～胴部深鉢
Ⅳｂ
Ⅴａ
Ⅴ　

Ｑ３１黒川式土器３１

○○○○にぶい黄橙色にぶい黄橙色ナデナデ
４７４　４７５
１１６８

口縁部深鉢
Ⅳｂ
Ⅴａ

Ｐ３０
Ｑ３１

黒川式土器３２

○○○○褐灰色にぶい黄橙色条痕後ナデナデ１０１６口縁部深鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器３３

外面スス付着○○○○○黄灰色黄灰色条痕後ナデナデ
６３３　８２２
１１５５　１２０１
１６５０　１７８２

口～胴部深鉢
Ⅳｂ
Ⅴ　
Ⅴａ

Ｑ３１黒川式土器３４

○○○○にぶい黄橙色褐灰色条痕後ナデ条痕後ナデ６３４　８２４口～胴部深鉢
Ⅳｂ
Ⅴａ

Ｑ３１黒川式土器３５
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備考
胎土色調調整・文様

取上番号部位器種層区型式等番号挿図
その
他

小礫軽石
火山
ガラス

雲母
輝石
角閃

石英
長石

外面内面外面内面

○○○○暗灰黄色にぶい黄橙色ヨコナデヨコナデ
８６３　１０２８
１０５７　１７７２

口縁部深鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｐ３０
Ｐ３２

黒川式土器３６

２７

○○○○黒褐色にぶい黄橙色ヨコナデヨコナデ
４７３　５５３
８９６　１０９８

口縁部深鉢
Ⅳｂ
Ⅴａ

Ｐ３０
Ｐ３１

黒川式土器３７

○○○○灰黄褐色にぶい黄橙色条痕後ナデナデ
６５７　８２８
１８９０

口縁部深鉢
Ⅳｂ
Ⅴａ

Ｑ３１黒川式土器３８

２８

○○○○灰色黒褐色ハケメ状ナデハケメ状ナデ１０８６　１２９０口縁部鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器３９

外面スス付着○○○○黒褐色黒褐色ナデナデ１０６５口縁部深鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器４０

外面スス付着○○○灰黄褐色にぶい黄橙色ナデナデ１０６４口縁部深鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器４１

外面スス付着○○○黒褐色灰黄褐色ナデナデ１７５６口縁部深鉢ⅤＰ３０黒川式土器４２

外面スス付着○○○○○黒褐色灰黄褐色条痕ハケメ状ナデ１１２６口縁部深鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器４３

黒色黒褐色条痕，ナデ条痕，ナデ１３８９口縁部深鉢ⅤＰ３０黒川式土器４４

外面スス付着
孔列土器

△○○○灰黄褐色にぶい黄橙色ハケメ状ナデナデ，ミガキ
１０４６　１０７７
１１９６　１７４３

口縁部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｑ３０
Ｑ３１
Ｐ３０

黒川式土器４５

外面スス付着
　

○○○灰黄褐色黒褐色ハケメ状ナデナデ，ミガキ
１１６３　１１９７
１４６８　１６３６

胴部深鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｑ３１黒川式土器４６

孔列土器○○○にぶい黄褐色黒褐色ナデナデ１４４２口縁部鉢ⅤＱ３１黒川式土器４７

孔列土器○○○にぶい黄橙色灰黄褐色ナデナデ４２１口縁部鉢撹乱Ｑ２９黒川式土器４８

孔列土器○△○○黒褐色褐灰色ナデナデ４２４口縁部鉢撹乱Ｑ２９黒川式土器４９

外面スス付着
孔列土器

○○○黒褐色黒褐色ナデナデ８２３口縁部鉢ⅣｂＱ３１黒川式土器５０

外面スス付着○○○黄褐色黄褐色ナデナデ５３２　１０８１口縁部鉢
Ⅳｂ
Ⅴａ

Ｐ３０黒川式土器５１

２９

外面スス付着○○○黒褐色黒褐色ナデナデ１５８５口縁部鉢ⅤＰ３０黒川式土器５２

○○○にぶい黄橙色灰黄褐色ナデナデ１８８８口縁部鉢ⅣｂＱ３１黒川式土器５３

外面スス付着○○○○黒色にぶい黄橙色ハケメ状ナデナデ２９８口縁部鉢ⅤａＯ３２黒川式土器５４

外面スス付着○○○○黒褐色にぶい橙色ハケメ状ナデナデ６８８口縁部鉢ⅤａＰ３２黒川式土器５５

明赤褐色にぶい褐色ハケメ状ナデハケメ状ナデ９６５口縁部鉢ⅣｂＰ２９黒川式土器５６

外面スス付着○○○○○灰黄色にぶい黄色条痕条痕１１５９口縁部鉢ⅣｂＱ３１黒川式土器５７

○○○○○にぶい黄橙色にぶい黄色条痕条痕１８９４口縁部鉢ⅣｂＱ３１黒川式土器５８

○○○にぶい黄橙色黒褐色条痕，ナデ条痕５１８口縁部鉢ⅤａＰ３０黒川式土器５９

○○○○○灰色にぶい黄色ナデハケメ状ナデ１１２４胴部深鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器６０

○○○○橙色灰黄色ハケメ状ナデハケメ状ナデ１１８９胴部深鉢ⅣｂＱ３０黒川式土器６１

内面スス付着○△△にぶい褐色黒色ハケメ状ナデ
ハケメ状ナデ
後ミガキ

１４２６　１４４６
１６５３

胴部鉢Ⅴ
Ｐ３１
Ｑ３１

黒川式土器６２

○○○○にぶい褐色にぶい黄橙色ナデナデ後ミガキ１１９２胴部深鉢ⅣｂＱ３０黒川式土器６３

△○○△にぶい黄色にぶい黄褐色条痕，ナデミガキ５３１　１０１２胴部鉢
Ⅳｂ
Ⅴａ

Ｐ３０黒川式土器６４

○○○褐色黒褐色ナデナデ１１３１底部鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器６５

○○○褐色黒褐色ナデナデ１１０７　１４２５底部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｐ３１黒川式土器６６

○○○にぶい橙色にぶい黄橙色条痕ナデ
１２７５　１６８８
１８９１

底部深鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｐ３０
Ｑ３１

黒川式土器６７

○○○○橙色にぶい黄橙色ナデナデ１５３７口縁部鉢ⅤＰ２８黒川式土器６８

３１

外面スス付着○○○黒褐色黒褐色ナデハケメ状ナデ１１９１口縁部鉢ⅣｂＱ３０黒川式土器６９

○○○○明赤褐色赤褐色ハケメ状ナデハケメ状ナデ１５８７口～胴部鉢ⅤＰ３０黒川式土器７０

外面スス付着○△○褐灰色にぶい黄橙色
条痕後ナデ，
一部ミガキ

条痕，ナデ
１１４１　１４０４
１５８６　１７５１
２００８

口～胴部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ
Ⅴａ

Ｐ３０
Ｏ２９

黒川式土器７１

外面スス付着○△○浅黄橙色にぶい黄橙色条痕後ナデ条痕後ナデ
８１０　１８４３
１８５９

口縁部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｏ２９
Ｏ３０
　

黒川式土器７２

外面スス付着○△○褐灰色にぶい黄橙色条痕後ナデ条痕後ナデ６０２口縁部鉢ⅤａＰ３１黒川式土器７３

○○○○にぶい黄褐色黒色ハケメ状ナデ条痕
７３２　７３４
１８７４　１８７７

口～胴部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｐ２９黒川式土器７４

○○○○にぶい褐色黒褐色ハケメ状ナデ条痕７２５　２０１４口～胴部鉢
Ⅳｂ
撹乱

Ｐ２９黒川式土器７５

○○○○にぶい黄橙色黒褐色ハケメ状ナデ条痕７２７　７３７口～胴部鉢ⅣｂＰ２９黒川式土器７６

○○○にぶい黄橙色黒褐色ハケメ状ナデハケメ状ナデ１１８７口～胴部鉢ⅣｂＱ３０黒川式土器７７

○○にぶい黄橙色にぶい黄橙色ハケメ状ナデナデ２７口縁部鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器７８

外面スス付着○○○黒褐色橙色ナデナデ１２４２口～胴部鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器７９

外面スス付着
黒曜
石　

○○○にぶい黄橙色黄灰色ナデナデ１２　１８５７口縁部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｐ３０黒川式土器８０
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備考
胎土色調調整・文様

取上番号部位器種層区型式等番号挿図
その
他

小礫軽石
火山
ガラス

雲母
輝石
角閃

石英
長石

外面内面外面内面

○○黒褐色黒褐色条痕，ナデハケメ状ナデ１０８２　１３９６口～胴部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｐ３０黒川式土器８１３１

○○○○にぶい黄橙色にぶい黄橙色ハケメ状ナデハケメ状ナデ５４３　９１５口縁部鉢
Ⅳｂ
Ⅴａ

Ｐ３０黒川式土器８２

３２

外面スス付着○○○にぶい黄橙色浅黄色ナデ後ミガキナデ後ミガキ７４４口縁部鉢ⅣｂＰ２９黒川式土器８３
○○○にぶい橙色にぶい黄橙色ナデ後ミガキナデ後ミガキ４５８口～胴部鉢ⅤａＰ３０黒川式土器８４

○△○○黒褐色にぶい褐色条痕，ナデ条痕，ナデ４４８　１５１４口縁部深鉢
Ⅴ
Ⅴａ

Ｒ
２９・３０

黒川式土器８５

○○○黒褐色黒褐色ナデナデ後ミガキ１８８４口縁部鉢ⅤＰ２９黒川式土器８６
外面スス付着○○○黒褐色にぶい黄橙色条痕ナデ１３７１口縁部鉢ⅤＰ３０黒川式土器８７

○○○にぶい黄橙色褐灰色ナデミガキ２口縁部鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器８８
○○○○浅黄橙色褐灰色ナデナデ８８５胴部鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器８９

○○○○褐色にぶい褐色ナデ
条痕後ナデ，
一部ミガキ

９４８　９５０胴部鉢ⅣｂＰ２９黒川式土器９０

外面スス付着○○○○○黒褐色にぶい黄褐色ハケメ状ナデナデ
８１１　８４０
１４３３

口縁部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｐ２９
Ｑ３０
Ｑ３１

黒川式土器９１

３４

○○○○○黒褐色褐色ナデナデ１７６６口～底部鉢ⅤＰ３１黒川式土器９２

外面スス付着○○○○○黒褐色にぶい黄褐色ハケメ状ナデナデ
３０　３０３　４２０
１５１２　１７７８

口縁部鉢
Ⅳｂ
Ⅴａ
Ⅴ

Ｏ３２
Ｏ３１
Ｑ２９
Ｑ３２
Ｒ２９

黒川式土器９３

経１３㎜○○○○○暗褐色黒褐色ナデ，組織痕ナデ４３８胴部鉢ⅤａＱ２９黒川式土器９４
経１３㎜○○○○○黒褐色黒褐色ナデ，組織痕ナデ１６９２胴部鉢ⅤＱ３１黒川式土器９５

外面スス付着△○△○○黒褐色黒褐色ケズリ，ナデナデ後ミガキ
４３５　６８５　８３８
１６２６　１６２９

口縁部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ
Ⅴａ

Ｐ３１
Ｑ３０

黒川式土器９６

外面スス付着△○△○○黒褐色黒褐色ケズリ，ナデミガキ
４３７　５７０　９６３
１０９９　１４３１
１７１０　１７８９

口縁部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ
Ⅴａ

Ｐ２９
Ｐ３１
Ｑ２９
Ｑ３０
Ｑ３１
　

黒川式土器９７

経１０－１２㎜
緯８－１０本
外面スス付着

△○△○○黒褐色褐色ナデ，組織痕ミガキ
２９２　１１８３
１７９１　１８３９

口縁部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ
Ⅴａ

Ｐ３０
Ｐ３３
Ｑ３１
Ｒ３２

黒川式土器９８

緯１０本
外面スス付着

△○○○黒褐色にぶい黄橙色
ハケメ状ナデ，
ナデ，組織痕

ナデ後ミガキ８０４口縁部鉢ⅣｂＯ３０黒川式土器９９

３６

△○○○黒褐色灰黄褐色ナデ後ミガキナデ後ミガキ９４９胴部鉢ⅣｂＰ２９黒川式土器１００
経１１㎜
緯７本
外面スス付着

△○○○黒褐色黒褐色ナデ，組織痕ミガキ９８０胴部鉢ⅣｂＰ２８黒川式土器１０１

経１１㎜
緯１０本　Ｓ撚

△○○○にぶい黄褐色にぶい黄橙色ナデ，組織痕ミガキ
９０４　１０７６
１４１７

胴部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｐ３０黒川式土器１０２

経１５㎜
緯７本

○○○○にぶい黄橙色にぶい黄橙色組織痕後ナデ
ナ デ 後 ミ ガ
キ？

７２２胴部鉢
Ⅳｂ
　

Ｐ２９黒川式土器１０３

緯７本
外面スス付着

△○○○黒褐色灰黄褐色ナデ，組織痕ナデ後ミガキ９５７胴部鉢ⅣｂＰ２９黒川式土器１０４

経１５㎜
緯６本
外面スス付着

△○○○暗褐色褐色ナデ，組織痕ナデ後ミガキ
４８４　５５８
８３５　１４８８

口～胴部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ
Ⅴａ

Ｑ３０黒川式土器１０５

緯７本
外面スス付着

○△○○○暗褐色褐色ナデ，組織痕ナデ後ミガキ４８０　９６１口～胴部鉢
Ⅳｂ
Ⅴａ

Ｐ２９
Ｑ３０
　

黒川式土器１０６

経２０㎜
緯７本　内外
面スス付着

○△○○○黒褐色暗赤褐色組織痕ナデ後ミガキ１４２７　１４５２胴部鉢Ⅴ
Ｐ３１
Ｑ３１

黒川式土器１０７

経１５－１８㎜　
緯７本　内外
面スス付着

○△○○○黒褐色明赤褐色組織痕ナデ後ミガキ
１１７７　１１８１
１１８２　１３９４

胴部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ
Ⅴａ

Ｐ３０
Ｑ３０

黒川式土器１０８

経１４㎜
緯７本　Ｓ撚

○○○○○にぶい黄橙色褐灰色ナデ，組織痕ミガキ７３５　９７３胴～底部鉢ⅣｂＰ２９黒川式土器１０９

３７

経１０㎜，３㎜
緯９本　Ｓ撚
穿孔あり

○○○にぶい黄橙色褐灰色組織痕ナデ後ミガキ
４９９　１０１７
１０１８　１２５９
１５９４

胴部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ
Ⅴａ

Ｐ３０黒川式土器１１０

経１０㎜，３㎜
緯８本　Ｓ撚
内外面スス付
着

△○△○○にぶい黄橙色黒褐色組織痕ナデ後ミガキ

５４８　９５３　９３９　
９４０　１１４７
１１６２　１４８３
１４９２　１４５１

胴部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ
Ⅴａ

Ｐ２９
Ｐ３０
Ｐ３１
Ｑ３０
Ｑ３１

黒川式土器１１１

経１１－１３㎜，
３㎜　緯９本
Ｓ撚　内外面
スス付着

○△○△○○にぶい黄橙色黒褐色組織痕
ハケメ状ナデ
後ミガキ

１　１３　１１７３胴部鉢Ⅳｂ
Ｏ３０
Ｐ３０
Ｑ３０

黒川式土器１１２

経８－１１㎜　
緯１０本　Ｓ撚

○△○△○○黒褐色灰黄褐色組織痕ナデ後ミガキ６４４　８２１胴部鉢
Ⅳｂ
Ⅴａ

Ｑ３１黒川式土器１１３

経１１㎜，３㎜
緯９本　Ｓ撚

○○○にぶい黄橙色黒褐色組織痕ナデ８６０　１５０８胴部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｑ２９
Ｐ３０

黒川式土器１１４

３８

経１１－９㎜
緯７－１０本
内面スス付着

○○○○にぶい黄橙色暗褐色組織痕ナデ後ミガキ
３　６　１２１４
１４５５

胴部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｐ３０
Ｑ３１

黒川式土器１１５

経１４㎜
緯５本
内面スス付着

○△○にぶい黄橙色にぶい黄橙色組織痕ナデ１８９５胴～底部鉢ⅣｂＱ３１黒川式土器１１６

△△△にぶい黄橙色にぶい黄橙色ナデ，組織痕ナデ後ミガキ２００７胴～底部鉢ⅤａＯ２９黒川式土器１１７
経２１㎜
緯６本　Ｓ撚
内面スス付着

○△○黄橙色黒褐色組織痕ナデ後ミガキ１６６０胴部鉢ⅤＰ３０黒川式土器１１８
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備考
胎土色調調整・文様

取上番号部位器種層区型式等番号挿図
その
他

小礫軽石
火山
ガラス

雲母
輝石
角閃

石英
長石

外面内面外面内面

経１９㎜
緯９本　Ｓ撚

○△○暗褐色にぶい黄橙色組織痕ミガキ５９８胴部鉢ⅤａＰ３１黒川式土器１１９

３８

経２０㎜
緯７本　Ｓ撚
平織り

△○○△にぶい黄橙色黄灰色組織痕ミガキ５９０胴部鉢ⅤａＰ３１黒川式土器１２０

平織り△○○△にぶい黄橙色灰黄褐色組織痕ミガキ一括胴部鉢撹乱黒川式土器１２１

経１０㎜，３㎜
緯１２本　Ｓ撚

○○○○にぶい褐色にぶい黄褐色
ハケメ状ナデ，
組織痕

ナデ，ケズリ５２３　１７８０胴部鉢
Ⅳｂ
Ⅴａ

Ｐ３０
Ｑ３２

黒川式土器１２２

経４㎜
緯６本

○○○橙色にぶい黄橙色ナデミガキ５９７　６００胴部鉢ⅤａＰ３１黒川式土器１２３

経５－６㎜
緯６本　Ｚ撚

○○○○にぶい橙色にぶい橙色組織痕ナデ１１３８胴部鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器１２４

経４－６㎜
緯６本　Ｚ撚

○○○○にぶい橙色にぶい黄橙色組織痕ナデ１８６２胴部鉢ⅤＯ２９黒川式土器１２５

３９

経１５－２０㎜
緯７本　Ｓ撚

○○○明褐色暗褐色組織痕ミガキ１７７４胴～底部鉢ⅤＰ３１黒川式土器１２６

経８－１２㎜
緯８本　Ｓ撚

△○△○にぶい橙色黄橙色組織痕ミガキ４４３胴部鉢ⅤａＱ３０黒川式土器１２７

経１１㎜
緯８本　Ｓ撚

○△○にぶい橙色灰黄褐色組織痕ミガキ４６５胴～底部鉢ⅤａＰ３０黒川式土器１２８

経１２－１５㎜
緯６本　Ｓ撚

○△△にぶい橙色灰黄褐色組織痕ミガキ８５７胴～底部鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器１２９

経１１㎜
緯８本

△○○○にぶい黄橙色黄灰色組織痕ナデ１５０４胴部鉢ⅤＱ２９黒川式土器１３０

経１２㎜
緯５－７本
外面スス付着

○○○○黒褐色にぶい黄橙色組織痕ナデ６０６胴部鉢ⅤａＰ３１黒川式土器１３１

経１０㎜
緯７本　Ｓ撚

△△△○暗褐色暗褐色組織痕ナデ６３胴～底部鉢ⅣＬ３５黒川式土器１３２

経８㎜
緯６本　Ｓ撚

○○○○橙色橙色組織痕ミガキ７７８胴部鉢ⅣｂＯ３０黒川式土器１３３

経８㎜
緯７本　Ｓ撚

○○△○○橙色暗褐色組織痕ミガキ１８６０　１８６１胴部鉢ⅤＯ２９黒川式土器１３４

経２１㎜
緯５本　内外
面スス付着

○○○○黒褐色黒褐色ナデ，組織痕ミガキ９５６胴部鉢ⅣｂＰ２９黒川式土器１３５

経１１㎜
緯６本　Ｚ撚

○○△△にぶい橙色暗褐色組織痕ミガキ１０９７胴～底部鉢ⅣｂＰ３１黒川式土器１３６

経１１㎜
緯７本

○○○○にぶい橙色灰黄色組織痕ハケメ状ナデ７７４胴部鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器１３７

経７㎜
緯７本

○△○明黄褐色橙色組織痕ナデ８１４　１２８４胴部鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器１３８

経５－８㎜　
緯９本　

○○○にぶい黄橙色にぶい黄橙色組織痕ミガキ１８５２胴部鉢ⅤＰ３０黒川式土器１３９

経７㎜
緯７本　Ｓ撚

△○○○にぶい褐色にぶい黄橙色組織痕ナデ後ミガキ５７８胴部鉢ⅤａＱ３０黒川式土器１４０

網？○○○○○にぶい橙色にぶい黄橙色ナデミガキ８８３胴部鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器１４１

網目９㎜○○○○灰黄褐色黄橙色組織痕ミガキ９１４胴部鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器１４２

網目８㎜○○○○明黄褐色明黄褐色組織痕ミガキ４２５胴部鉢ⅤａＱ２９黒川式土器１４３

網目７㎜○○○○にぶい黄橙色灰黄褐色組織痕ナデ４０８胴部鉢ⅤａＱ２９黒川式土器１４４

経１８㎜
緯８本
外面スス付着

○○○黒褐色黄橙色組織痕ナデ後ミガキ２５　１６０６胴部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｐ３０黒川式土器１４５

経１５－１７㎜　
緯７本　

○○△灰黄褐色にぶい黄橙色組織痕ミガキ８７７胴部鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器１４６

緯６本　Ｓ撚△○○黒褐色灰褐色組織痕ミガキ１６４３胴部鉢ⅤＱ３１黒川式土器１４７

○△○○○褐色にぶい褐色
条痕ナデ，底
部組織痕

条痕ナデ後ナ
デ

４９８　５０１　５５０
５８４　５８８　６９３
１００９　１０２３
１２６９　１３５０
１３６９　１３７９
１７９０　１８９５

口～底部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ
Ⅴａ

Ｐ２８
Ｐ３０
Ｐ３１
Ｑ３１
Ｒ３０
Ｒ３１

黒川式土器１４８

４１
経１２－１５㎜○○○○橙色灰黄褐色組織痕ナデ５６９　５６７底部鉢ⅤａＱ３０黒川式土器１４９

○○○○明褐色にぶい褐色ナデナデ，ミガキ

２３　４６４　４９１
５８１　５７７　６６１
８３０　８８９　９９２
９００　１０３８
１０７０　１２５０
１４１６　１４８５
１６３０　１７７５
１８９６

口～底部鉢

Ⅲ
Ⅳｂ
Ⅴ
Ⅴａ

Ｏ２９
Ｏ３０
Ｐ３０
Ｐ３１
Ｑ３０
Ｑ３１
Ｑ３２
Ｒ３０

黒川式土器１５０

外面スス付着○○○○褐灰色浅黄色ナデナデ
７７７　８１６
２００６

口～胴部鉢Ⅳｂ
Ｐ３０
Ｏ２９
Ｏ３０

黒川式土器１５１

４２

外面スス付着○○○○黒褐色にぶい黄橙色ナデナデ９　７７６口縁部深鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器１５２

外面スス付着○○○○○黒褐色にぶい黄橙色ナデナデ後ミガキ
４３３　１３９１
１５７６

口縁部鉢
Ⅴ
Ⅴａ

Ｐ３０
Ｑ２９

黒川式土器１５３

外面スス付着○○○○○黄灰色にぶい黄色ナデナデ後ミガキ１４６２口縁部鉢ⅤＱ３１黒川式土器１５４

外面スス付着○△○○○褐灰色にぶい黄橙色ナデミガキ１３８７口縁部鉢ⅤＰ３０黒川式土器１５５

穿孔あり○○○○にぶい橙色橙色ハケメ状ナデナデ後ミガキ
１１３７　１４６７
１５５４

口縁部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｏ２９
Ｐ３０
Ｑ３１

黒川式土器１５６
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備考
胎土色調調整・文様

取上番号部位器種層区型式等番号挿図
その
他

小礫軽石
火山
ガラス

雲母
輝石
角閃

石英
長石

外面内面外面内面

△○○○黒褐色にぶい黄褐色ナデ，ミガキナデ後ミガキ５９９口縁部鉢ⅤａＰ３１黒川式土器１５７

４２
○○○○○明黄褐色にぶい橙色

ナデ，一部ケ
ズリ

ミガキ１４４４　１６３３胴部鉢ⅤＱ３１黒川式土器１５８

○○△灰黄褐色にぶい黄橙色ナデミガキ１８３７胴部鉢ⅤＯ３２黒川式土器１５９

外面スス付着○△○○○にぶい黄橙色褐灰色ナデ，ケズリナデ後ミガキ４５１　４５２胴部鉢ⅤａＲ３０黒川式土器１６０

△○○△にぶい黄橙色灰黄褐色ナデ後ミガキミガキ

４７１　５３６　５７５
６１２　６１４
１７９７　８８２
９３７　１１１６

胴～底部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ
Ⅴａ

Ｐ３０
Ｐ３１
Ｑ３０
Ｑ３１
Ｐ２９

黒川式土器１６１

４３
緯８本△○○△にぶい黄橙色褐灰色ミガキミガキ５２６　６１３　８８４胴部鉢

Ⅳｂ
Ⅴａ

Ｐ３０
Ｑ３１

黒川式土器１６２

緯８本
外面スス付着

△○○△にぶい黄褐色黒褐色ミガキナデ後ミガキ
５２７　１０００　
１２７４　１４０８

胴部鉢

Ⅳｂ
Ⅴ
Ⅴａ
　

Ｐ３０
Ｑ３０

黒川式土器１６３

外面スス付着△○○△にぶい黄褐色黒褐色ナデ後ミガキナデ後ミガキ１２４４胴部鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器１６４

４４

△○○△にぶい橙色暗褐色ナデ後ミガキナデ後ミガキ４１３　８３７　９８８胴部鉢
Ⅳｂ
Ⅴａ

Ｑ３０
Ｒ２９

黒川式土器１６５

経１０㎜
緯７本　Ｓ撚

○○○△にぶい褐色褐灰色ミガキナデ後ミガキ８７１　１２７９胴部鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器１６６

△△○△にぶい黄橙色褐灰色ミガキミガキ８３３胴部鉢ⅣｂＱ３１黒川式土器１６７

○○黒褐色黒褐色ミガキミガキ
５４５　８０６
１４４０　１６３７

口～胴部浅鉢
Ⅳｂ
Ⅴ
Ⅴａ

Ｐ３０
Ｏ３０
Ｑ３１

黒川式土器１６８

４６

○○○灰黄褐色黒褐色ミガキミガキ４０４口縁部浅鉢ⅤａＱ２９黒川式土器１６９

○○△○黒褐色灰黄褐色ナデナデ４６８口～胴部浅鉢ⅤａＰ３０黒川式土器１７０

○○△○にぶい褐色にぶい黄橙色ミガキナデ後ミガキ４８８口～胴部浅鉢ⅤａＰ３０黒川式土器１７１

○○○○にぶい黄橙色にぶい黄橙色ナデ後ミガキナデ後ミガキ
１２８２　１３６４
１３７０　１６０５

口～胴部浅鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｐ３０黒川式土器１７２

○○○△黄褐色黄褐色ナデ後ミガキナデ後ミガキ１９５８口縁部浅鉢Ⅶ下Ｒ２４黒川式土器１７３

○○○にぶい黄橙色灰黄褐色ミガキナデ後ミガキ１２８９口縁部浅鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器１７４

○○○暗灰黄色灰黄色ミガキミガキ１２２２口縁部浅鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器１７５

○△△黄褐色黒褐色ミガキナデ後ミガキ１３２０口縁部浅鉢ⅤＰ３０黒川式土器１７６

○○○褐色にぶい褐色ミガキナデ後ミガキ１２１１口～底部浅鉢ⅣｂＰ３１黒川式土器１７７

赤色塗布○○○赤褐色赤褐色ミガキミガキ１５１１　１１８５口～胴部浅鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｑ２９
Ｑ３０

黒川式土器１７８

○○○○にぶい橙色にぶい橙色ナデ後ミガキミガキ１０３０口縁部浅鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器１７９

赤色塗布○○○○○にぶい黄橙色にぶい黄橙色ナデ後ミガキナデ後ミガキ
７５０　９０７　９２４
９３１

口～胴部浅鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｐ２９
Ｐ３０

黒川式土器１８０

○○○○にぶい黄橙色にぶい黄橙色ミガキミガキ５１６口縁部浅鉢ⅤａＰ３０黒川式土器１８１

○○○○黒褐色にぶい黄褐色ナデ後ミガキナデ後ミガキ１５　１７口～胴部浅鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器１８２

○○○○にぶい黄褐色にぶい褐色ナデ後ミガキミガキ１４７３口縁部浅鉢ⅤＱ３１黒川式土器１８３

○○○○褐色黒褐色ナデ後ミガキミガキ８３６口縁部浅鉢ⅣｂＱ３０黒川式土器１８４

○○△暗灰黄色褐灰色ナデ後ミガキナデ後ミガキ９９５口縁部浅鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器１８５

○○△暗灰黄色褐灰色ミガキミガキ１１９３胴部浅鉢ⅣＱ３０黒川式土器１８６

○○△黒褐色黒褐色ミガキナデ後ミガキ９９４胴部浅鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器１８７

△○○△黒褐色黒褐色ミガキミガキ
１０６８　１２８８
１３８２

胴部浅鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｐ３０黒川式土器１８８

○○△△黒褐色黒褐色ミガキミガキ１３８５底部浅鉢ⅤＰ３０黒川式土器１８９

４７

△○○○にぶい黄橙色橙色ミガキナデ後ミガキ４９３　５０７底部浅鉢ⅤａＰ３０黒川式土器１９０

○○○○にぶい黄橙色にぶい黄色ミガキナデ後ミガキ９４６底部鉢ⅣｂＰ２９黒川式土器１９１

△△△○にぶい黄橙色黒褐色ミガキミガキ
８２９　９１９
１２０２　１４２２

底部鉢
Ⅳｂ
Ⅴ

Ｐ３０
Ｐ３１
Ｑ３１

黒川式土器１９２

○○○△黄褐色黄灰色ミガキミガキ９８７　１１９０底部浅鉢ⅣｂＱ３０黒川式土器１９３

△○△△にぶい黄褐色にぶい黄褐色ミガキミガキ１２８６底部鉢ⅣｂＰ３０黒川式土器１９４

○○○黒褐色暗褐色条痕後ナデ条痕のちナデ２１０口縁部－ⅦｂＮ３１－１９５

○○○○橙色にぶい黄橙色ナデナデ１５７４口縁部－ⅤＲ２７－１９６

○○○にぶい褐色にぶい黄橙色ミガキミガキ７２１－－ⅣｂＰ２９
円盤状土製
品

１９７

○○○○暗灰黄色暗灰黄色ナデナデ４８－－ⅤａＮ３２
円盤状土製
品

１９８



－１９９－
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　石鏃は欠損品も含め１７点出土しており，１６点図化した。２点がⅦ層から出土し，そのほかのもの

はⅣ・Ⅴ層からの出土である。１９９は姫島産黒曜石，２０８は水晶を素材としている。

　形態的にみると，�基部が直線的で全体の形状がほぼ正三角形になるもの（１９９～２０２），�基部

の抉りが浅く，全体の形は正三角形もしくは二等辺三角形になるもの（２０３～２０６），�基部の抉り

が深く，全体の形がほぼ正三角形もしくは二等辺三角形になるもの（２０７～２１４）に大別される。ま

た，抉りが深いタイプ�には，逆刺が鋭いもの（２０９・２１１）と丸くなるもの（２０７・２１３）がある。

さらに，大きな剥離面を片面もしくは両面に残し，周囲に押圧剥離を行っているもの（２００・２０６・

２０９・２１４）が数点みられる。各石鏃の帰属時期は判別しがたいが，本遺跡Ｐ・Ｑ－２９～３１区のⅣ・

Ⅴ層出土土器は晩期のものが大半を占めること，また榎崎Ｂ遺跡などからも出土している晩期の剥

片鏃に類似していることなども考えると，本遺跡の剥片鏃の帰属時期は晩期に当てはまると考えら

れる。２０５は西北九州系の黒曜石ＯＢ３を素材とする局部磨製石鏃である。周囲を押圧剥離後，中

心部を磨っている。
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　チャート製の石匙が１点出土している。形態としては，刃部を横方向に作り出しているものであ

る。欠損しているが，つまみはやや斜め方向に作り出されていたと思われる。
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　３点出土している。２１６は嬉野産のハリ質安山岩製の楔形石器である。剥片を利用し，表裏面に

上下からの剥離面がみられる。一部欠損しているが，平面形状は楕円形に近いと思われる。また，

縦断面形状はレンズ状になっている。２１７は玉随製のもので，上下からの剥離がみられる。刃部は

直線状である。２１８は三角錐状の形をしており，各稜に細かい剥離がみられる。上部は欠損してお

り，使用による欠損の可能性もある。
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　スクレイパーは６点出土している。２１９は嬉野産安山岩を素材とするものである。スクレイパー

としたが，石匙片の可能性もある。表裏面に広い剥離面を残し，周縁は細かい加工が施されている。

２２０は桑ノ木津留産の黒曜石を素材とするものである。右半分と下半部は欠損しているが，左側縁

には部分的に二次加工と使用によると思われる先端までの微細剥離痕が観察できる。２２１はチャー

トを素材とするスクレイパーである。片側の側縁には二次加工により刃部が作り出されている。も

う片側の側縁部は節理面となっている。２２２・２２３は安山岩製のスクレイパーである。２２２は欠損後

の二次利用の可能性がある。２２３は丁寧な二次加工により横刃が作り出されている。

����������	


　１点出土している。２２４はやや珪質分のある頁岩を素材とする石錐である。横断面は方形になっ

ており，二次加工により対峙する稜を鋭く作り出している。側面には節理面が残る。



－２００－

�
��
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

�
��
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�



－２０１－

�
��
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�



－２０２－

�
��
�
�
�
�
�
	


�


�

�
�
�
�
�
�



－２０３－

�
��
�
�
�
�
�
	


�


�

�
�
�
�
�
�



－２０４－

5cm0
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201
200199

202 203 204

207
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－２０５－

5cm0

218
217
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220

221

222
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－２０６－
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　４点出土している。４点とも，大きさからみても石鏃の欠損品を二次加工したものである可能性

もあるが，周縁には丁寧に二次加工が施されているため，石鏃とは別に取り扱った。２２５は安山岩

製で薄く，周縁には二次加工が施されている。２２６・２２７は頁岩製の異形石器である。２点とも同様

に周縁には丁寧に二次加工が施されている。２２８は頁岩製のもので，表裏面が平らに磨られたのち，

側縁に細かく二次加工が施されている。特に長い方の側縁の中央部にはややくぼみがみられ，石鏃

の抉りであった可能性がある。ごく薄い石器であるが，側縁も両側から磨かれ，稜が確認できる。
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　石斧片は６点出土しており，すべて図化した。２２９は頁岩製の石斧である。下部は欠損している。

表面には擦痕がみられるが，側面からの剥離はそのあとから施されており，二次的に加工されてい

たことがわかる。２３０・２３２はホルンフェルス製の打製石斧片である。２３０は抉り部分は残るが，下

半部は欠損している。２３３もホルンフェルス製の打製石斧である。両面に大きな剥離面を残し，周

縁には細かく剥離が施されている。上半部は欠損している。２３１はホルンフェルス製の石斧片であ

る。恐らく節理面より剥落しており，断面は薄くなっている。２３４は頁岩製の打製石斧で，表採品

である。上部欠損後，上部周縁に二次加工を施している。晩期に相当する石斧類と思われる。
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　８点出土しており，６点図化した。２３５は砂岩製の磨石・敲石である。周縁部に敲打痕がみられ，

上部の欠損は使用によるものと思われる。また裏面は磨って使用されている。２３６は安山岩製の磨

石・敲石である。両面とも磨られ，片方の周縁に敲打痕がみられる。２３７は硬質砂岩を用いた磨

石・敲石である。２３８は砂岩を素材とする磨石・敲石である。２３９は片面が磨られている安山岩製の

磨石である。２４０は硬質砂岩を素材とする磨石である。欠損した平坦面を打面として，二次加工を

行った剥離面が確認できる。
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　２４１は接合資料である。花崗岩を素材としており，欠損品であるが平坦な磨面を残す。
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重量（�）厚み（�）幅（�）長さ（�）遺物番号標高層区石材石器器種番号挿図
０．３７０．４０１．１５１．３０１５５０２１２．７９４ⅤＯ２９ＯＢ４石鏃１９９

５３

０．２２０．２０１．０５１．１０１７５３２１１．４９０ⅤＱ３１ＡＮ２石鏃２００
０．３００．２５１．２５１．３５１２３０２１２．１４７ⅣｂＰ３０ＳＨ３石鏃２０１
０．３３０．２５１．４０１．２０１２４５２１２．２１６ⅣｂＰ３０ＯＢ２石鏃２０２
０．５７０．２５１．５５１．８０４９２２１２．２８４ⅤａＰ３０ＳＨ３石鏃２０３
０．５９０．３０１．４５１．７５１６２１２１１．７２８ⅤＰ３１ＡＮ３石鏃２０４
１．０１０．４０１．７５２．０５１２４９２１２．１３６ⅣｂＰ３０ＯＢ３石鏃２０５
０．９３０．３０１．５０２．４５１７６４２１１．２９０ⅤＰ３２ＳＨ３石鏃２０６
０．９００．４０１．８５１．８０１４４３２１１．８０４ⅤＱ３１ＳＨ１石鏃２０７
０．１８０．４５１．４０１．９０１９４９２１４．０１４Ⅶ下Ｒ２３ＣＲ石鏃２０８
０．４２０．２０１．５５１．９０１８４７２１２．５１４ⅤＯ３０ＳＨ３石鏃２０９
０．５１０．３５１．００１．８５１７４６２１１．８８５ⅤＱ３０ＯＢ３石鏃２１０
０．６８０．３０１．８０２．１０１２０８２１１．８９８ⅣｂＰ３１ＯＢ３石鏃２１１
０．３３０．２５１．２５１．６５９２１２１２．４８８ⅣｂＰ３０ＳＨ３石鏃２１２
０．２３０．２５１．４５１．５０１２０６２１１．７２６ⅣｂＱ３１ＣＣ石鏃２１３
０．７１０．４０１．３５１．８０７６７２１２．４７２ⅣｂＰ３０ＣＣ石鏃２１４
８．４９０．７５３．５０３．３５５２２１１．７７８－横転ＣＨ石匙片２１５
１．３３０．５０１．３０１．８０１６００２１２．１３８ⅤＰ３０ＡＮ２楔形石器２１６

５４

０．７８０．６０１．３００．９５１６８６２１１．５４０ⅤＱ３１ＣＣ楔形石器２１７
１．０５０．９０１．１０１．４５９５８２１２．３８３ⅣｂＰ２９ＯＢ２楔形石器２１８
０．７３０．３０１．５０１．７０１３７４２１２．２６９ⅤＰ３０ＡＮ２スクレイパー片２１９
２．２３０．８０１．５０２．００１３９８２１２．０６４ⅤＰ３０ＯＢ５スクレイパー片２２０
３．２８０．７０１．４０３．１５１０１０２１２．３０８ⅣｂＰ３０ＣＨスクレイパー２２１
４１．７２１．５０６．８０５．２０６５１２１１．７８１ⅤａＱ３１ＡＮ３スクレイパー２２２
５４．３７１．０５８．３０５．７５７５９２１２．５５７ⅣｂＰ３０ＡＮ３スクレイパー２２３
６．００１．００１．３０４．４０６２１２１１．８４６ⅤａＱ３１ＳＨ２石錐２２４

５５
０．４３０．２５１．００１．８５１７３２２１１．９９５ⅤＰ３０ＡＮ３異形石器２２５
０．５００．４０１．００１．７０１１１３２１２．３４１ⅣｂＰ３１ＳＨ１異形石器２２６
０．２７０．２５０．９５１．５０７５２２１２．４６７ⅣｂＰ２９ＳＨ３異形石器２２７
０．３１０．２００．８０１．７０１７１１２１１．９００ⅤＰ３０ＳＨ３異形石器２２８
３５．６６１．３０３．７０６．２０９８２１１．４０８Ⅶ下Ｍ３３ＳＨ３石斧片２２９

５６
１７．３９０．６０４．８０５．７０１６８５２１１．６１０ⅤＱ３１ＳＨ５石斧片２３０
２３．４８０．６０７．５０４．６０９９０２１１．９４３ⅣｂＱ３０ＳＨ５石斧片２３１
４３．５２１．３０４．７０５．５０１０７５２１２．３１８ⅣｂＰ３０ＳＨ５石斧片２３２
４０．１８１．１５５．８５５．５０１５２２２１２．７３４ⅤＱ２８ＳＨ５石斧片２３３
７８．００１．５０５．３０７．３０－－－表採ＳＨ３石斧片２３４５７
２８３．３９３．４０７．３０８．００１９４０２１４．３８４Ⅶ下Ｒ２１ＳＡ敲石２３５

５８

２２６．００４．６０６．８０５．６０３６７２１４．０７７Ⅶ下Ｒ２２ＡＮ４磨石２３６
６１０．００５．１０８．５０９．８０３５１２１４．４０７Ⅶ下Ｑ２１ＳＡ磨石・敲石２３７
１１３０．００７．２０１０．２０１１．５０１１０２１０．１２６ⅥａＭ３６ＳＡ磨石・敲石２３８
１７２．１１１．２０８．２０１０．６０５９５２１２．１６１ⅤａＰ３１ＡＮ４磨石２３９
３７．７６３．１５１．９０５．９５６２６２１１．７９６ⅤａＱ３１ＳＡ磨石片２４０
２８８．８５７．７０６．２５９．６０１６８２・１６８３２１１．７１０ⅤＱ３０・３１ＫＡ石皿片２４１
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　チシャノ木遺跡における古代～中世の遺物包含層であるⅢａ層並びに古代・中世の遺構の年代を

特定する１つの基準となるⅡ層（文明ボラ層）は，先述のとおり，圃場整備等により層が攪乱され

ており，ほとんど残存していなかった。

　Ⅴａ層面を調査中に，細長い箱形をした土坑が切り合うのも含めて２２基検出された。調査の結果，

イモ穴であることが判明したが，Ｐ－３０区で検出されたイモ穴だけは，他のイモ穴よりも掘り込み

が深く，底面に小さなピットをもつ落とし穴であることが判明した。
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　Ｐ－３０区で検出された落とし穴で検出面はⅤａ層である。平面形は約２６０�×約４０�の細長い箱

形の形状で，深さは約１２０�を測る。当初，先述のとおり「イモ穴」として調査を始めたが，底面

に５個の小さなピットをもつ落とし穴であることが判明した。調査終了後，実際に杭を刺してみた

ところ，逆茂木痕であることが判明した。埋土は，Ⅲ層の黒色土を主体としてⅡ層の文明ボラ等が

混ざった土であった。この埋土内から縄文時代晩期相当の土器片が１点出土した。

���������	
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　縄文時代晩期の黒川式土器に比定できる浅鉢の口縁部～胴部片で，６ｄ類に属する。
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部
浅鉢－－黒川式土器
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　チシャノ木遺跡における近世の遺構・遺物の検出・出土層は，表土中であるが，先述のとおり，

圃場整備等により表土はかなり攪乱されていたので，近世の遺構・遺物が検出・出土するにはかな

り困難な状況であった。

　しかし，Ｏ～Ｑ－３２・３３区で，表土を剥いだ後にＰ２（安永ボラ，１７７１年）と思われる白色の火

山灰が溝状に所々残っていたため，調査を行ったところ溝状遺構が２条，東西方向に並行して検出

された。しかし，東側は調査区外，西側は途中で切れており全体の様相はつかめなかった。遺構の

埋土内からは陶器，火打ち石，軽石製品，寛永通宝といった近世の遺物をはじめとして，縄文時代

晩期の黒川式土器に比定できる３点の土器片も出土した。
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　長さ約２０ｍ，幅約１．８ｍ，深さ約１０～２０�の規模で検出された。埋土は，細かく分けて９つに分

層することができた（第６３図）。遺構内から，陶器，軽石製品，寛永通宝，縄文時代晩期相当の土

器片が出土した。
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　長さ約２０ｍ，幅約１ｍ，深さ約１０�の規模で検出された。埋土は，細かく分けて３つに分層する

ことができた（第６３図）。　遺構内から，縄文時代晩期相当の土器片が出土した。
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　溝－１は陶器である。溝－２は軽石製品で片面に刻みが施されている。溝－３は玉髄製の火打ち

石である。溝－４は寛永通宝である。日本出土銭総覧（兵庫埋蔵銭調査会　１９９６年版）によると，

背面に文字がないことと刻印の書体から，鋳造時期は，１６９７年（元禄１０年）～１７４７年（延享４年）

及び１７６７年（明和４年）～１７８１年（天明元年）で新寛永に属することが判明した。溝－５～７は縄

文時代晩期の黒川式土器に比定できる鉢の胴部片で，３点とも外面に組織痕が見られ，６ｃ－３類

に属する。溝－５・７は内面にミガキが施され，また，外面の組織痕からも同一個体の可能性があ

る。溝－６は内面にナデ調整が，外面には組織痕が観察できる。
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備考
胎土色調調整・文様

取上番号部位器種層出土区型式等番号挿図
軽石

火山
ガラス

角閃
輝石

石英
長石

外面内面外面内面

経４�　緯８本△○○○明黄褐色灰黄褐色組織痕ミガキ２０３３胴部鉢ⅣｂＰ３２黒川式土器溝－５
６４ 経１．３�　緯１０本　Ｓ撚△○○○暗赤褐色灰黄褐色組織痕ナデ２０３２胴部鉢－Ｐ３２黒川式土器溝－６

経４�　緯８本△○○△明黄褐色にぶい黄褐色組織痕ミガキ１７７９・２０２８胴部鉢ⅣｂＰ３３　Ｑ３２黒川式土器溝－７

重量（�）厚み（�）幅（�）長さ（�）遺物番号標高層区石材石器器種番号挿図

５５．７６３．５０６．５０７．９０２０３４２１１．６８－Ｐ３２軽石軽石製品溝－２
６４

０．６１０．７５０．９０１．１０－－－－ＣＣ火打ち石溝－３

備考釉胎土色標高番号層出土区器種種別番号挿図

鉄釉明赤褐色２１１．７７２０３５撹乱Ｐ３２蓋陶器溝－１６４

備考標高取上番号出土区鋳造時期種類種別番号挿図
２１１．３６３２０２９Ｐ３３元禄１０年～天明元年新寛永寛永通宝溝－４６４
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　鳥居川遺跡，チシャノ木遺跡とも圃場整備等により上の層がかなり攪乱されていたので，古代～

近世にかけての遺構・遺物はほとんど検出・出土しなかった。

　調査の結果，鳥居川遺跡は縄文時代早期～晩期の複合遺跡で，遺構は確認されなかったが，遺物

の出土数から縄文時代晩期を主とした遺跡であることが判明した。チシャノ木遺跡は旧石器時代～

近世にかけての複合遺跡で，遺構は縄文時代早期，遺物は縄文時代晩期を主とした遺跡であること

が判明した。
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　チシャノ木遺跡では早期の集石２基，落とし穴２基，土坑３基が検出された。

　集石２基と落とし穴２基はすべてＬ～Ｎ－３４・３５区の比較的まとまった形で検出され，検出面は

いずれもⅧ層上面であった。また，Ⅷ層上面で計測した等高線で，集石２基は約２１０．６ｍ付近，落

とし穴は約２１１ｍ付近で検出された。このことから，落とし穴と集石は同じ時期のもので，狩場で

あった可能性がある。

　集石を構成している礫の石材は２号集石の砂岩１点を除いて，すべて安山岩であった。落とし穴

は１号落とし穴から４個，２号落とし穴から１２個の逆茂木痕と思われる小ピットが底面から検出さ

れた。埋土はいずれも上部に御池火山灰を含むアカホヤの二次堆積土であった。

　土坑は３基検出されたが，すべてＲ・Ｓ－２３区内の標高２１３．６～２１３．８ｍでまとまって検出された。

検出面は１号土坑はⅧ層上面，２号土坑と３号土坑はⅦ層上面であった。埋土は１号土坑はＰ－１１

主体とする混ざり土，２号土坑はＰ－１１とアカホヤの混ざり土，３号土坑はアカホヤ二次堆積土で，

いずれも埋土内からは遺物は出土しなかった。また，底面から逆茂木痕と思われるピットは確認で

きなかったので土坑と判断したが，用途は現段階で不明である。 （松下）
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　鳥居川遺跡出土の土器は，１類土器は早期押型文土器，２類土器は塞之神式土器，３類は晩期の

黒川式土器に比定される。出土数は多くないが，Ｇ・Ｆ－５・６区から黒川式土器の深鉢と鉢が

セットで出土しているのが注目される。また，組織痕土器も出土している。

　チシャノ木遺跡出土の各類土器について詳述する。１類土器は，早期の楕円押型文土器，２類土

器は無文土器であるが，早期に該当すると思われる。３類土器は，型式は不明であるが前期に該当

すると思われる胴下半部の土器片である。４類土器は，後期の阿高式土器に比定すると思われる土

器である。５類土器は，後期後半の磨消縄文土器で，西平式土器に比定すると思われる。

　６類土器は，晩期の黒川式土器で，本遺跡出土土器の大半を占める。Ｐ・Ｑ－２９～３１区に集中し

て出土している。６ａ類は粗製の深鉢形土器，６ｂ類は粗製もしくは半粗半精製の深鉢・鉢形土器，

６ｃ類は粗製・半粗半精・精製の中華鍋形を呈し組織痕をもつ鉢形土器，６ｄ類は半粗半精製・精

製浅鉢形土器である。口縁部がわずかに肥厚し内側にやや屈曲する深鉢，底部に沈線を巡らせる浅

鉢などの特徴から，本遺跡出土の黒川式土器は，干河原遺跡などでみられる「干河原段階」（東　

２００２），いわゆる黒川式新段階（堂込　１９９７）のものであると思われ，これらは近年，計志加里遺
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跡，前原遺跡などでそのセット関係が明らかになりつつある。精製浅鉢については，本遺跡では波

状口縁の出土がみられるものの，相対的に出土数が少なく，その様相は明瞭ではない。また，壺形

土器の出土も確認はできなかった。

　また，本遺跡で注目されるのは，６ｃ類の組織痕土器である。これらの土器は，籠のような容器

に編布などの組織を敷いて，胴部～底部を型取りによって作り出し，上部は輪積みによって形を整

えているものである。類似する形態で，外面に組織痕の全く見られないもの（６ｃ－２類）もあり，

ほかには№９９（写真１）や№１０４のように組織痕の上から粘土を塗り重ねているものもみられる。

これらの組織痕土器は，内外面の調整から従来「半粗半精製土器」とも呼ばれているが，本遺跡で

は，№９１～９５のように粗製のもの，№１４８・１４９の粗製で平底のもの，№１６１～１６７のように精製のも

のなど，多様な組織痕土器がみられる。特に№１６２～１６４・１６６・１６７は，基本的に内外面は丁寧に磨

かれているが，わずかに外面に組織痕が残存している。何故このように組織痕が部分的に残存して

いるのかは不明であるが，可能性として，わずかなくぼみに残っていた組織痕部分を磨き損ねたの

か，または土器の割れ口で組織痕が分断されているため，粘土が剥落して組織痕がみえているのか，

ということも考えられる。これは，組織痕土器の製作・使用を考える上でも重要な事例であり，今

後の検討課題としたい。

　また，編布の圧痕については，９割がアンギン編みのものであり，網圧痕（№１４１～１４４）と平織

り（№１２０・１２１）も小数みられる。アンギン編みに関しては，経糸間の幅と１�間の緯糸の本数を

観察表に示している。緯糸の片撚り糸を観察すると，Ｓ撚りのものが多い。また，平織りと編布の

２種類が圧痕として残っているもの（№１２０）もある。

��

　チシャノ木遺跡出土の石器の器種毎石材別出土数は，第１３表に示す通りである。

　今回，異形石器として扱った石器は，１点は磨かれているが，その他３点は周囲に押圧剥離が丁

寧に施されているものである。使用方法は不明であるが，植刃器のような組み合わせ式の石器で

あった可能性もある。石鏃の欠損したものに二次加工が施されたとも想定されるが，こうした半月

形の形態を呈する石器は，絶対数は多くないが出土例はみられる（東１９９１）。 （寒川）

��������	
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　チシャノ木遺跡のＰ－３０区，Ⅴａ層で落とし穴が１基検出された。この落とし穴は当初，「イモ

穴」として調査を始めた。検出形態が細長い箱形をしており，周辺で検出された同様の形態をした

��������	
������

全体比％合計ＫＡＳＡＣＲＣＣＣＨＯＢ５ＯＢ４ＯＢ３ＯＢ２ＯＢ１ＳＨ５ＳＨ４ＳＨ３ＳＨ２ＳＨ１ＡＮ４ＡＮ３ＡＮ２ＡＮ１

３６．２１７１２１４２５１１石鏃

２．１１１石匙

６．４３１１１楔形石器

１２．８６１１２２スクレイパー

２．１１１石錐

８．５４２１１異形石器

１２．８６４２石斧

１７８５３磨石敲石

２．１１１石皿

１００４７１５１３１１１５３４９１４３４１合　計
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土坑らしきものがすべてイモ穴であることが判明したからである。しかし，調査を進めていくうち

に検出面から底面までの深さが他よりも深く，また，逆茂木痕と思われる小ピットが検出されたの

で「落とし穴」と判断した。この「イモ穴」は全部で２２基検出されたが，落とし穴であったのは１

基であった。用途としては，落とし穴の規模からうさぎや大きくてもシカぐらいまでの動物を捕獲

するためのものではないかと現段階では考えているが，今後の検討課題である。

　この落とし穴について，福岡大学の桃崎祐輔氏から「中世には栃木県の宇都宮氏のように，領主

の武士が宮司となり，神饌にするシカやイノシシの狩猟場として未開発の土地を一方的に指定して

囲い込み，自身の支配領域を拡大する口実とすることがあったので，地元猟師が残したものか，領

主による巻狩りに伴うものかは検討の余地がある。」と指摘をいただいた。また，同じ形態をした

落とし穴が，今後刊行予定の大隅町の「西原段Ⅰ遺跡」でも１基検出されているので，大隅町をは

じめとする中世の遺跡を抽出し検討していく必要がある。

��������	

　Ｏ～Ｑ－３２・３３区で溝状遺構が２条検出された。表土を剥いだ後にＰ－２（安永ボラ，１７７１年）

と思われる白色の火山灰が溝状に所々残っていたため，調査を進めたところ溝状遺構であることが

判明した。東西方向に２条が並行して検出されたが，東は調査区外，西は途中で切れており全体の

様相は不明である。埋土内からは陶器，火打ち石，寛永通宝，縄文時代晩期の黒川式土器に比定で

きる土器片等が出土しているが，検出状況，遺構内遺物，埋土等から総合的に検討し，近世の溝状

遺構と判断した。 （松下）
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�　年代値の算出には，Ｌｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用した。

�　ＢＰ年代値は，過去において大気中の１４Ｃ濃度が一定であったと仮定して測定された，１９５０年を

基準年として遡る１４Ｃ年代である。

�　付記した誤差は，次のように算出した。

　　複数回の測定値について，χ２検定を行い測定値が１つの母集団とみなせる場合には測定値の

統計誤差から求めた値を用い，みなせない場合には標準誤差を用いる。

�　δ１３Ｃの値は，通常は質量分析計を用いて測定するが，ＡＭＳ測定の場合に同時に測定される

δ１３Ｃの値を用いることもある。

　　δ１３Ｃ補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。

　同位体比は，いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰；パーミル）で表した。

　��������������������������������

������������������������������������

　������������������������������ �������������

��������������������������������� �������������

　　δ１３Ｃは，質量分析計を用いて試料炭素の１３Ｃ濃度（１３ＡＳ＝１３Ｃ／１２Ｃ）を測定し，ＰＤＢ（白亜紀

のベレムナイト（矢石）類の化石）の値を基準として，それからのずれを計算した。但し，加速

器により測定中に同時に１３Ｃ／１２Ｃを測定し，標準試料の測定値との比較から算出したδ１３Ｃを用い

ることもある。この場合には表中に〔加速器〕と注記する。

　　また，Δ１４Ｃは，試料炭素がδ１３Ｃ＝－２５．０（‰）であるとしたときの１４Ｃ濃度（１４ＡＮ）に換算し

た上で計算した値である。�式の１４Ｃ濃度を，δ１３Ｃの測定値をもとに次式のように換算する。

　　　�������������������������������������������������������	

　　　　　または

　　　　　�������������������������������������������������	
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　　貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については，海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭

酸ガス中の濃度と異なるため，同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きくなる。
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多くの場合，同位体補正をしないδ１４Ｃに相当するＢＰ年代値が比較的よくその貝と同一時代のも

のと考えられる木片や木炭などの年代値と一致する。

　　１４Ｃ濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として，ｐＭＣ（ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｍｏｄｅｒｎ　Ｃａｒｂｏｎ）が

よく使われており，Δ１４Ｃとの関係は次のようになる。

����������������������������

����������������������

　　国際的な取り決めにより，このΔ１４ＣあるいはｐＭＣにより，放射性炭素年代（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌ

　Ｒａｄｉ　ｏｃａｒｂｏｎＡｇｅ；ｙｒＢＰ）が次のように計算される。
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�　１４Ｃ年代値と誤差は，１桁目を四捨五入して１０年単位で表示される。

�　較正暦年代の計算では，ＩｎｔＣａｌ０４データベース（Ｒｅｉｍｅｒ　ｅｔ　ａｌ　２００４）を用い，ＯｘＣａｌｖ３．１０

較正プログラム（Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ　１９９５　　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ　２００１　　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ，ｖａｎ　ｄｅｒ

　Ｐｌｉｃｈｔ　ａｎｄ　Ｗｅｎｉｎｇｅｒ　２００１）を使用した。

������

�　鳥居川遺跡

　Ｇ－５区の遺物№１１２付着炭化物（７：ＩＡＡＡ－７０４０８）の１４Ｃ年代が２７３０±３０ｙｒＢＰ，Ｇ－５区の遺

物№７６－１１付着炭化物（８：ＩＡＡＡ－７０４０９）の１４Ｃ年代が２７５０±３０ｙｒＢＰである。暦年較正年代

（１ σ    ＝６８．２％）は，７が９０５～８３５ＢＣ，８が９１５～８４０ＢＣであり，縄文時代晩期中葉に相当する。
　

化学処理および測定内容に問題は無く，妥当な年代と考えられる。

�　チシャノ木遺跡

　　Ｐ－２９区の遺物№４３２付着炭化物（１８：ＩＡＡＡ－７０８２６）の１４Ｃ年代が２６８０±４０ｙｒＢＰ，Ｐ－３０区の

遺物№５３２付着炭化物（１９：ＩＡＡＡ－７０８２７）の１４Ｃ年代が２７５０±３０ｙｒＢＰである。暦年較正年代

（１ σ    ＝６８．２％）は，１８が８９５～８７５ＢＣ（１４．０％）・８５０～８００ＢＣ（５４．２％），１９が９００～８３０ＢＣであ
　

り，縄文時代晩期中葉に相当する。化学処理および測定内容に問題は無く，妥当な年代と考えら

れる。
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鹿児島県立埋蔵文化財センター

　本遺跡出土の，赤色顔料を塗布された縄文土器について，次のとおり分析を行った。

����

　　縄文土器４点（遺物番号５１９，９３０，９８５，１１８５）

��������	

�　形状観察

　　双眼実体顕微鏡による１０～３０倍観察並びに走査型電子顕微鏡（日本電子製ＪＳＭ－５３００ＬＶ）に

よる２０００～３５００倍観察を行った。電子顕微鏡観察に際しては，顔料の一部を削り取り，観察用の

試料を作成した。

�　蛍光Ｘ線分析

　　エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（堀場製作所製

ＸＧＴ－１０００，Ｘ線管球ターゲット：ロジウム，Ｘ線照

射径１００μｍ）を使用した。分析条件は右のとおりで

ある。

　　胎土の分析については，断面の一部を削り，新鮮な

胎土面を出して，同じ条件で分析した。

����

�　形状観察

　　資料９３０は外部に塗布されており，文様の谷部に一部残存している。９８５と１１８５は口縁部上面に

わずかに付着している。色調はいずれも鮮やかな赤色である。５１９は内外面共に，全面にうすく

塗布されている。

　　電子顕微鏡による観察では，９３０，９８５，１１８５はいずれも鉄細菌に由来するパイプ状粒子を確認

した（写真）。かなり密度の濃い状態でパイプ状粒子が見られ，５１９は内外面共にパイプ状粒子は

確認できなかった。

�　蛍光Ｘ線分析

　　９３０，９８５，１１８５は，いずれも強い鉄（Ｆｅ）のピークが見られた。チタン（Ｔｉ）やマンガン

（Ｍｎ）など数種類の元素も検出されたがごく微量で，不純物をほとんど含まないベンガラであ

ることが分かった。５１９は鉄を検出してはいるものの，胎土部分とほとんど差が無い。土器の内

面と外面で，チタンの強度が大きく異なる。今回の分析では，それぞれ任意の２点について分析

した。いずれも同様の結果であり，ここでは強度の強い方を提示した。この点については，土壌

の影響か，胎土に含まれる粒子の影響かについてさらなる分析が必要である。

　　顔料そのものについては，他の３資料とは時期的にも差があり，製造過程も彩色の技法も異な

るようである。

【分析条件】

Ｘ線照射径　　　　：　１００μｍ
測定時間　　　　　：　５０ｓ
Ｘ線管電圧　　　　：　５０ｋＶ
電流　　　　　　　：　１０００μＡ
パルス処理時間　　：　Ｐ３
Ｘ線フィルタ　　　：　 なし
試料セル　　　　　：　 なし
定量補正法　　　　：　 スタンダードレス
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関 山 遺 跡  
鳥 居 川 遺 跡  
チシャノ木遺跡  

あ　と　が　き

　現在，われわれが調査を行っている東九州自動車道は，九州の東側地域において，北九

州市を起点として，福岡，大分，宮崎，鹿児島の各県を結び，鹿児島市に至るまでの総延

長４３６㎞ に及ぶ本格的な高規格道路であります。

　この高速道路は，将来の産業，経済，文化の活性化に大きな役割を果たす大動脈として，

各県の同胞たちが総力をあげて調査・記録に取り組んでいる一大イベントでもあります。

　東九州自動車道建設に係る分布調査をはじめてから幾多の年月と道のりを経て，ここに

大隅ＩＣ～末吉財部ＩＣ間の発掘調査報告書刊行の運びとなりました。

　この報告書は，平成１５年度の道路関係４公団の民営化にあたり，幹線自動車道整備の補

完措置として，必要な高速道路を建設するため，国と地方の負担による新直轄方式を導入

した事業に伴う遺跡の記録の一部です。

　関山遺跡では，縄文時代早期後葉の変形撚糸文土器が，ベンガラ貯蔵の入れ子状で発見

されました。周辺の地層は，県道建設時に攪乱されていたのですが，偶然にもその難を逃

れ，今を生きる私たちに対する数千年前に残された何らかのメッセージだと思います。

　チシャノ木遺跡では，イモ穴が密集しているところから中世の逆茂木痕を伴った落とし

穴が１基検出されました。落とし穴の性格や用途等については，今回の調査では，類例が

少なくはっきりしたことが分かりませんでしたが，今後の調査・研究の一資料となるはず

です。

　発掘調査で検出・出土した遺構・遺物は，現在と過去をつなぐ唯一の架け橋でありメッ

セージであります。それを紐解き様々な角度から考察し，後世に伝え残していくのが考古

学であり，私たち埋文行政職員の仕事です。

　私自身のことで恐縮ですが，他では決して経験できないこの仕事に長年携わることがで

きたことを誇りに思います。今後の調査成果を楽しみにしています。

　筆を納めるにあたり，発掘調査ならびに報告書作成にかかわっていただいた方々をはじ

め，関係機関の方々に感謝を申し上げます。 （立神次郎）
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